
はじめに

この度は、弊社 PRIMERGYをお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。
本書では、PRIMERGYに添付されている、ServerWizard V2.0によるサーバやクライアントの
インストール方法と詳しい操作方法、およびサーバ監視ツールなどの運用面に役立つツールに

ついての紹介とインストール方法について説明しています。

ServerWizard V2.0は、お求めいただいた PRIMERGYに対して、Windowsサーバの構築を支援
するプログラムです。

・ ServerWizard V2.0は、CD-ROMに格納されている機種情報ファイルに従って、ハー
ドディスクの初期化および区画設定を行う（PRIMERGY H200ではオプションカード
の搭載確認は行いません）。

・インストール可能なドライバをインストールする。

・以下のどれかの OSをインストールする。
- Microsoft® Windows NT® Server Network Operating System Version 4.0システム
- Microsoft® Windows NT® Server, Enterprise Edition Version 4.0システム
- Microsoft® Windows® 2000 Server
- Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server
- Microsoft® BackOffice® Small Business Server Version 4.5

・添付のサーバアプリケーションプログラム（高信頼ツール）をインストールする。

・クライアントへ OSをインストールする、アプリケーションを配布する。
なお、インストールを行う前にサーバ本体の取扱説明書をよくお読みになり、サーバを使用で

きる状態にしておいてください。
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Microsoft、Windows、Windows NT、BackOffice、MS-DOSは米国Microsoft Corporationの米国
およびその他の国における登録商標です。
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■マニュアルの読みかた

ServerWizard V2.0には、2冊のマニュアルが添付されています。
それぞれのマニュアルは、以下のようにお使いください。

Windows NT をインストールしよう！

最初にサーバを導入するときにお読みください。ServerWizardでのサーバ導入の流れが分か
ります。

ソフトウェアガイド（本書）

ServerWizard V2.0の機能を知りたいとき、詳しい操作方法や項目の設定のしかたを知りたい
ときにお読みください。サーバ情報の設定以外に、クライアントの情報を設定したり、導入

後の運用などに関しても説明しています。

ServerWizard V2.0をお使いになる前に、必ずサーバ本体の取扱説明書をお読みになり、装置の
準備と設置を正しく行ってください。オプションカードなどについては、それぞれのマニュア

ルを参照してください。

■本書の読みかた

本書は以下のように構成されています。

章・タイトル 内　容
PRIMERGY の導入と運用 PRIMERGYに添付されているソフトウェアの紹介を

しています。

第一部 導入編

サーバのセットアップ/クライアン
トのセットアップ

ServerWizard V2.0を使って、簡単にサーバやクライ
アントをセットアップする方法を説明しています。

第二部 運用編

高信頼ツールについて

PRIMERGYに添付されているサーバ監視ツール、シ
ステム診断ツールなどの概要とインストール方法につ
いて説明しています。

付録 以下の機能、操作などの説明を記載しています。必要
に応じてお読みください。
付録 A　こんなときは？(Q&A)
付録 B　ServerWizard V2.0の版数について
付録 C　留意事項
付録 D　トラブルシューティング
付録 E　CSVファイルフォーマットについて
付録 F　デザインシート
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■表記の約束

本書では、以下の略称を使用しています。

名称 略記

Microsoft® Windows®95 Operating System Windows 95
Microsoft® Windows®98 Operating System Windows 98
Windows 95またはWindows 98 Windows 95/98
Microsoft® Windows NT® Workstation Operating System Version4.0 Windows NT WS 4.0
Microsoft® Windows® 2000 Professional Windows 2000 Pro
Microsoft® Windows® 2000 Server および
Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server

Windows 2000 SV

Microsoft® Windows NT® Server Network Operating System Version4.0 Windows NT、
Windows NT SV4.0、ま
たはWindows NT Server

Microsoft® Windows NT® Server, Enterprise Edition 4.0 Windows NT Server/E
4.0

Microsoft® BackOffice® Small Business Server 4.5 SBSまたは SBS 4.5
Windows NT SV 4.0またはWindows 2000 SVが出荷時にインストールさ
れているマシン

インストールタイプ

ServerView V2.5 ServerView

■ソフトウェア説明書について

本書で説明する事項以外で、参考となる情報や留意事項は、「ソフトウェア説明書」に記載さ

れています。ServerWizard V2.0をお使いになる前に、必ずお読みください。
「ソフトウェア説明書」は、「README.TXT」のファイル名で、ServerWizard V2.0の CD-ROM
のルートディレクトリに登録されています。テキストエディタなどで開いてお読みください。

また、サーバで ServerWizardを起動し、［ソフトウェア説明書］ボタンを選択しても表示され
ます。

■ServerWizard V2.0に関する最新情報について
ServerWizard V2.0に関する最新の情報は、インターネットの弊社ホームページ「PRIMESERVER
／GRANPOWER WORLD」でご確認ください。
「PRIMESERVER／GRANPOWER WORLD」は、次の方法で表示できます。
ServerWizardの CD-ROMをセットします。ServerWizard Launcher画面が表示されたら、
［Information］、続いて［HOMEPAGE］をクリックします。

■ServerWizard CDに関する注意事項について
ServerWizard V2.0の CD-ROMは、レーベルに記述してあるサーバ機以外では動作しません。
絶対に他の機種では使用しないでください。
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PRIMERGYの導入と運用

PRIMERGYでは、弊社独自の支援ツール群により、サーバの簡単な導入と、万全な運用・管
理を実現しています。導入か します。

導入と運用の概要

PRIMERGYの導入と運用は、S

導入時導入時導入時導入時

● 導入ミスを防止する
    - 自動インストール/設定

ServerWizard
による簡単 /正
確な導入

詳細について
は「第 1部」を
参照。

万一の時万一の時万一の時万一の時
（（（（ﾄﾗﾌﾞﾙﾄﾗﾌﾞﾙﾄﾗﾌﾞﾙﾄﾗﾌﾞﾙ発生時）発生時）発生時）発生時）

● 管理者へ自動通知する
● 原因を究明する
    - 経過するシステム環境
    - の自動記録
    - 現在の環境情報の一
    - 括採取

● リモート保守サービス
    - サポートセンタとの連携

トラブルの未然防
止/早期発見を支援

早 期 復 旧 を 支 援
ら運用までを次の図のようにサポート

運用時運用時運用時運用時

● サーバを監視する
    - トラブルの原因となり得る異常が検
    - 出されると管理者へ自動通知する

● サーバの運用を管理する
    - バックアップ装置のメンテナンス
    - クライアントからサーバ電源制御

● システムを健康診断する
● 遠隔地のサーバを保守する
    - サーバの遠隔操作

-

高信頼ツー
ServerWizard V2.0
xii

erverWizardと高信頼ツール
ル群
群により次の図のように行えます。



高信頼ツール

群によるトラブ

ルの未然防止/
早期発見

詳細につい
ては「第 2 部」
を参照。
高信頼ツール

群によるトラブ

ル発生時の早

期復旧
xiii
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高信頼ツールについて

PRIMERGYでは、サーバを万全にご利用いただけるように、システムの安定稼働を実
現する「高信頼ツール」を標準で提供しています。高信頼ツールは、システムの安定稼
動に必要なトラブルの未然防止／早期発見／早期復旧を、いくつかのツール群により強
力にサポートします。高信頼ツールの各ツール群を導入することにより、トラブルの起
こりにくい安定したシステム運用が実現できます。

詳細について→「第 2部」参照

PRIMERGYに添付の高信頼ツールには、次の４つのツール群があります。

■サーバ監視ツール（早期発見/トラブルの未然防止）

サーバのディスクシステム、メモリ、電源、冷却ファンなどのハードウェアを常時監視
することにより、トラブルの原因になり得る異常を早期に発見し、管理者へ速やかに通
知します。管理者は、異常発生の通知を受け取ることにより、早期対応を図り、トラブ
ルを未然に防止できます。

■システム診断支援ツール（トラブルの未然防止/早期復旧）

Windows NTシステムのシステムモジュール、ハードウェアドライバの版数をチェック
するなど、システムの健康診断を行えます。また、管理者は、万一トラブルが発生した
時にもシステムを診断し、原因を究明できます。

■運用管理支援ツール（トラブルの未然防止）

バックアップ装置によるバックアップを確実に行うために、バックアップ装置のクリー
ニング間隔を監視し、クリーニングが必要な場合に管理者へ通知します。また、管理者
は、クライアントから PRIMERGYの電源を制御することにより、サーバの運用を柔軟
に行えます。

■遠隔保守支援ツール（トラブルの未然防止/早期復旧）

管理者は、遠隔地にいてもサーバを操作でき、異常発生時などすぐに対応を図れます。
また、万一のトラブルが発生した場合の復旧作業では、リモート保守サービスをご利用
いただくと、遠隔地にある弊社サポートセンタと連携し、迅速で確実なサポートが受け
られます。このサービスをご利用いただくには、別途お客様とのご契約が必要となりま
す。

PRIMERGYでは、システムの安定稼動を実現する高信頼ツールを簡単に導入いただけ
るように、次のような「高信頼ツールメニュー」画面を提供しています。
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第一部第一部第一部第一部    導入編導入編導入編導入編
サーバのセットアップ/
クライアントのセットアップ
ServerWizard V2.0 を使って、簡単にサーバやクライ
アントをセットアップする方法を説明しています。

内　容内　容内　容内　容
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第 1章　ServerWizard V2.0の概要

1.1　ServerWizard V2.0とは

ServerWizard V2.0は、PRIMERGYの初期導入を支援する、簡易セットアップツールです。
ServerWizard V2.0は、導入作業の簡素化、推奨ドライバの確実なインストールを実現します。
これまでインストールしながら行っていた各種設定をウィザード形式でまとめて設定し、サー

バおよびクライアントへのインストールを自動的に行います。
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事前設定により、インストールの煩雑さを改善し、確実な導入を行います

S erverW izardの特長

S erverW izardでは

O K

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ名
IPｱﾄﾞﾚｽ
ﾕｰｻﾞ作成
………

電算部門等による
ｻｰﾊﾞ環境の事前設定

現場ﾚﾍﾞﾙでの
確実な導入

-複雑なハード設定
（ＲＡＩＤの設定,オプションカード搭載条件の確認）
-ユーザ定義、アクセス権、ネットワークの設定

-ハード／ＮＴのスキル保有者しか設定できない

-導入時、逐次入力が必要でミスが起き易く時間がかかる

-構成が同じ複数のサーバを導入する際に毎回同じ入力を

 しなければならない

● ServerWizardでインストールした後の変更は・・・

インストール後のクライアントの追加、グループの追加など、サーバ運用に関する変更は、

WizardConsoleで行います。

     

● ネットワークの構築ができます

ServerWizardでは、サーバの導入時にWindows NTのワークグループ、ドメイン等のネットワ
ークモデルでネットワークを構築できます。サーバをプライマリドメインコントローラとして

ネットワークを構築する場合、クライアントのセットアップおよびアプリケーションのセット

アップまで簡単に行うことができます。

設定したアカウント（ユーザ、グループ、共有資源）は一覧形式で表示されます。アカウント

の関連付けも簡単にできます。

Windows NT、またはWindows 2000 SVで構築できるネットワークドメインの詳細については
各ソフトウェアのマニュアルを参照してください。
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●クライアントのデスクトップ環境を一括管理

クライアントのデスクトップに、業務に必要な機能のみを表示させることができます。

Web形式のメニュー(WizardMenu)を使って、クライアントから各アプリケーションを簡単に起
動することもできます。

WizardMenuの起動ボタンは、WizardMenu作成ツールを使用して作成します。大きさを変更し
たり、画像データをボタンに貼り付けるなど、自由な形式で作成することができます。

WizardMenu作成ツールを起動するには、サーバインストール終了後に［スタート］－［プロ
グラム］－［ServerWizard］－［WizardMenu作成ツール］を選択します。

WizardMenuの作成例

WizardMenuとWizardMenu作成ツールは、WizardConsoleをインストールすると、同時にインス
トールされます。また、WizardMenuを使用するには、「デスクトップ環境設定」の［初期メ
ニュー］タブで「Webメニュー」を指定します。デスクトップ環境設定、WizardMenu、WizardMenu
作成ツールについては、「第一部 2.5 クライアントのデスクトップ環境を設定する」および各
機能のヘルプを参照してください。
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1.2　ServerWizard V2.0の機能

ServerWizardV2.0を使用すると、サーバだけでなくクライアントへのインストールも
簡単に行うことができます。
直接インストールの場合は、PRIMERGYで ServerWizardを起動し、ウィザード画面
に必要な情報を入力しながら、インストールを行います。
ServerWizardでインストールすると、次の利点があります。

●ドライバの自動インストール

自動認識したオプションカードなどに対して、インストール時に最新ドライバを組み込
みます。このことにより、誤って古いバージョンのドライバを組み込んだり、サーバに
添付されているもの以外のドライバを組み込むというようなドライバの入れ間違いを防
止し、潜在的なインストールのミスを防ぎます。

●RAIDの自動構成

アレイコントローラカードを使用する場合は、事前に RAIDの種類と使用するディスク
の本数を指定し、サーバに搭載することにより、RAIDのユーティリティを起動せずに
ディスクアレイを構成できます。

・複数のフィジカルパックを作成する場合、2つ目以降のフィジカルパックはアレイ
カード添付の DACCFを使用し、手動で行ってください。

・アレイコントローラカード「PG－142B」配下のディスクをアレイ構成することは
できません。カードに添付されているマニュアルに従って、手動でディスクアレイ
を構成してください.

1.2.1　ServerWizard V2.0の各機能について

ServerWizard V2.0の便利な各機能について、ご紹介します。
・サーバへのセットアップ情報を事前設定する →DesignMagic
・サーバへのインストール →ServerWizard
・クライアント情報を設定する →WizardConsole
・クライアントへのインストール

（OSをインストールしないとき） →ClientWizard
（OSをインストールするとき） →クライアント導入フロッピーをセットして

電源ON
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■DesignMagicでサーバへのセットアップ情報を設定し、フロッピーに保存する

DesignMagicでは、サーバを導入する前に、以下の設定ができます。
・ サーバのセットアップ情報
・ サーバを使用するクライアントの情報
・ サーバに設定するグループや共有フォルダの設定
・ クライアントにインストールする資源の設計
・ クライアントのデスクトップ環境（表示内容）

● DesignMagicは、Windows 95/98、Windows NT WS 4.0、またはWindows 2000 Proが動作
する環境で操作を行うので、クライアントコンピュータのみでサーバの設定が可能です。

● 設定した情報は、サーバ情報ファイルとしてフロッピーディスクに登録します。すでに登録済
みのサーバ情報ファイルを DesignMagicに読み込んで、設定情報を修正することもできます。

● サーバ情報ファイルを作成しておくことにより、専門知識がなくてもサーバのセットアップ、
インストールを簡単に行うことができます。

ユーザアカウントの設定、グループや共有フォルダの設定、クライアントにインストー
ルするアプリケーションファイルの設定を行えるのは、プライマリドメインコントロ
ーラとしてWindows NTをインストールした場合、または Active Directoryを設定して
Windows 2000 SVをインストールした場合のみです。

■ ServerWizardでサーバへインストールする

ServerWizardを使用してセットアップすることにより、メッセージに従って操作してい
くだけで簡単にインストールできます。また、DesignMagicでセットアップ情報を事前
設定していた場合は、セットアップの途中で指定内容を確認する必要がなく、その場に
いなくてもセットアップが進むので、長い作業時間を有効に活用できます。

■サーバへインストールした後はWizardConsoleでクライアント情報を設定する

サーバへのインストールが終了した後は、WizardConsoleを使ってクライアントを追加
したり、クライアントへのセットアップ情報を設定します。また、クライアントへのセ
ットアップに必要な資源を準備します。クライアントに OSをインストールする場合、
WizardConsoleでクライアントへインストールする OSを設定します。
WizardConsoleでは、修正した設定内容が即座に反映されます。
WizardConsoleを利用するには、DesignMagicや ServerWizardで、WizardConsoleを
インストールするよう指定した上で ServerWizardを使ってサーバをセットアップします。
WizardConsoleの起動は、［スタート］メニューから［プログラム］－［ServerWizard］
－［WizardConsole］を選択します。

■クライアント情報をフロッピーに保存する

WizardConsoleで、設定した情報はクライアント導入フロッピーに保存します。

フロッピーをクライアント
全員に配布して、同時に
セットアップできます。

各クライアントを順番に
セットアップできます。
ただし、クライアントセット
アップ中に別のクライアント
のセットアップを同時に行う
ことはできません。

●一枚のフロッピーに１クライアント ●一枚のフロッピーに複数のクライアント
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■クライアントのセットアップを簡単に

WizardConsoleでクライアント導入フロッピーを作成した後は、ネットワーク環境が設定さ
れている各クライアントにフロッピーディスクをセットして、インストールを行います。

複数のクライアントに同一アプリケーションや同一ファイルのインストールが簡単にでき

ます。

クライアントへ OSをインストールする場合は、クライアント導入フロッピーをセットし
て電源を投入するだけでインストールできます。OSをインストールしない場合は、
「ClientWizard」を起動してインストールします。

● クライアント導入フロッピーに複数のクライアントが登録されている場合は、自分が使用する
コンピュータ名を選択して、あとは［OK］をクリックするだけで、登録されている情報が自
動的にインストールされます。

● インストールが終了すると、クライアント導入フロッピーからインストールが完了したコンピ
ュータの情報が削除されるので、間違えて同じコンピュータ名でインストールされることはあ

りません。

1.3　必要なシステム

操作を始める前に、あらかじめ以下の CD-ROM、またはフロッピーディスクをお手元に
ご用意ください。

■サーバをセットアップするとき

ハードウェア □ お買い上げいただいた PRIMERGY本体

ソフトウェア □ 使用する OS（Windows NT、Windows 2000 SV、または SBS）の CD-ROM
□ ServerWizardの CD-ROM
● 同じモデルを複数台導入するとき、異なる版数(Lxx)の CD-ROMがある
   場合は、最新のものを使用してください。
□ サーバ情報ファイル登録用のフロッピーディスク
  （本製品に添付の「サーバ情報ファイル登録用」フロッピーディスクを用意
    し、a.b.のどちらかを行ってください。）
   a. DesignMagicでサーバ情報を登録しておく → 一括インストール
   b. そのまま使う → 直接インストール
□ 修復ディスクを作成するためのフロッピーディスク
  （未使用のフロッピーディスク … 1枚）
□ Service Packの CD-ROM
   Windows NTで ServerWizardの CD-ROMに入っている Service Packを使
   用する場合は不要です。
   Windows 2000SVで Service Packを導入する場合は必要です。
□ ServerViewの CD-ROM
   ServerViewをインストールする場合に必要です。
□ オプションカードに添付されているドライバのフロッピーディスク など

一括インストールで、サーバ情報を事前に設定する場合

ハードウェア □ 当社 FMVシリーズなどWindows 95/98、Windows NT WS 4.0、
   Windows 2000 Proが動作するパーソナルコンピュータ本体
  （CD-ROMドライブ必須、10MB以上の空き容量が必要）

ソフトウェア □ ServerWizardの CD-ROM

□ 「サーバ情報ファイル登録用」フロッピーディスク
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■クライアントをセットアップするとき

ハードウェア □ 当社 FMVシリーズなどWindows 95/98、Windows NT WS 4.0、
   Windows 2000 Proが動作するパーソナルコンピュータ本体
  （LANカード搭載）

□ ハブユニット、ルータ

□ LANケーブル（必要本数分）

● サーバのインストール後は、LANなどのご使用になる接続形態に合わせて
   クライアントコンピュータを接続してください。

ソフトウェア □ クライアント情報ファイル登録用のフロッピーディスク
  （未使用のフロッピーディスク … 必要枚数）
    ⇒ 「クライアント導入フロッピー」と呼びます。

□ Windows NT WS 4.0の CD-ROM
  （クライアントに OSをインストールする場合）

□ Microsoft®InternetExplorer 3.02以上
  （デスクトップ設計でWebメニューを使用する場合）
           デスクトップ設計について
             →「第一部 2.5 クライアントのデスクトップ環境を設定する」参照

1.4　ServerWizardを起動する前に

ServerWizardをお使いになる前に、必ず本体マニュアルをよくお読みになり、以下の事項
に留意してサーバの準備を行ってください。

1.4.1　サーバ導入前の準備

本体ハードウェアマニュアルをよく読み、サーバの組立て完了後、オプションカードが
正しい位置に装着されていることを確認してください。

● 内蔵オプション取り付け時の注意

インストールタイプをご使用のとき、または ServerWizardを使用して OSをインスト
ールするとき、内蔵オプションや周辺機器を使用する場合は、以下の点に注意してくだ
さい。これらの注意を守っていただかない場合は、正常にインストールが行われません。

・本体マニュアルを参照し、正しいスロットにオプションカードを取り付けてください。

・ OSがインストールされるハードディスクは自動的に選択されます。OSのインストー
ル先となるハードディスク以外は接続しないでください。

・ SCSIオプション装置（ハードディスクキャビネット、光磁気ディスクなど）を増設
する場合は、OSのインストールおよびセットアップが終了してから電源を切断して接
続を行ってください。

● BIOSセットアップユーティリティ

ServerWizard V2.0はハードウェアセットアップ（BIOS、ICUユーティリティ等）に
は対応していません。本体マニュアルを参照し、BIOSセットアップユーティリティに
より以下の設定を行ってください。
・ PCIカードの設定（PCIカードを使用する場合）
・ パスワードの設定（パスワードを設定する場合）
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・ サーバモニタモジュールの設定（サーバモニタモジュールを使用できる機種で、ご
使用になる場合）

● SCSIコンフィグレーションユーティリティ

SCSIコンフィグレーションユーティリティの設定、および確認を行ってください。
なお、オプションの SCSIカードを搭載して、外部 SCSIオプション装置（ハードディ
スクキャビネット、光磁気ディスクユニットなど）を増設する場合は、OSのセットアッ
プが終了してから電源を切断し、接続を行ってください。
操作方法について詳しくは本体マニュアルを参照してください。

● コンフィグレーションユーティリティ

ServerWizard V2.0は ISAカードを自動認識しません。ご使用の機種により、オプショ
ンカードを使用する際にコンフィグレーションユーティリティ（ICU（ISAコンフィグ
レーションユーティリティ）または SSU（システムセットアップユーティリティ））を
実行しておく必要があります。詳しくは、本体マニュアルを参照してください。

● サーバ導入時に搭載するメモリ容量について

Windows NT SV 4.0/SBSの場合、サーバ導入時に搭載するメモリ容量は、2GB以下に
してください。2GBを超えるメモリを搭載する場合は、サーバ導入後にメモリの増設を
行ってください。
ただし機種によっては、2GBより少ないメモリ容量に制限されている場合があります。
サーバ機の取扱説明書でご確認ください。

Windows NT SV 4.0/SBS インストール時に、2GBを超えるメモリを搭載した場合、セ
ットアップ起動時にエラーとなり、セットアップを継続することができなくなります。

● ServerWizard V2.0がサポートするオプションカードや、自動インストールするデバイス、ア
プリケーションについては「付録 C 留意事項」を参照してください。

1.4.2　Service Packについて

ServerWizardの CD-ROMには、Microsoft® Windows NT® Version 4.0 Service Pack
が収められています。Service Packの種類については CD-ROMのレーベルに記述され
ているので確認してください。

● Service Packの適用
－Windows NTの場合

事前設定で「Service Packを適用する」を選択しなかった場合は、Service Packは適用
されません。「Service Packを適用する」を選択した場合は、適用する Service Packの
種類を確認する画面が表示されます。ServerWizardの CD-ROMに収められている
Service Packを使用するときは、そのまま［OK］を選択してください。その他の Service
Pack（Option Packを含む）を使用するときは、画面の指示に従って CD-ROMをセッ
トしてください。適用可能な Service Packに関しては、READMEを参照してください。

－Windows 2000 SVの場合

事前設定で「Service Packを適用する」を選択しなかった場合は、Service Packは適用
されません。「Service Packを適用する」を選択した場合は、画面の指示に従って Service
Packの CD-ROMをセットしてください。
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1.4.3　情報ファイルについて

ServerWizard V2.0では、機種情報ファイル、サーバ情報ファイル、クライアント情報
ファイルの 3つのファイルを使用します。

● 機種情報ファイル（.MPD）

機種情報には、本体装置固有のハードウェア情報、OS情報、インストールアプリケーシ
ョン情報が記述されています。ServerWizard V2.0の CD-ROMには、あらかじめ機種
情報ファイルが登録されていますが、ハードウェア情報が更新されたり、追加された場
合には、最新の機種情報でサーバのセットアップを行ってください。

最新の機種情報は、インターネットの弊社ホームページ（PRIME SERVER／
GRANPOWER WORLD）に掲載されています。内容を確認の上、フロッピーディスク
などにダウンロードしてご使用ください。

ファイル名は、8文字以内、拡張子は必ず".MPD"にしてください。

● サーバ情報ファイル（.SPD）

サーバ情報ファイルには、DesignMagicで設定した、サーバの情報およびクライアント
の情報が登録されます。

ServerWizardでサーバを新規にセットアップするときに直接作成することもできます。
ただし、この場合はサーバ設計情報のみとなります。

サーバ情報ファイルは、1枚のフロッピーディスクに 1ファイルのみ登録できます。

● クライアント情報ファイル（.CPD）

クライアントをセットアップするためのファイルです。ServerWizardでサーバをインス
トールしたあとに、WizardConsole機能を使用して作成します。
クライアント情報ファイルを登録したフロッピーディスクを使うと、クライアントのセ
ットアップが自動的に行えます。また、あらかじめクライアントに配布するアプリケー
ションなどの資源が登録されている場合は、セットアップ時にアプリケーションなどの
インストールも自動的に行われます。

クライアントごとに 1つのフロッピーディスクを作成した場合は、クライアントごとに
セットアップします。全クライアントを 1つのフロッピーディスクに作成した場合は、
順番にセットアップが行えます。

1.5　機種情報について

1.5.1　機種情報の必要性

「機種情報ファイル」とは、ServerWizard V2.0が対象とするサーバがサポートする拡
張カードやアレイ情報などインストールに必要な様々な情報をまとめたファイルです。
ServerWizardによる導入では、この機種情報を参照してインストールを行います。
ServerWizardは、PRIMERGYの各種拡張カードの最適なドライバの導入を行います。
ServerWizard V2.0の CD-ROMには、その CD-ROMが提供された時にサポートしてい
る拡張カードのドライバや、その拡張カードの情報（機種情報）が同梱されています。
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しかし、以下の場合、ServerWizardによる再インストール時に、ServerWizardはその
拡張カードの情報を持っていないため、認識できません。

－PRIMERGYをお客様が導入した後にサポートされたカードを ServerWizardでイン
ストールする場合

－PRIMERGYをお客様が導入した後に変更された最新のドライバを使用する場合
このような場合は、最新の拡張カード情報を持つ「機種情報ファイル」を入手する必要
があります。「機種情報ファイル」は、ServerWizardによるインストール中にフロッ
ピーディスクから読み込みますので、インストール前段階で最新の「機種情報ファイル」
の準備が必要となります。

すでに ServerWizardによって PRIMERGYが導入された後、最新の拡張カードを追加
導入する場合は、手動による導入を行います。導入方法は PRIMERGY取扱説明書や拡
張カードに添付している取扱説明書を参照してください。

1.5.2　最新の機種情報を入手する

機種情報および最新のドライバは、富士通公開ＷＷＷサーバ内の PRIMESERVER／
GRANPOWER WORLD内の「会員のページ」内で公開しています。
「会員のページ」(無料)では、PRIMERGYに関する有効な詳細技術情報、ご利用者間の
情報交換の場（談話室）、新着情報やセミナーなどのメールサービスなどのサービスを
提供しております。以下のページより入会していただくと、「会員のページ」がご利用
いただけます。

● 入会の申し込み方法

以下のページをご覧ください。

http://www.fujitsu.co.jp/hypertext/granpower/members.html

● 会員のページ（利用者 ID／パスワードが必要）

http://www.fujitsu.co.jp/hypertext/granpower/gp5/members/index.html

ダウンロードした「機種情報」はフロッピーディスク（2HD、1.44MBフォーマット）
に格納してください。

1.5.3　ServerWizard V2.0の版数と機種情報の版数の対応

入手した機種情報を使用する場合は、ServerWizard V2.0のレベルと機種情報のレベル
（Lxx）を確認し、同じレベルのものを使用してください。

1.5.4　新しい機種情報を使ってインストールする

ダウンロードした機種情報ファイル（拡張子「.mpd」）を使用するには、ServerWizard
を使ったインストール時に次のように指定します。
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● 一括インストール（DesignMagic使用）のとき

DesignMagicを起動し、「サーバ設計」の［機種名］で「機種情報ファイルの読み込み」
を選び、入手した機種情報ファイルを指定します。

● 直接インストール（DOS版使用）のとき

ServerWizardの新規インストールを起動し、「サーバ情報の設定」画面の［機種名］で
「FDから機種情報ファイルを読み込む」を指定し、入手した機種情報ファイルを指定し
ます。
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1.6　ServerWizardを起動する

クライアントマシンに ServerWizardの CD-ROMをセットすると、AutoRun機能によ
り、プログラムが自動的に起動して次の画面が表示されます。

● 自動的に起動しない場合は、以下の方法で起動してください。
1）［スタート］の［ファイル名を指定して実行］をクリックします。
　　ファイル名を指定して実行画面が表示されます。

2）「名前」に次のように入力して［OK］をクリックします。
　　D:¥SVWIZARD¥MENU¥INSTMENU.EXE
　　（CD-ROMドライブが Dの場合）
　　起動画面が表示されます。

サーバ情報の事前設定を行う DesignMagic
を起動します。「第一部 第 2章 サーバへの
インストール（一括インストール）」参照

バックアップディ
スクを作成する
DiskUtilityを起
動します。

高信頼ツールを
インストールで
きます。

富士通ホームペー
ジ PRIME／
GRANPOWER
WORLDへのアク
セスができます。



1.7　ServerWizard V2.0でのセットアップ手順

ServerWizard V2.0でサーバをセットアップする場合、次の条件に従って適切な方法を選択して
ください。

■Windows NT／Windows NT Server/E 4.0／Windows 2000 SVの場合

別マシンで、Windows 95/98、
Windows NT WS 4.0、Windows
2000 Proのどれかが動作する環
境はありますか？

DesignMagicを使用
サーバ情報ファイル

ロッピーディスクに

さい。

【操作方法】「第一

情報を設定する」参

サーバ機で ServerW
[セットアップ]、続
選択してインストー

い。【操作方法】

「第一部 2.7 サーバ
する（一括インスト

サーバ機で ServerWizardを起動し、［セ
ットアップ］、続いて［新規］を選択して、

サーバのセットアップ、インストールを行

ってください。

【操作方法】「第一部 第 3章 サーバへのイ
ンストール（直接インストール）」参照
はい
して、

を作成し、フ

保存してくだ

部 2.2 サーバ
照

izardを起動し、
いて[読み込み]を
ルを行ってくださ

へインストール

ール）」参照

サーバ情報フ
いいえ
デザインシートを作成する

「付録 Fデザインシート」参照
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● 直接インストールでは、以下の
機能を事前設定することはでき

ません。

・クライアントシステム設計

・クライアントセットアップ

・デスクトップ設計

ァイル
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■SBSの場合

SBSの場

ご購入頂いたサーバ機は

インストールタイプですか？

DesignMa
サーバ情報

ロッピーデ

さい。【操

ーバ情報を

サーバ機で

し、[セッ
み]を選択
ください。

「第一部 
する（一括

ServerWizardを使用せずに本体添付の
SBSのマニュアルを参照してセット
アップを行ってください。
はい
rd V2.0でのセットアップ手順

合には、添付アプリケーションやWizardC

gicを使用して、
ファイルを作成し、フ

ィスクに保存してくだ

作方法】「第一部 2.2 サ
設定する」参照

ServerWizardを起動
トアップ]、続いて[読み込
してインストールを行って

【操作方法】

2.7 サーバへインストール
インストール）」参照

サー

ット

ーバ

って

【操作

イン

サーバ情報ファイル
はい
いいえ
いいえ
別マシンで、Windows 95/98、
Windows NT WS 4.0、Windows
2000 Proのどれかが動作する環
境はありますか？
デザインシートを作成する

「付録 Fデザインシート」参
onsoleはインストールされません。

バ機で ServerWizardを起動し、[セ
アップ]、続いて[新規]を選択してサ
のセットアップ、インストールを行

ください。

方法】「第一部 第 3章 サーバへの
ストール（直接インストール）」参照

● 直接インストールでは、以下の
機能が使用できません。

・クライアントシステム設計

・クライアントセットアップ

・デスクトップ設計
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1.8 各機能の流れ

1.8.1　ServerWizard V2.0（全体）の流れ

ServerWizard V2.0を使用して行うインストールの方法は 2種類あります。

インストール方法 内容

一括インストール 事前にWindows 95／98、Windows NT WS 4.0、またはWindows 2000 Pro上で、
DesignMagicを使ってサーバ情報ファイルを作成して、インストールを行う方法。

DesignMagicでは、クライアントのセットアップ情報を設定することもできます。

直接インストール ServerWizard V2.0が添付されているサーバでサーバ情報ファイルを作成しながら
インストールを行う方法。
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■インストールの流れ(全体)

一括インストール 直接インストール

ServerWizard Launcher画面

サ

ク
Cl

ClientWizard

izard Console

W

WizardCo
クライアン
／変更

（インストール開始）
サーバ設計※
サーバ情報ファ

ーバ情報ファイルを使用し
Windows NT／2000 SV

Windows NT／2000 SV

終了

ライアント導入 FPDを使
ientWizardよりクライア

izardConsoleよりクライア

nsoleより
ト構成を作成
サーバ設計
※　次ページより、インストール
　　OSがWindows NT SV 4.0、
　　SBSの場合の詳細な流れ図を
　　載せています。
ServerWizard
DesignMagic
イル作

Serv
インス

インス

用し
ントの

ント導
成

erWizardより
トール開始

トール終了
W

デスクトップ設計※
クライアントセットアップ※
WizardConsoleより
クライアント構成を作成
／変更
クライアントシステム設計※
登録

入 FPD作成



● 一括インストール時のサーバ設計（DesignMagic）の流れ

［Windows NT SV 4.0、SBSの場合］

（詳細な操作方法およびWindows 2000 SVの場合については「第一部 2.2 サーバ情報を設定する」参照）

同時

RAID

機種名／導入種別･OS選択

ブートデバイスの選択

SCSI／
IDE

手

R
R

（P1-33）
使用カード/RAIDレベル(0, 1, 5,6)の選
択

1

RAID0

スタン

使用ユーザ数

ハードディスクの台数    　2～8 台

パーティションサイズの設定

動設定

システム／アプリケーション区画サイズ、
メンテナンス区画の設定

システムパーティションの
NTFSコンバート（する／しない）

自動設定

（SBS選択時は、1-21ページの※へ）

接続クライアント

ユーザ数設定

サーバ種別選択

AID1, RAID5
AID6
ホットスペアディスクの作成
（する／しない）

クライアントライセンス選択

ユーザ名、組織名、コンピュータ名、プロダクト ID/CDキー登

（次ページへ）

バックグラウンドでの初期化
（する／しない）

［詳細］

P1-34）

（次ページへ）
（

章 ServerWizar

ドアロンサーバ

録

プライマリ／バックアップ
ドメインコントローラ
スタンドアロンサーバ
d V2.0の概要  1-19
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DHCPの使用

するしない

IPアドレス･サブネットマスク･
ゲートウェイアドレス設定

WINSの使用

DNSの使用

プライマリ／セカンダリWINSサーバ設定

しない する

ドメイン名･DNSサーバ設定

する

しない

LMHOSTSの読込みをする

LMHOSTSを取り込む

サービスの選択

レス･サブネットマスクの設定

DHCPサーバ選択時 DHCPサー

する

インストールディレクトリ・タイムゾーン設定

する

プロトコルの設定

（次ページへ）（次ページへ）

（P1-35）

（P1-36）

しない

ドメイン名登録 ワークグループ名登録
バ非選択時

（P1-36）
開始アドレス･終了アド



Wizar

電源切

しない

しない

（P1-37）

A

Internet Information Serverの使用
d Consoleをインストールする（する／しない）

インターネットサービスマネージャ･
HTMLA･WWWサンプルの選択

Service Packを適用する（する／しない）

断機能HALのインストール（する／しない）

FTP･Gopher･WWWサービスの選択

する

する

する

する

uto Run機能を有効にする（する／しない）

する
アプリケーションの設定
・添付アプリケーション
（ServerView・ FM Advisor・ DSNAP・ PROBEPRO･
  SystemWalker/LiveHelp® Client V5.0）
・サーバアプリケーション
（ARCserveIT･PowerChute plus･ServerProtect･ARCserve 2000
）

しない
しない
しない
1章 ServerWizard V2.0の概要  1-21

サーバ設計の終了
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● クライアントシステム設計の流れ(DesignMagic)

（詳細な操作方法は「第一部 2.3 クライアント情報を設定する」参照）

P1-46）
コンピュータの設定
　　　　・コンピュータ名の設定
　　　　・ OSの選択（95／98／NT／2000）
　　　　・ IPアドレスの設定方法の選択
　　　　　（DHCP／手動）
※バックアップドメインコントローラを追加
　する場合は、「OSの選択」で「Windows NT
　SV 4.0（BDC）」を指定してください。

（

（P1-47）
グループの設定
　　　　・グループ名の設定
　　　　・説明の入力
（P1-48）
ユーザの設定
　　　　・ユーザ名の設定
　　　　・フルネーム入力
　　　　・説明の入力
（P1-49）
共有資源の設定
　　　　・共有名の設定
　　　　・ディレクトリの指定
　　　　・説明の入力
能の流

（P1-50）
ユーザ、グループ、共有資源の
関連付けの設定
れ

終了



● クライアントセットアップの流れ

（詳細な操作方法は「第一部 2.4 クライアントへのセットアップ情報を設定する」参照）

クライアントセットアップを起動する

する
終了

（次のペー

（P1-53）
しない
セットアップ情報（アプリケーション）を追加する

する

（P1-56）
しない
標準対応製品から選択する

する
しない
標準対応製品
の場合

アプリケーションの選択

設定内容を確認する

インストーラ情報／
スクリプト情報の設定
・起動コマンド／
　パラメータ
・作業フォルダ
・スクリプトの実行
（ファイル名／起動方法）

セットアップ情報（ファイル）を追加する

する

セットアップ情報の
詳細設定
（アプリケーション
　特有の設定）

セットアップ対象のクライアントを指定

※必要に応じて
　繰り返す

標準対応製品
以外の場合

（P1-59）
しない
ジへ
アプリケーションをサーバに登録（複写）する
（する場合）　・資源格納元フォルダ設定
　　　　　　　・ボリュームラベルのチェック
　　　　　　　・媒体のチェック
　　　　　　　・複数媒体の使用
　　　　　　　・サブフォルダの使用

（しない場合）・格納元UNCパス指定
　　　　　　　・ログイン名入力
　　　　　　　・パスワード名入力
ファイル資源識別名／説明の入力
　　　・資源格納元情報（ファイル名／フォルダ名）
　　　・セットアップ先情報
　　　　（パス名／同一ファイル存在時の処置）
※事前にスクリプト
　作成が必要
1章 ServerWizard V

設定内容を確認する

） （次のページへ）
2.0の概要  1-23

※必要に応じて
　繰り返す
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しない
セットアップ対象のクライアントを指定

セットアップ情報（実行コマンド）を追加する

する

設定内容を確認する

（P1-60）
しない
機能の流れ

終了

実行コマンド資源識別名／説明の入力
　　　・資源格納元情報（格納元パス名／起動方法）

設定内容を確認する

終了
※必要に応じて
　繰り返す
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● デスクトップ環境設定の流れ

 （詳細は「第一部 2.5 クライアントのデスクトップ環境を設定する」参照）

終了

デスクトップ設計を起動する

するしない
終了

デスクトップ環境設定の追加

する

［初期メニュー］タブの設定
　　　・Windows標準 or Webメニュー or カスタム

［デスクトップ操作性］タブの設定
　　　・すべてのオブジェクトアイコンを隠す
　　　・タスクバーを隠す
　　　・ログイン時の起動アプリケーション

［設定制限］タブの設定
　　　・スタートメニュー
　　　・コントロールパネル
　　　・その他

しない

しない する

しない する

しない する

［操作制限］タブの設定
　　　・スタートメニュー
　　　・ファイルアクセス操作
　　　・実行操作

［不要キー抑止］タブの設定
　　　・ Alt　Ctrl　Shift
　　　・抑止可能キーの設定

終了

しない する

デスクトップ環境設定の確定（OK）

デスクトップ環境を有効とするグループの設定

しない する

（P1-64）

（P1-67）

（P1-68）

（P1-69）
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●直接インストール時のサーバ設計の流れ

（詳細は「第一部 第 3章 サーバへのインストール（直接インストール）」参照）

RAID0

スタンドア

同時使用ユーザ数

RAID

機種名／導入種別･OS選択

ブートデバイスの選択

使用カード／RAIDレベル(0,1,5,6)の選択

SCSI／
IDE

ハードディスクの台数    　2～8 台

パーティションサイズの設定

手動設定

システム／アプリケーション区画サイズ、
メンテナンス区画の設定

システムパーティションの
NTFSコンバート（する／しない）

自動設定

（SBS選択時は、1-27ページ※へ）

接続クライアント

ユーザ数設定

サーバ種別選択

RAID1, RAID5
RAID6

ホットスペアディスクの作成
（する／しない）

クライアントライセンス選択

ユーザ名、組織名、コンピュータ名、プロダクト ID/CDキー登録

（次ページへ）

バックグラウンドでの初期化
（する／しない）

［詳細］

（次ページへ）

（P1-81）

（P1-81）

（P1-82）

（P1-83）
ロン
サーバ
プライマリ／バックアップ
ドメインコントローラ
スタンドアロンサーバ



ワークグループ名登録ドメイン名登録

DHCPを使用

するしない

IPアドレス･サブネットマスク･
ゲートウェイアドレス設定

NWLink IPX/SPX互換トランスポートの使用（する／しない）

しない する

インストールディレクトリ

NetBEUIプロトコルの使用（する／しない）

Wizard Consoleをインストールする（する／しない）

電源切断機能HALのインストール（する／しない）※

しない する

する

するしない

アプリケーションの選択
（ServerView・ FM Advisor ・ DSNAP・ PROBEPRO
 ･SystemWalker/Live Help® Client V5.0）

（P1-85）

（P1-86）
しない
1章 ServerWizard V2.0の概要  1-27

サーバ設計の終了

サーバ情報ファイル作成の確認および登録
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第2章　サーバへのインストール（一括インストール）
［DesignMagic］＋［ServerWizard］

DesignMagicでは、サーバ、クライアントのセットアップ情報を事前に設定し、サーバ
情報ファイルを作成します。

● DesignMagicを使うために必要な環境

  □ Windows 95/98、Windows NT WS 4.0、Windows 2000 Proのどれかが動作する
     マシン（CD-ROMドライブ必須）
  □ ServerWizard V2.0の CD-ROM
  □ 「サーバ情報ファイル登録用ディスク」（1枚：本製品に添付）

2.1　事前設定の操作フローチャート

DesignMagicで、サーバ設計のみ行った場合でも、サーバ情報ファイルは作成できます。
クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、デスクトップ設計などを行う
際には、次の条件に従って適切な方法を選択してください。

最初にサーバ設計を選択し、各
設定を行います。
(操作方法→「第一部 2.2」参照)

接続するクライアントコンピュ
ータの設定情報は決まっていま
すか？

クライアントシステム設計を選
択し、各設定を行います。
(操作方法→「第一部 2.3」参照)

設定情報を保存します。
(操作方法→「第一部 2.6」参照)

はい

いいえ

（次ページへ）
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［サーバ設計］でWizardConsoleをインストールするように指定していない場合は、
クライアントセットアップ、デスクトップ設計機能に対しての設定は行うことができ
ません。

クライアントに導入したいア
プリケーションは決まってい
ますか？

クライアントの画面やキーの
制限を行いますか？

設定情報を保存します。
(操作方法→「第一部 2.6」参照)

いいえ

はい

いいえ

はい

クライアントセットアップを選
択し、各設定を行います。
(操作方法→「第一部 2.4」参照)

デスクトップ設計を選択し、各
設定を行います。
(操作方法→「第一部 2.5」参照)
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2.2　サーバ情報を設定する［DesignMagic－サーバ設計］

DesignMagicは、Windows 95/98、Windows NT WS 4.0、またはWindows 2000 Pro
以上がインストールされているマシンで操作を行います。
他のアプリケーションなどが起動している場合は、終了してください。

2.2.1　DesignMagicを起動する

1 ServerWizardの CD-ROMをセットします。
ServerWizard Launcher画面が表示されます。

2 「Utilities」の「DesignMagic」をクリックします。
DesignMagicが起動します。



  2.2　サーバ情報を設定する［DesignMagic－サーバ設計］1-32

ロック機能がある CD-ROMドライブの場合、手順 1の段階で、CD-ROMがロックさ
れて取り出せなくなります。ロックは ServerWizard Launcher終了時に解除されて、
CD-ROMが取り出せるようになります。
● CD-ROMをセットしても ServerWizard Launcherが起動しない場合は、以下の操作を行って
ください。

1）［スタート］の［ファイル名を指定して実行］をクリックします。
　　ファイル名を指定して実行画面が表示されます。

2）「名前」に次のように入力して［OK］をクリックします。（CD-ROMドライブが Eの場合）
　　E:¥SVWIZARD¥MENU¥INSTMENU.EXE
　　ServerWizard Launcherが表示されます。

● DesignMagicでの設定をすべて終了する前に DesignMagicを終了してしまった場合は、手順 2222
を行ってください。

● サーバ設計で選択したインストール OSの種別によっては、「クライアントシステム設計」、
「クライアントセットアップ」、「デスクトップ設計」の操作が行えない場合があります。

OS種別 導入種別
サーバ
設計

クライア
ントシス
テム設計

クライア
ントセッ
トアップ

デスクトップ
設計

新規インストール ○ ○ ○ ○Windows NT
インストールタイプ ○ ○ ○ ○

Windows NT
Server/E 4.0 新規インストール ○ ○ ○ ○

新規インストール ○ ○ ○ ○Windows 2000
SV

インストールタイプ ○ ○ ○ ○

新規インストール △（一部） × × ×SBS
インストールタイプ × × × ×

● DesignMagic画面のメニュー

項目 説明

［ファイル］メニュー

新規作成 新規にサーバ設計、クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、
デスクトップ設計を行います。新規作成を行うと、設定中の情報を初期状態
に戻すことができます。

開く 既存のサーバ情報ファイルを選択し、設定の確認、設定を行います。変更し
たファイルを上書き保存するか、別名で保存することで、新規にサーバ情報
ファイルを作成できます。

別名で保存 現在設定中のサーバ情報ファイルを、別名で保存します。

プリンタの設定 使用するプリンタの設定をします。

印刷 サーバ設計、クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、デス
クトップ設計の設定内容を印刷します。印刷して設定内容を確認できます。

アプリケーショ
ンの終了

DesignMagicを終了します。現在設定中の内容が保存されていない場合は、
フロッピーディスクへサーバ情報ファイルの保存を確認する画面が表示され
ます。保存せずに終了する場合は［いいえ］をクリックしてください。

［ヘルプ］メニュー

トピックの検索 DesignMagicのヘルプが表示されます。ヘルプには、各設定画面の説明が
書かれています。

バージョン情報 DesignMagicのバージョン情報が表示されます。
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2.2.2　Windows NT／Windows NT Server/E 4.0／SBSの場合

1 DesignMagic画面で［サーバ設計］をクリックします。
サーバ設計画面が表示されます。

2 ご使用になる「機種名」が正しく表示されていることを確認し、サーバにイン
ストールする OSと、導入種別を指定します。

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

● 最新の機種情報ファイルは、弊社のインターネットサービス（PRIMESERVER／GRANPOWER
WORLD）で提供しています。フロッピーディスクなどにダウンロードしてご利用ください。

● インストールタイプでも、OSを再インストールする場合は、「新規導入」を選択してください。
ハードディスクの初期化からインストールが行われます。

ご使用になる機種を指定しなかった場合は、正常にインストールが行われません。

3 ［OK］をクリックします。
ハードディスクの設定画面が表示されます。

● サーバ設計画面で導入種別を｢インストールタイプ」に指定した場合は、ハードディスクの設定
画面は表示されません。手順 6 ヘ進んでください。
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4 OSが起動する装置と、区画のサイズを指定します。

サイズ［MB］ デフォルト値 ファイルシステム ボリュームラベル

システム区画 2048～4096 （4096） NTFS／FAT選択 なし

アプリケーション
区画

1～6144 （3996） NTFS固定 Swapldrv

メンテナンス区画 100固定 （100） FAT 固定 なし

※ 区画の合計サイズは、8192MBまでです。

※メンテナンス区画とは、サーバメンテナンスに必要なユーテリティが導入される区画です。
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

ハードディスクの台数について→「付録 A」の「Q.RAIDを構築するときの注意点は?」参照

TS110をお使いの場合、SCSIアレイコントローラカード「GP5-148」を選択しない
でください。TS110では、「GP5-148」をサポートしていません。
● 使用する SCSIアレイコントローラカードによっては、RAID 6はサポートされていない場合が
あります。

● 区画管理領域があるサーバでは、実際の区画は指定した容量より小さくなることがあります。
● 指定した容量より小さなハードディスクが装着されていた場合、アプリケーション区画（D:ド
ライブ）が作成されなかったり、自動的にサイズが変更される場合があります。

アプリケーション区画は、“NTFS”で初期化されます。システム区画は、「NTFSに変換する」
が指定しなかった場合は“FAT”で初期化されます。

●［詳細］をクリックすると RAIDの詳細設定画面が表示されます。
RAIDを初期化する際に BGI機能
（Background Initialization）を使用するか
しないかを設定します。使用する SCSIアレ
イコントローラカードや RAIDレベルによっ
ては、BGI機能はサポートされていない場合
があります。

5 ［次へ］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

6 内容を確認して［はい］をクリックします。
ユーザ情報の設定画面が表示されます。



第 2章　サーバへのインストール（一括インストール） 1-35

7 ユーザ情報を設定します。              各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

●「プロダクト ID」は、『ファーストステップガイド』を参照してください。
●「CDキー」は、CD-ROMのケースを参照してください。
● 手順 1 のサーバ設計画面で、導入 OSを SBSに指定した場合は、手順 5 で次の画面が表示さ
れます。選択したモデムカードの種類によって、設定する項目は異なります。各項目を設定し、

［完了］をクリックすると設定が終了します。手順 20 へ進んでください。

サーバ種別を「バックアップドメインコントローラ」に設定した場合は、あらかじめ
プライマリドメインコントローラのサーバ側に、コンピュータアカウントを作成して
おく必要があります。サーバ種別に「スタンドアロンサーバ」、メンバーに「ドメイ
ン」を設定した場合も、同様にコンピュータアカウントの作成が必要です。

作成していない場合には、プライマリドメインコントローラ側にアカウントを作成す
るため、管理者のユーザ名とパスワードを入力する必要があります。

8 ［次へ］をクリックします。
ネットワークの設定画面が表示されます。

9 TCP/IPプロトコルを設定します。        各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック
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・オプションの LANカードを使用する場合は、カードごとの IPアドレスを指定するこ
とはできません。その場合は TCP/IPの設定で、「DHCPを使用する／複数の LANカ
ードを使用する」を選択し、一度 OSのセットアップを行います。インストール完了
後に手動で IPアドレスを設定してください。

・ Point to Point Tunnelingプロトコルをインストールする場合は、リモートアクセス
サービスのインストールも必要になります。

［詳細］をクリックすると、ネットワークの詳細画面が表示されますので、必要な項目を
設定します。                               各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

［OK］をクリックすると、設定が有効になり、ネットワークの設定画面に戻ります。

10 ［次へ］をクリックします。
サーバ機能の設定画面が表示されます。

11 使用するサービス、アプリケーションを設定します。［詳細］があるサービス
を使用する場合は、［詳細］をクリックして、各項目を設定してください。

各サービスの詳細設定について→［ヘルプ］をクリック

Internet Information Serverの［詳細］をクリックすると IISの詳細画面が表示されます。
必要な項目を設定してください。

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック
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サービス、オプションの詳細については、IISのマニュアルを参照してください。
［OK］をクリックすると、設定が有効になり、サーバ機能の設定画面に戻ります。

デスクトップ環境設定でWizardMenuを使用する場合は、必ず「Internet Information
Server」をチェックし、IISの詳細画面で「FTPサービス」をチェックしてください。

12［次へ］をクリックします。
アプリケーションの設定画面が表示されます。

13 インストールするアプリケーションを選択します。

項目 説明

WizardConsoleをインス
トールする

WizardConsoleをインストールする場合にチェックします。
サーバ種別に「プライマリドメインコントローラ」、または「バッ
クアップドメインコントローラ」が設定されている場合に選択でき
ます。
WizardConsoleについて詳しくは「第一部 第 5章 クライアント
へのインストール」を参照してください。

電源切断機能HAL 電源切断機能HALをインストールする場合にチェックします。
電源切断機能HALについて、詳しくは本体添付マニュアルを参照
してください。導入種別が「新規インストール」に設定されている
場合のみ選択できます。ご使用の機種によっては選択できません。
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項目 説明

ServicePackを適用する 添付されている ServicePackを自動的に適用する場合にチェックし
ます。導入種別を「新規インストール」、導入 OSを「Windows NT
SV4.0」または「Windows NT Server/E 4.0」または「Windows 2000 　
SV」に設定した場合のみ選択できます。

Auto Run機能を有効にす
る

Auto Run機能を有効にする場合にチェックします。
Auto Run機能を有効にした場合、自動起動に対応した CD-ROM
をセットすると自動的にプログラムが起動されます。

添付アプリケーションについて→「第二部 高信頼ツールについて」参照
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

・添付アプリケーションに ServerViewを選択する場合およびサーバアプリケーショ
ンをインストールする場合は、必ず「ServicePackを適用する」をチェックしてく
ださい。

・インストールする OSのサーバ種別をバックアップドメインコントローラにした場
合「WizardConsoleをインストールする」を指定しても、DesignMagicでクライア
ントシステム設計、クライアントセットアップ、デスクトップ設計機能の設定は行
えません。これらの機能は、OSのインストールが完了してからWizardConsoleで
設定できます。

サーバアプリケーションを設定する場合は手順 14へ進みます。
サーバアプリケーションを設定しない場合は手順 20へ進みます。

14 インストールするサーバアプリケーションをクリックし、チェックされた状態
にして[設定］をクリックします。
アプリケーション資源の設定画面が表示されます。
（例：ARCserveIT 6.61 for WindowsNTの場合）

15 アプリケーション資源の設定をします。

項目 説明

アプリケーション資源識別名 セットアップするアプリケーション資源の識別名を表示しま
す。

説明 アプリケーション資源についての説明を表示します。

資源格納元フォルダ名 アプリケーション資源が格納されているフォルダをドライブ名
からのフルパスで表示します。
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項目 説明

アプリケーション CD-ROM
ボリューム名

アプリケーション CD-ROMのボリュームラベル名を表示しま
す。

［変更］ CD-ROMのボリュームラベル変更画面を表示します。
● アプリケーション CD-ROMのボリュームラベル名が異なる場合は、[変更]をクリックしてボリ
ュームラベル名を変更してください。

［OK］をクリックすると、ボリュームラベル名が変更され、アプリケーション資源の設定画面
に戻ります。

16［次へ］をクリックします。
アプリケーションのインストールパラメータ設定画面が表示されます。
（例：ARCserveIT 6.61 for WindowsNTの場合）

17 インストールパラメータを設定します。
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

ヘルプにはインストールに関する重要な情報を記載しています。必ず参照してくださ
い。また各アプリケーションの詳細については、アプリケーションに付属のマニュア
ルを参照してください。

● インストール先ディレクトリを指定可能なアプリケーションの場合は、インストール先に Cド
ライブまたは Dドライブが指定できます。ただし、Dドライブを指定した場合は、「アプリケ
ーション区画の作成」を指定しておく必要があります。

18［次へ］をクリックします。
セットアップ情報の設定確認画面が表示されます。

19 セットアップ情報を確認し、［完了］をクリックします。
アプリケーションの設定画面に戻ります。
インストールするサーバアプリケーションごとに［設定］を行ってください。

20［完了］をクリックします。
サーバ情報の確認画面が表示されます。
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添付アプリケーションで ServerViewを選択している場合、SNMPサービスの設定（ま
たは設定内容の変更）が必要になります。その場合は確認のメッセージが表示されま
すので、［はい］をクリックして作業を続けてください。

今まで設定してきた内容が確認できます。

21 確認したいタブをクリックし、内容を確認、修正します。

22［OK］をクリックします。
DesignMagicの画面に戻ります。

2.2.3　Windows 2000 SVの場合

1 DesignMagic画面から［サーバ設計］をクリックします。
サーバ設計画面が表示されます。

2 ご使用になる「機種名」が正しく表示されていることを確認し、サーバにイン
ストールする OSと、導入種別を指定します。

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

● 最新の機種情報ファイルは、弊社のインターネットサービス(PRIMESERVER／GRANPOWER
WORLD)で提供しています。フロッピーディスクなどにダウンロードしてご利用ください。
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● インストールタイプでも、OSを再インストールする場合は、「新規導入」を選択してください。
ハードディスクの初期化からインストールが行われます。

ご使用になる機種を指定しなかった場合は、正常にインストールが行われません。

3 ［OK］をクリックします。
ハードディスクの設定画面が表示されます。

● サーバ設計画面で導入種別を｢インストールタイプ」に指定した場合は、ハードディスクの設定
画面は表示されません。手順 6 ヘ進んでください。

4 OSが起動する装置と、区画のサイズを指定します。

サイズ
［MB］ デフォルト値 ファイルシステム ボリュームラベル

システム区画 2048～4096 （4096） NTFS／FAT選択 なし

アプリケーション区画 1～6144 （3996） NTFS固定 Swapldrv
メンテナンス区画 100固定 （100） FAT 固定 なし

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック
ハードディスクの台数について→「付録 A」の「Q.RAIDを構築するときの注意点は?」参照

TS110をお使いの場合、SCSIアレイコントローラカード「GP5-148」を選択しない
でください。TS110では、「GP5-148」をサポートしていません。
● 使用する RAIDカードによっては、RAID 6はサポートされていない場合があります。
● 管理領域がある実際のサーバでは、区画は指定した容量より小さくなることがあります。
● 指定した容量より小さなハードディスクが装着されていた場合、アプリケーション区画（D:ド
ライブ）が作成されなかったり、自動的にサイズが変更される場合があります。

アプリケーション区画は、“NTFS”で初期化されます。システム区画は、「NTFSに変換する」
が指定しなかった場合は“FAT”で初期化されます。

● システム区画のサイズを 2048MB以外（2049～4096MB）で指定すると、自動的に“NTFS”で
初期化されます。

● ActiveDirectoryをインストールする場合は、「NTFSに変換する」を指定することをお勧めし
ます。

●［詳細］をクリックすると RAIDの詳細設定画面が表示されます。RAIDを初期化する際に BGI
機能（Background Initialization）を使用するかしないかを設定します。RAIDカードによって
は、BGI機能はサポートされていない場合があります。
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5 ［次へ］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

6 内容を確認して［はい］をクリックします。
ユーザ情報の設定画面が表示されます。

7 ユーザ情報を設定します。               各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

● 「プロダクト キー」は、CDケースの裏面か「Certificate of Authenticity」を参照してください。

8 ［次へ］をクリックします。
ネットワークの設定画面が表示されます。

9 ネットワーク情報を設定します。
［追加］をクリックするとコンポーネントの選択画面が表示されます。
ネットワークの設定画面に表示されていてもチェックが外されたコンポーネントはイン
ストールされません。

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック
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10 追加したいコンポーネントをチェックしてください。［OK］をクリックすると、
ネットワークの設定画面の一覧に反映されます。

11 TCP/IPプロトコルを設定します。
ネットワークの設定画面で TCP/IPを選択し、［プロパティ］をクリックします。
インターネットプロトコル（TCP/IP）は必須です。削除はできません。IPアドレス、DNS
サーバのアドレスを設定してください。［OK］をクリックすると設定が有効になり、ネ
ットワーク設定の画面に戻ります。

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

オプションの LANカードを使用する場合は、カードごとの IPアドレスを指定するこ
とはできません。その場合は TCP/IPの設定で、「IPアドレスを自動的に取得する」
を選択し、一度 OSのセットアップを行います。インストール完了後に手動で IPアド
レスを設定してください。

12［次へ］をクリックします。
サーバ機能の設定画面が表示されます。
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13 使用するサービス、アプリケーションを設定します。［詳細］があるサービス
を使用する場合は、［詳細］をクリックすると、詳細な設定が行えます。

各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

サービス、オプションの詳細については、Windows 2000 SVのマニュアルを参照してく
ださい。
［OK］をクリックすると、設定が有効になり、サーバ機能の設定画面に戻ります。

14［次へ］をクリックします。
Active Directoryの設定画面が表示されます。

15 Active Directoryサービスの設定を指定します。ドメインの選択によって画面下
部の入力内容が変わります。［詳細］をクリックすると、Active Directoryの詳
細画面が表示されます。                 各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

・「Active Directoryをインストールする」を指定しないと、クライアントシステム設
計以降の処理とWizardConsoleがインストールされません。

・ Active Directoryをインストールする場合、DNSと名前解決について事前に問題が
ないことを確認してからセットアップを始めてください。

・何らかの理由で Active Directoryのインストールウィザードが止まることがありま
す。その場合は、必ず画面の指示に従って、インストール操作を続けてください。
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再起動をうながすメッセージが表示されたら、必ず「再起動する」を選択してくだ
さい。ウィザード画面で［キャンセル］を選択したり「再起動する」を選択しない
場合は、ServerWizardによるインストール操作が正常に行われません。

ActiveDirectoryのデータベース、ログの場所などを指定します。
［OK］をクリックすると設定が有効になり、Active Directoryの設定の画面に戻ります。

16［次へ］をクリックします。
アプリケーションの設定画面が表示されます。

17 インストールするアプリケーションを選択します。

項目 説明

WizardConsoleをインス
トールする

WizardConsoleをインストールする場合にチェックします。
Active Directoryをインストールする場合に選択できます。
WizardConsoleについて詳しくは「第一部 第 5章 クライアント
へのインストール」を参照してください。

ServicePackを適用する 添付されている ServicePackを自動的に適用する場合にチェックし
ます。導入種別を「新規インストール」、導入 OSを「Windows NT
SV4.0」または「Windows NT Server/E 4.0」または「Windows
2000SV」に設定した場合のみ選択できます。

Auto Run機能を有効にす
る

Auto Run機能を有効にする場合にチェックします。
Auto Run機能を有効にした場合、自動起動に対応した CD-ROM
をセットすると自動的にプログラムが起動されます。

添付アプリケーションについて→「第二部 高信頼ツールについて」参照
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

サーバアプリケーションを設定する場合は手順 18へ進みます。
サーバアプリケーションを設定しない場合は手順 24へ進みます。
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18 インストールするサーバアプリケーションをクリックし、チェックされた状態
にして［設定］をクリックします。
アプリケーション資源の設定画面が表示されます。
（例：ARCServeIT 6.61 for Windows2000の場合）

19 アプリケーション資源の設定をします。

項目 説明

アプリケーション資源識別名 セットアップするアプリケーション資源の識別名を表示しま
す。

説明 アプリケーション資源についての説明を表示します。

資源格納元フォルダ名 アプリケーション資源が格納されているフォルダをドライブ名
からのフルパスで表示します。

アプリケーション CD-ROM
ボリューム名

アプリケーション CD-ROMのボリュームラベル名を表示します。

［変更］ CD-ROMのボリュームラベル変更画面を表示します。
● アプリケーション CD-ROMのボリュームラベル名が異なる場合は、［変更］をクリックしてボ
リュームラベル名を変更してください。

［OK］をクリックすると、ボリュームラベル名が変更され、アプリケーション資源の設定画面
に戻ります。

20［次へ］をクリックします。
アプリケーションのインストールパラメータ設定画面が表示されます。
（例：ARCServeIT 6.61 for Windows2000の場合）
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21 インストールパラメータを設定します。
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

ヘルプにはインストールに関する重要な情報を記載しています。必ず参照してくださ
い。また各アプリケーション詳細については、アプリケーション付属のマニュアルを
参照してください。

● インストール先ディレクトリを指定可能なアプリケーションの場合は、インストール先に Cド
ライブまたは Dドライブが指定できます。ただし、Dドライブを指定した場合は、「アプリケ
ーション区画の作成」を指定しておく必要があります。

22［次へ］をクリックします。
セットアップ情報の設定確認画面が表示されます。

23 セットアップ情報を確認し、［完了］をクリックします。
アプリケーションの設定画面に戻ります。
インストールするサーバアプリケーションごとに［設定］を行ってください。

24［完了］をクリックします。
サーバ情報の確認画面が表示されます。

25 確認したいタブをクリックし、内容を確認、修正します。

26［OK］をクリックします。
DesignMagicの画面に戻ります。
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2.3　クライアント情報を設定する［DesignMagic－クライアント
システム設計］

サーバを使用するクライアントの情報や、サーバに設定するグループ、共有フォルダの
設定および関連付けを行います。

● あらかじめ、CSV形式（カンマ区切り）でアカウント（コンピュータ、グループ、ユーザ、共
有資源）の一覧を作成し、［ファイル］から［CSVファイル取込み］を選択して読み込むと、
アカウントをまとめて設定することができます。

CSVファイルの記述方法→「付録 E CSVファイルフォーマットについて」参照

● クライアントシステム設計の各設定画面でできる操作

クライアントシステム設計の各画面では、変更、削除、複写の操作が行えます。
● 変更するには、変更する項目欄を選択し、［変更］をクリックします。各設定の画面が表示さ
れます。設定を変更し［OK］をクリックします。

● 削除するには、削除するNo.を右クリックし、「削除」を選択します。【Delete】キーを押して
も削除できます。

● 複写するNo.を右クリックし、「コピー」を選択します。「切り取り」を選択すると移動になり
ます。「貼り付け」を行うと、一番下に追加されます。

● クライアントシステム設計の各設定画面の見方
● 黄色の背景のアカウントは予約されていることを示します。
削除、変更の操作は行えません。

● 白色の背景の項目は直接入力、変更、削除が行えます。

● Windows 2000 SVを選択していた場合は最初に以下の画面が表示されます。

OUを使用する場合は、「OUを作成する」を選択し、組織名などを入力してください。
ただし、” ＃ ＋ ，￥ ＝ ＜ ＞；の 9種類の文字は使用できません。
OUとは、"Organizational Unit"の略で、会社の部課や、学校の学部などの組織単位を意味しま
す。OUを作成し、OUの中にユーザやグループなどを作成することができます。OUに名前をつ
けて作成すると管理しやすくなります。

「デスクトップ環境設定」機能を使って、クライアントのデスクトップ環境を制御す
る場合は、必ず OUを作成してください。デスクトップ環境設定は、クライアントの
デスクトップ環境制御を OU単位で行っています。
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2.3.1　コンピュータの設定

1 ［クライアントシステム設計］をクリックします。
コンピュータの設定画面が表示されます。
あらかじめサーバのコンピュータ名が表示されています。

コンピュータ名の欄をクリックすると、クライアントコンピュータ名を入力できます。
OSの欄をクリックすると  が表示されます。  から OSを選択します。
IPアドレスの欄をクリックすると、  が表示されます。  から指定方法を選択しま
す。「手動入力」を選択すると IPアドレスが入力できます。

2 サーバに接続するクライアントコンピュータの情報を設定します。
［追加］または［変更］をクリックすると、コンピュータの追加／変更画面が表示されま
すので、必要な項目を設定します。

各項目を設定し、［追加］または［変更］をクリックすると、続けて追加するコンピュ
ータを設定できます。すべてのコンピュータを設定後、［閉じる］をクリックするとコ
ンピュータ情報が登録され、コンピュータの設定画面に戻ります。

項目 説明

コンピュータ名 クライアントのコンピュータ名を入力してください。
15文字以内（半角の場合）で入力してください。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？
［：］の 15種類の文字は使用できません。設計しているサーバがWindows
2000の場合、スペース・ピリオドも使用できません。サーバと同じコン
ピュータ名は使用できません。最大 256件登録できます。

OS クライアントのコンピュータで使用する OSを選択します。
バックアップドメインコントローラ（以下 BDC）を追加する場合には
「Windows NT SV 4.0（BDC）」を選択してください。なお、BDCはク
ライアントセットアップ画面には表示されません。

（続く）
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項目 説明

IPアドレス クライアントコンピュータの IPアドレスの設定方法を選択します。
「手動入力」の場合、IPアドレスを設定します。
「DHCP」の場合、DHCPサーバが IPアドレスを自動的に割り当てます。

256件のコンピュータが登録されているサーバ情報ファイル（WizardConsoleで作成）
を読み込んだとき、設計中のコンピュータ 1件と、読み込んだ 256件（No.2～No.257）
の計 257件が表示されることがあります。この場合、登録されるのは No.2～No.257
の 256件のみです。No.258も入力可能状態になりますが、入力は無効になります。

3 ［次へ］をクリックします。
グループの設定画面が表示されます。

2.3.2　グループ、ユーザ、共有資源の設定

あらかじめ設計しているサーバで予約されているグループ名が表示されます。

1 サーバを利用するグループを登録します。
［追加］または［変更］をクリックすると、グループの追加／変更画面が表示されますの
で、必要な項目を設定します。

項目 説明

グループ名 ユーザグループ名を入力します。
20文字以内（半角の場合）で入力してください。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？
［：］の 15種類の文字は使用できません。すでに入力されているグループ
名およびユーザ名と同じグループ名は使用できません。最大 256件登録で
きます。

説明 作成したグループに対する説明を入力します。64文字以内（半角の場合）
で入力してください。省略できます。
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各項目を設定し、［追加］または［変更］をクリックすると、続けて追加するグループ
を設定できます。
すべてのグループを設定後、［閉じる］をクリックするとグループ情報が登録され、グ
ループの設定画面に戻ります。

設計しているサーバで予約されているグループ名は作成できません。

2 ［次へ］をクリックします。
ユーザの設定画面が表示されます。
設計しているサーバおよび ServerWizardで予約されているユーザ名が表示されています。

3 サーバを利用するユーザの情報を登録します。
［追加］または［変更］をクリックすると、ユーザの追加／変更画面が表示されますので、
必要な項目を設定します。

項目 説明

ユーザ名 コンピュータ上のユーザ名を入力します。20文字以内で（半角の場合）入力し
てください。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15種類の文字は使用できません。
また、すでに入力されているグループ名およびユーザ名と同じ名前は使用できま
せん。最大 256件登録できます。

フルネーム ユーザのフルネームを入力します。64文字以内（半角の場合）で入力してくだ
さい。省略できます。

説明 ユーザに対する説明を入力します。48文字以内（半角の場合）で入力してくだ
さい。省略できます。

各項目を設定し、［追加］または［変更］をクリックすると、続けて追加するユーザを
設定できます。すべてのユーザを設定後、［閉じる］をクリックするとユーザ情報が登
録され、ユーザの設定画面に戻ります。
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・ここでは、ユーザのパスワードは設定できません。セキュリティのためにも運用開
始時に必ずパスワードを設定してください。

・設計しているサーバで予約されているユーザ名および ServerWizardで予約されて
いるユーザ名（SwClientSetupUser）は作成できません。

4 ［次へ］をクリックします。
共有資源の設定が表示されます。
ServerWizardで予約されている共有名が表示されます。

5 ユーザ、グループ等で共有して利用するフォルダ名を登録します。
［追加］または［変更］をクリックすると、共有資源の追加／変更画面が表示されますの
で、必要な項目を設定します。

項目 説明

共有名 共有するディスク資源を入力します。80文字以内（半角の場合）で入力してく
ださい。最大 32件登録できます。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15種類の
文字は使用できません。

ディレクトリ 共有する資源のディレクトリ名を入力します。246文字まで（半角の場合）入力
できます。

説明 共有資源に対する説明を入力します。48文字以内（半角の場合）で入力してく
ださい。省略できます。
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共有資源名を設定する際、以下のことにご注意ください。

・ 8.3形式（xxxxxxxx.xxx）より大きい長さで入力した場合は、MS-DOSのワークス
テーションから共有できない可能性があります。

・ ServerWizardで予約されている以下の名称を使用して作成することはできません。
SVWIZARD

各項目を設定し、［追加］または［変更］をクリックすると、続けて追加する共有資源
を設定できます。すべての共有資源を設定後、［閉じる］をクリックすると、共有資源
情報が登録され、共有資源の設定画面に戻ります。

6 ［完了］をクリックします。
クライアントシステム設計画面が表示されます。続いて「関連付け」の操作を行います。

2.3.3　グループ、ユーザ、共有資源の関連付け

ユーザがどのグループに所属するか、利用する共有資源はどれかの関連付けを行います。

● ユーザの所属グループの設定

ユーザをグループに関連付けするには、「アカウントリスト - ユーザ」から左側の「グ
ループ」タブ内の目的グループ、または右下側の「グループ xxに関連付けられたアカウ
ント」のリスト内にドラッグ&ドロップします（xxは、選択されているグループ名）。

グループに関連付
けられたユーザ名
が表示されます。

［グループ］
［共有資源］
タブをクリッ
クすると表示
が切り替わり
ます。

選択可能なユーザ
名が表示されま
す。ユーザ名を右
クリックするとそ
のユーザに関連付
けられているグル
ープ、共有資源を
確認できます。
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● 共有資源の設定（ユーザ／グループ単位）

グループ、ユーザを共有資源に関連付けするには、「アカウントリスト」から左側の「共
有資源」タブ内の目的共通資源、または右下側の「共有資源 xxに関連付けられたアカウ
ント」のリスト内にドラッグ&ドロップします（xxは選択されている共有資源名）。

● ツールバーのアクセス権を変更するとデフォルトのアクセス権を変更できます。
● 【Ctrl】を押しながらクリックすると、複数選択できます。
● アカウントの関連付けをキー操作で行うこともできます。

1）「アカウントリスト」の目的のアカウントをクリックし、【Ctrl】＋【C】キーを押します。
2）左側の［グループ］または［共有資源］タブ内の目的のアカウントをクリックする。
3）【Ctrl】＋【V】キーを押します。

●クライアントシステム設計画面のツールバー

［表示］メニューの［ツールバー］表示が有効の場合、以下のアイコンが表示されます。

アクセス権を設定しない場合は、他のアクセス権の状態に依存します。依存の関係に
ついては OSのマニュアルを参照してください。

共有資源に関連付
けられたユーザ名
またはグループ名
が表示されます。
右クリックすると
アクセス権を変更
できます。

クリックすると
グループ表示／
ユーザ表示が切り
替わります。

選択可能なグルー
プ名、ユーザ名が
表示されます。
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● クライアントシステム設計画面のメニュー
項目 説明

［設定］メニュー

追加／変更 追加／変更には以下のサブメニューがあります。
　　　コンピュータ：コンピュータ情報を追加、または変更します。
　　　　　グループ：グループ情報を追加、または変更します。
　　　　　　ユーザ：ユーザ情報を追加、または変更します。
　　　　　共有資源：共有資源情報を追加、または変更します。

デフォルトアク
セス権

表示されたサブメニューからアクセス権を選択します。
　フルコントロール：すべての操作が行えます。
　　　　　変更のみ：変更のみ行えます。
　　　　読込みのみ：読込みのみ行えます。
　　アクセス権なし：アクセスすることはできません。

保存せずに終了 クライアントシステム設計で設定した内容を保存せずに終了します。

終了 クライアントシステム設計で設定した内容を保存して、クライアントシステ
ム設計を終了します。

［表示］メニュー

ツールバー ツールバーの表示、非表示を切り替えます。

デフォルトアク
セス権

アクセス権を変更するプルダウンメニューの表示、非表示を切り替えます。

ステータスバー ステータスバーの表示、非表示を切り替えます。

関連付け画面切
替え

関連付けの表示を［グループ］タブと［共有資源］タブとで切り替えます。
　［グループ］タブ：関連付けのツリーをグループに切り替えます。
　［共有資源］タブ：関連付けのツリーを共有資源に切り替えます。

アカウントリス
ト切替え

共有資源タブ選択中に、アカウントリストの表示をユーザとグループに切り
替えます。
　　　ユーザ一覧：アカウントリストにユーザのリストを表示します。
　　グループ一覧：アカウントリストにグループのリストを表示します。

関連付け一覧表
示切替え

画面右下の関連付けられたアカウントの表示方法を切り替えます。
　小さいアイコン：関連付けされたアカウントを小さいアイコンで表示し
                  ます。
　　　　　　詳細：関連付けされたアカウントの詳細情報を表示します。

［ヘルプ］メニュー

トピックの検索 DesignMagicのヘルプが表示されます。ヘルプには、各設定画面の説明が
書かれています。

バージョン情報 DesignMagicのバージョン情報が表示されます。

2.3.4　クライアントシステム設計の終了

1 ［設定］メニューから［終了］を選択します。
設定が登録され、DesignMagicの画面に戻ります。

［保存せずに終了］を選択した場合は、クライアントシステム設計での設定は登録さ
れません。
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2.4　クライアントへのセットアップ情報を設定する
［クライアントセットアップ］

「クライアントセットアップ」は、クライアント側にインストールするアプリケーショ
ン、コピーするファイル、およびクライアント側で実行するコマンドを指定する機能で
す。クライアントセットアップで指定した内容は ClientWizardでクライアントをセット
アップする際に利用されます。

● クライアントセットアップの準備内容

□ 「サーバ設計」のアプリケーションの設定画面で「WizardConsoleをインストール
    する」を指定している。
□ 「クライアントシステム設計」機能を使用して、クライアントコンピュータを登録し
    ている。

                      クライアントシステム設計について
→「第一部 2.3 クライアント情報を設定する」参照

WizardConsole、クライアントセットアップを使用する場合は、必ず「サーバ設計」
時に、これらの機能をインストールするように指定してください。
サーバ OSのセットアップ終了後に手動でインストールすることはできません。

■セットアップする内容

● アプリケーション

アプリケーションソフト（複数のファイルで構成され、setupコマンドなどのインスト
ーラが使われるもの）をクライアント側にインストールするように指定します。

インストールが自動化されておらず、インストール時に設定操作が必要なアプリケーシ
ョンソフトを指定するには、事前に Rational Visual Test などを使って事前にスクリプ
トを作成しておく必要があります。標準的なアプリケーションについては、本製品にス
クリプトが用意されています。

「付録 C.5 クライアントセットアップに関する留意事項」参照

● ファイル

クライアント側にコピーするファイルを指定します。ディレクトリを指定すると複数の
ファイルを一度にコピーするように指定できます。

● 実行コマンド

クライアント側で最初のログオン時に実行するコマンドを指定します。ファイルのコピ
ーは行われず、コマンドの実行のみが行われます。例えば、インストールしたアプリケ
ーションソフトの環境設定を自動化するバッチファイルなどを指定できます。

2.4.1 クライアントセットアップを起動する

1 DesignMagic画面で、［クライアントセットアップ］をクリックします。
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クライアントセットアップウィンドウが表示されます。

項目 説明

セットアップ情報一覧 セットアップ情報が設定されている資源の一覧が表示されます。64個
まで追加できます。

資源識別名 セットアップ情報が設定されている資源識別名が表示されます。資源識
別名とは、セットアップ資源を識別するためにユーザが指定する名前で
す。標準対応製品については、スクリプトが用意されており、資源識別
名の先頭に＠が付いています。

説明 セットアップ情報が設定されている資源の説明が表示されます。

種類 セットアップ情報が設定されている資源の種類が表示されます。
資源の種類には以下の３通りあります。
　－アプリケーション
　－ファイル
　－実行コマンド

クライアント一覧 セットアップ情報一覧で選択されている資源ごとに、セットアップ対象
のコンピュータの一覧が表示されます。セットアップ対象のクライアン
トを選択します。
初期状態は、すべてのクライアントが選択状態です。

全選択 表示されているすべてのクライアントコンピュータを選択状態にします。

全解除 表示されているすべてのクライアントコンピュータを非選択状態にします。

コンピュータ名 DesignMagicの「クライアントシステム設計」で設定したクライアン
トのコンピュータ名が表示されます。

状態 資源のセットアップ状態が表示されます。初期状態はすべて「未完了」
です。

● クライアントセットアップのメニュー

項目 説明

［セットアップ情報の設定］メニュー

追加 セットアップ情報を追加します。詳細は「2.4.2～2.4.4」を参照してくだ
さい。セットアップ情報は 64個まで追加できます。64個を超えて追加し
ようとすると、追加できない旨のメッセージが表示されます。

削除 「セットアップ情報一覧」で選択されているセットアップ情報を削除し
ます。セットアップ情報の削除を確認する画面が表示されます。

                                                    （続く）
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項目 説明

設定変更 「セットアップ情報一覧」で選択されているセットアップ資源の情報を
変更します。詳細は「第一部 2.4.6　セットアップ情報の設定を変更する」
を参照してください。

設定確認 セットアップ情報の設定内容を表示します。

終了 設定した情報を保存し、クライアントセットアップウィンドウを終了し
ます。

［セットアップ資源の操作］メニュー（DesignMagicから起動した場合は、選択できません。）

［表示］メニュー

ツールバー ツールバーの表示／非表示を切り換えます。

ステータスバー ステータスバーの表示／非表示を切り換えます。

最新に更新 （DesignMagicから起動した場合は、選択できません。）
動作環境設定 動作環境設定ダイアログが表示されます。

クライアントセットアップで使用するセットアップ資源の格納先の共有
フォルダを入力し、セットアップ資源の登録を行うタイミングを選択し
ます。
　 詳細説明→「第一部 2.4.5 セットアップ資源の格納先／サーバへ登

録するタイミングを設定する（動作環境設定）」参照

［ヘルプ］メニュー

トピックの検索 クライアントセットアップのヘルプが表示されます。ヘルプには、各画
面の説明が書かれています。

クライアントセット
アップのバージョン
情報

クライアントセットアップのバージョン情報が表示されます。

クライアントセットアップウィンドウでは、以下の操作ができます。

・セットアップ情報の追加（アプリケーション／ファイル／実行コマンド）

・セットアップ情報の設定変更

・セットアップ情報の削除

・セットアップ情報設定確認

・動作環境設定（資源の格納先フォルダ指定/資源の登録の時期）
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2.4.2 セットアップ情報（アプリケーション）を追加する

クライアント側にインストールするアプリケーションを指定します。

1 クライアントセットアップウィンドウで、［セットアップ情報の設定］メニュ
ーから［追加］を選択します。
「セットアップ種類の選択」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明→ヘルプをクリック

2 「アプリケーション」「一覧から選択」が選択されていることを確認します。

3 「標準対応製品」から、インストールしたいアプリケーションソフトを選択し、
［次へ］をクリックします。
「標準対応製品」にインストールしたいアプリケーションが表示されていない場合は、「一
覧から選択」のチェックをはずして［次へ］をクリックします。

●「標準対応製品」にないアプリケーションで、対話型インストールを行うアプリケーションを指

定するには、事前にスクリプトの作成が必要になります。スクリプトを作成していない場合は、

［キャンセル］をクリックして作業を中断し、Rational Visual Test®などを使ってスクリプト
を作成してください。

●「標準対応製品」のアプリケーションによって、インストールできる OSは異なります。「付録
C.5 クライアントセットアップに関する留意事項」の「■標準対応製品をインストールする際の
注意事項」でサポートしている OSを確認してください。サポートしていない OSにインストー
ルすると、アプリケーションを正しくインストールできない可能性があります。

「アプリケーション資源格納元の設定」ダイアログが表示されます。
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各項目の

4 サーバ内のどのドライブからアプリケーションを登録す
をクリックします。
「標準対応製品」から選択した場合は、「インストール詳細
れます。 手順 5へ
「標準対応製品」から選択しなかった場合は、「インストーラ
定」ダイアログが表示されます。 手順 7へ

5 選択したアプリケーション用の詳細設定ダイアログが表
例）OASYS V6を選択した場合

各項目の内容については、各アプリケーションのマニュアル
「媒体チェック情報」ダイ
  アログが表示されます。
トセットアップ］

詳細説明→ヘルプをクリック

るかを指定し、［次へ］

設定」ダイアログが表示さ

情報／スクリプト情報の設

示されます。

を参照してください。
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6 各項目を設定して、［次へ］をクリックします。
セットアップ情報の設定確認ダイアログが表示されます。  手順 9へ

7 「インストーラ情報／スクリプト情報の設定」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明→ヘルプをクリック

● Windowsインストーラ製品を選択すると、設定項目が切り替わります。

各項目の詳細説明→ヘルプをクリック

8 各項目を設定して、［次へ］をクリックします。
セットアップ情報の設定確認ダイアログが表示されます。  手順 9へ
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各項目の詳細説明→ヘルプをクリック

9 設定内容を確認して、［完了］をクリックします。
アプリケーションのセットアップ情報が設定され、クライアントセットアップウィンド
ウに戻ります。

10 必要に応じてセットアップ対象となるクライアントを指定します。
初期状態のとき、すべてのクライアントがセットアップ対象（緑色）になっています。
特定のクライアントをセットアップ対象から外すには、クライアント一覧内をクリック
して、選択状態（緑色）を解除してください。

2.4.3 セットアップ情報（ファイル）を追加する

クライアント側にコピーするファイルを指定します。

1 クライアントセットアップウィンドウで、［セットアップ情報の設定］メニュ
ーから［追加］を選択します。
「セットアップ種類の選択」ダイアログが表示されます。

2 「ファイル」を選択し、［次へ］をクリックします。
「ファイル情報設定」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明→ヘルプをクリック
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3 各項目を設定し、［完了］をクリックします。
ファイルの情報が設定され、クライアントセットアップウィンドウに戻ります。

4 必要に応じてセットアップ対象となるクライアントを指定します。
初期状態のとき、すべてのクライアントがセットアップ対象（緑色）になっています。
特定のクライアントをセットアップ対象から外すには、クライアント一覧内をクリック
して、選択状態（緑色）を解除してください。

2.4.4　セットアップ情報（実行コマンド）を追加する

クライアント側で実行するコマンドを指定します。

1 クライアントセットアップウィンドウで、［セットアップ情報の設定］から［追
加］を選択します。
「セットアップ種類の選択」ダイアログが表示されます。

2 「実行コマンド」を選択し、［次へ］をクリックします。
「実行コマンド詳細設定」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明→ヘルプをクリック

3 各項目を設定し、［完了］をクリックします。
実行するコマンドの情報が設定され、クライアントセットアップウィンドウに戻ります。

4 必要に応じてセットアップ対象となるクライアントを指定します。
初期状態のとき、すべてのクライアントがセットアップ対象（緑色）になっています。
特定のクライアントをセットアップ対象から外すには、クライアント一覧内をクリック
して、選択状態（緑色）を解除してください。



 　2.4　クライアントへのセットアップ情報を設定する［クライアントセットアップ］1-64

2.4.5　セットアップ資源の格納先／サーバへ登録するタイミングを設定す
る（動作環境設定）

セットアップする資源の格納先や、サーバへ登録するタイミングを設定します。

1 クライアントセットアップウィンドウで、［表示］メニューから［動作環境設
定］を選択します。
「動作環境設定」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明→ヘルプをクリック

● 「システム導入時に ServerWizardから資源を登録する」を選択すると、ServerWizardでのサ
ーバのセットアップに続いてセットアップ資源のサーバへの登録が行われます。登録方法は「第

一部 5.7.3 セットアップ資源をまとめてサーバのディスクに登録する」を参照してください。

2 クライアントへセットアップする資源の格納場所（インストール元のサーバ上
のフォルダ）を入力し、セットアップ資源をサーバに取り込むタイミングを指
定して、［OK］をクリックします。

・セットアップ資源の格納場所をどこにするかは、DesignMagicのときのみ指定でき
ます。ServerWizardでインストールした後は指定できません。

・セットアップ資源の登録には、ハードディスクに充分な空き容量が必要です。「付
録 C.5」の「■標準対応製品をインストールする際の注意事項」を参照して、各資
源に必要な空き容量がハードディスクにあるか確認してください。

・資源格納先フォルダに、サーバインストール時に存在しないドライブを設定した場
合（例えばシステムドライブしか作成しない設定において F:¥RSC と指定）、資源
格納先フォルダ情報は以下のようになります。
　共有フォルダ名: C:¥Swrsint（アプリケーション区画が存在する場合は
D:¥Swrsint）
　共有名        : SWRSINT

・ OSのインストール後、資源格納先フォルダの共有名を変更、削除、アクセス権の
変更を行うと、正常に資源の配布／登録ができなくなりますので、一切の変更をし
ないでください。
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2.4.6　セットアップ情報の設定を変更する

セットアップ情報の設定内容を変更します。

1 クライアントセットアップウィンドウで、設定を変更するセットアップ情報を
選択します。

2 ［セットアップ情報の設定］メニューから［設定変更］を選択します。
各セットアップ情報の設定画面が表示されます。
操作方法は、追加する場合と同じです。

「第一部 2.4.2 セットアップ情報（アプリケーション）を追加する」参照
「第一部 2.4.3 セットアップ情報（ファイル）を追加する」参照

「第一部 2.4.4 セットアップ情報（実行コマンド）を追加する」参照

2.4.7　セットアップ情報の設定内容を確認する

セットアップ情報の設定内容を確認します。

1 クライアントセットアップウィンドウで、設定を確認するセットアップ情報を
選択します。

2 ［セットアップ情報の設定］メニューから［設定確認］を選択します。
各セットアップ情報の設定確認ダイアログが表示されます。
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2.5　クライアントのデスクトップ環境を設定する［DesignMagic
－デスクトップ環境設定］

サーバ側で、クライアントのデスクトップ環境を一括管理します。業務に必要な機能の
みをクライアントのデスクトップに表示することで、ユーザが業務に集中しやすい環境
を作ります。
また、システムに習熟していないユーザによる偶発的な事故を防ぐこともできます。

● デスクトップ環境設定の準備内容

 □ 「サーバ設計」のアプリケーションの設定画面で「WizardConsoleをインストール
    する」を指定している。
 □  Windows 2000 SVの場合、DesignMagicの「クライアントシステム設計」で
    「OU」を作成している。
 □ 「クライアントシステム設計」の設定を完了している。

                    クライアントシステム設計について
→「第一部 2.3 クライアント情報を設定する」参照

・デスクトップ環境設定を使用する場合は、必ず「サーバ設計」時に、WizardConsole
をインストールするように指定してください。OSのセットアップ終了後に手動でイ
ンストールすることはできません。

・Windows 2000 SVの場合、DesignMagicの「クライアントシステム設計」で必ず OU
を作成してください。OUの作成を指定せずサーバを構成した場合、デスクトップ環
境設定で、クライアント環境制御は行えません。

・またサーバ側で設定したポリシー情報の変更は、必ずデスクトップ環境設定を使用し
てください。デスクトップ環境設定で作成したポリシーをデスクトップ環境設定を使
用せずに変更、削除すると、誤動作の原因となります。
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1 「デスクトップ設計」をクリックします。
デスクトップ環境設定ウィンドウが表示されます。

● デスクトップ環境設定ウィンドウでは、デスクトップ環境の追加、複写、削除を行うことがで
きます。

追加するには：［デスクトップ環境］メニューから［追加］を選択するか、［デスクトップ環境

の追加］アイコンをクリックします。デスクトップ環境の設定画面が表示され

ますので、設定を行ってください。

複写するには： 複写するデスクトップ環境名をクリックし、［デスクトップ環境］メニューか
ら［コピー］を選択するか、［デスクトップ環境のコピー］アイコンをクリッ

クします。

削除するには： 削除するデスクトップ環境名をクリックし、［デスクトップ環境］メニューか
ら［削除］を選択するか、［デスクトップ環境の削除］アイコンをクリックし

ます。

項目 説明

デスクトップ環境一覧 設定されているデスクトップ環境の一覧が表示されます。一覧の上に
あるほど優先度が高くなります。デスクトップ環境は 15個まで作成
できます。

［設定..(Enter)］ 選択しているデスクトップ環境の設定を変更します。クリックまた
は、【Enter】キーを押すとデスクトップ環境の設定画面が表示され
ます。

優先度変更 選択しているデスクトップ環境の優先度を［↑上へ］［↓下へ］で変
更します。また、【↑】【↓】キーで変更することもできます。

デスクトップ環境を
有効とするグループ

デスクトップ環境一覧で選択されているデスクトップ環境を使用する
グループが表示されます。

グループ一覧 存在しているグループの一覧が表示されます。この一覧から｢デスク
トップ環境を有効とするグループ｣へ追加することができます。グレ
ー表示になっているグループは他のデスクトップ環境に割り当てられ
ているので、追加することはできません。



   2.5　クライアントのデスクトップ環境を設定する［DesignMagic－デスクトップ環境設定］1-68

■デスクトップ環境設定画面のツールバー

「表示」メニューの「ツールバー」表示が有効の場合、以下のアイコンが表示されます。

●デスクトップ環境設定画面のメニュー

デスクトップ環境設定画面には、次のメニューがあります。

項目 設定

［デスクトップ環境］メニュー

追加 デスクトップ環境を追加します。クリックするとデスクトップ環境の
設定画面が表示されます。

コピー デスクトップ環境をコピーします。

削除 デスクトップ環境を削除します。

設定 デスクトップ環境の設定を変更します。クリックするとデスクトップ
環境の設定画面が表示されます。

優先度上へ デスクトップ環境の優先度を１つ上げます。

優先度下へ デスクトップ環境の優先度を１つ下げます。

終了 デスクトップ環境設定画面を閉じます。

［表示］メニュー

ツールバー ツールバーの表示、非表示を切り替えます。

ステータスバー ステータスバーの表示、非表示を切り替えます。

［ヘルプ］メニュー

トピックの検索 デスクトップ環境設定のヘルプが表示されます。

バージョン情報 デスクトップ環境設定のバージョン情報が表示されます。

2.5.1　デスクトップ環境の設定

各デスクトップ環境の詳細設定を行います。初期メニュー、各種設定、操作性、キー抑止に
関する設定ができます。各項目の詳細説明は、［ヘルプ］をクリックすると表示されます。

1 デスクトップ環境設定画面で、次のいずれかの操作をします。
設定を変更する場合
・デスクトップ環境名を選択し、［設定］をクリックする。
・デスクトップ環境名をダブルクリックする。
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追加する場合
・［デスクトップ環境の追加］アイコンをクリックする。
・［デスクトップ環境］メニューから［追加］を選択する。
デスクトップ環境の設定画面が表示されます。

■デスクトップ環境の設定画面の共通部分

項目 説明

デスクトップ名 変更、追加するデスクトップ環境名を入力します。

説明 デスクトップ環境の使用基準などの説明を入力します。

■デスクトップ環境の設定画面（初期メニュータブ）

クライアントのログオン直後に表示される初期メニューの設定を行います。
各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

● Webメニュー（WizardMenu）は、インターネットエクスプローラ上で、ボタンを選択してア
プリケーションを起動する機能です。Webメニュー上のボタンは、WizardMenu作成ツールを
使用して、大きさを変更したり、画像データをボタンに貼り付けるなど、自由な形式で作成する

ことができます。WizardMenu作成ツールを起動するには、サーバインストール終了後に［ス
タート］－［プログラム］－［ServerWizard］－［WizardMenu作成ツール］を選択します。

● Webメニュー、WizardMenu作成ツールについての詳細は、それぞれのヘルプを参照してくだ
さい。

IISが構成されていない状態でWizardConsoleをインストールすると、WizardMenu
が利用できません。その場合は、以下の操作を行ってください。

1) サーバ上に IIS（バージョン 3.0以上）を構成します。

2) c:¥wizcnsl¥af13¥inetpubフォルダにインターネット エイリアス（SVWizardMenu）
を追加します。

3) デスクトップ環境設定の「初期メニュー」タブで「Webメニュー」を選択します。
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■デスクトップ操作性タブ

デスクトップの操作性に関する制限を行います。 各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

［設定］をクリックすると、ログオン時に起動するアプリケーション画面が表示されます
ので、起動するアプリケーションを設定します。

  

［OK］をクリックすると、設定が有効になり、デスクトップ環境設定画面に戻ります。

・｢タスクバーを隠す｣をチェックすると、スタートメニューからのログオフ操作がで
きなくなります。この項目を設定する場合には、メニューにログオフの項目を追加
するなど、ログオフを行う手段を必ず用意してください。
ログオフを行うには、"ExitWin.exe"コマンドを実行してください。
"ExitWin.exe"コマンドは、"C:¥Symfocmn"ディレクトリに格納されています。

・チェックボックスの横に表示されるアイコンは、設定が有効になる OSの種類を示
します。各アイコンは以下の OSを示します。アイコンが表示されていない項目は、
すべてのクライアント OSに設定が反映されます。
　　2K ： Windows 2000 Pro
　　NT ： Windows NT WS 4.0
　　95 ： Windows 95
　　98 ： Windows 98

［追加］をクリックするとアプリケーションの追
加画面が表示されます。



第 2章 サーバへのインストール（一括インストール） 1-71

■デスクトップ環境の設定画面（設定制限タブ）

各種設定に関する制限を行います。　　　　　 各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

●デスクトップ環境の設定画面（操作制限タブ）

ユーザの操作に関する制限を行います。　　　 各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

【ユーザ操作制限でなにも起動できなくなった場合】

「許可されたプログラムだけ実行」を選択した場合、設定されたグループのユーザで
ログオン後、そのユーザは「設定」で定義されたアプリケーション以外が実行できな
くなります。

（続く）



   2.5　クライアントのデスクトップ環境を設定する［DesignMagic－デスクトップ環境設定］1-72

この設定を管理者権限のグループに適用した場合、管理者でもポリシーの設定が反映
され、アプリケーションの実行が制限されます。
万一、管理者権限グループに誤って適用し、何も起動できなくなった場合は、次の手
順で回避してください。

1）【Ctrl】+【Alt】+【Delete】で「Windows NTのセキュリティ」画面を表示します。
2）「タスクマネージャ」をクリックして「Windows NT タスクマネージャ」を起動
し
　　ます。
3）［ファイル］－［新しいタスクの実行］を実行します。
4）「名前」に「C:¥Wizcnsl¥AF00¥Wconsole.exe」と入力し［OK］をクリックしま
す。
　　WizardConsoleが起動します。
5） WizardConsole画面で［デスクトップ環境設定］を選択します。
6） 管理者グループに対して適切なポリシー設定を行います。
7） ログオンし直します。

■デスクトップ環境の設定画面（不要キー抑止タブ）

入力操作を無効にするキーの設定を行います。 各項目の詳細説明→［ヘルプ］をクリック

2 デスクトップ環境の設定をして［OK］をクリックします。
デスクトップ環境が変更、設定されます。

● デスクトップ環境設定に関する詳細やトラブルシューティングについては、ヘルプを参照して
ください。
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2.6　設定情報を確認する、フロッピーに登録する［DesignMagic］

サーバ設計、クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、デスクトップ設
計で設定した内容をフロッピーディスクに保存します。これらの情報は、サーバ情報フ
ァイルとして保存され、サーバのセットアップ時に使用します。

2.6.1　設定内容を出力して確認する

サーバ設計、クライアントシステム設計、クライアントセットアップ、デスクトップ設
計で設定した内容を、印刷して確認できます。
印刷するプリンタの設定は、あらかじめ［プリンタの設定］で行っておいてください。

1 DesignMagic画面の［ファイル］メニューから［印刷］を選択します。
帳票の選択画面が表示されます。

2 印刷したい項目を選択し、［印刷］をクリックします。
印刷の設定の確認画面が表示されます。

3 ［OK］をクリックします。
設定されている内容が印刷されます。

● 手順 2 で｢テキストファイルに出力｣を選択しておくと、設定されている内容をテキストファイ
ルで保存することができます。

スプールするデータ形式が EMF形式の場合、印刷が正しく行われない場合がありま
す。必ず RAW形式に変更してください。変更方法は、各 OSのマニュアルを参照し
てください。
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2.6.2　設定情報をサーバ情報フロッピーに登録する

1 DesignMagic画面で［終了］をクリックします。
設定した内容が保存されていない場合は、メッセージが表示されます。

2 初期化済みのフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットし、
［はい］をクリックします。

● フロッピーディスクが初期化されていない場合は、［ディスクを初期化］ボタンをクリックし
ます。フロッピーディスクが初期化されます。

保存の画面が表示されます。

3 ファイル名を入力して［保存］をクリックします。
ファイル名はMS-DOSの規約にしたがって指定してください（8.3形式）。拡張子は".SPD"
です。
フロッピーディスクへの登録が終了すると、DesignMagicが終了します。
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2.7　サーバへインストールする（一括インストール）

サーバの電源を入れる前に、CRTディスプレイ／キーボード／マウス／電源ケーブ
ルが正しく接続されているかを確認してください。

Windows NT Serverインストールタイプのセットアップを行うには、システムの開封
作業を ServerWizardで行う必要があります。
ServerWizard V2.0の CD-ROMをセットする前に、Windows NTのソフトウェア使用
許諾契約同意画面が表示された場合には、導入種別に「インストールタイプ」を指定
してインストールすることができません。［同意しません(D)］を選択し、シャットダ
ウン操作をしてから、導入種別に「新規導入」を指定してインストール作業を行って
ください。

2.7.1　ServerWizardを起動する

1 電源を入れます。
RAMモジュールの確認や POST処理が開始されます。

2 CD-ROMドライブに、ServerWizard V2.0の CD-ROMをセットします。
次の画面が表示されます（機種によって画面は異なります）。

3 ServerWizardを選択し【Enter】キーを押します。
ServerWizardが起動します。
ServerWizardを選択せずに、そのままの状態でも自動的に ServerWizardが起動します。
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項目 説明

セットアップ サーバのセットアップ、インストールを行います。

ユーティリティ バックアップディスクの作成やメンテナンス区画の設定を行います。

ソフトウェア説明書 ServerWizardに関する説明を表示します。マニュアルに書かれてい
ない注意事項や制限などが記述されています。ServerWizardをお使
いになる前に必ずお読みください。

終了 ServerWizardを終了します。

ServerWizardが起動できない場合は、サーバ本体に添付のマニュアルに従い、CD-ROM
のブートが可能になっているか、項目の値が以下の順番になっているか確認してくだ
さい。
   1．CD-ROM
   2．フロッピーディスク
   3．ハードディスク

2.7.2　サーバ情報を読み込んでインストールする

サーバ情報ファイルに登録されている設定に従って自動的にセットアップ、インストー
ルが行われます。

セットアップ、インストール途中で、エラーや電源切断などで中断した場合は、必ず
最初からセットアップをやり直してください。

1 ServerWizard画面で「セットアップ」を選択し、【Enter】キーを押します。

2 「読み込み」を選択し、【Enter】キーを押します。
指示に従ってサーバ情報ファイルの入ったフロッピーディスクを挿入します。
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3 【Enter】キーを押します。
サーバ情報ファイルの内容が表示されます。

4 使用するサーバ情報ファイルと機種名を確認して【Enter】キーを押します。
サーバ情報ファイルの内容に従ってセットアップ、およびインストールが開始されます。
機種名が正しくない場合には、正常にインストールは行われません。
以降は、画面の指示に従って操作を行ってください。

セットアップ項目の処理が終了するごとに画面がリセット状態になります。すべての
処理が終了するまでフロッピーディスクは絶対に抜かないでください。

● 「ディスクアレイの構成」は、ブートデバイスに「RAIDを使用」を選択した場合のみ表示され、
自動的に行われます。

● 「メンテナンス区画の作成」は以下の場合に自動的に行われます。
- パーティションサイズで「自動設定」を選択した場合
- パーティションサイズで「手動設定」を選択し、かつ、メンテナンス区画の作成で「する」を
  選択した場合
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5 「最終処理」でファイルのコピーが終了すると、ライセンス契約の同意画面が表
示されます。以降の手順で引き続き操作を行ってください。
●Windows NT SVのとき     ●Windows 2000 SVのとき

  

6 内容を確認して同意する場合は【F8】キーを押してください。
Windows NTのインストールが開始されます。
画面の指示に従って操作してください。インストールには時間がかかります。

・ライセンス契約に同意しない場合は【Esc】キーを押します。その場合、処理が終
了し、インストールは行われません。再び ServerWizardからインストールを行う場
合は、最初から操作しなおしてください。

・インストール中、あらかじめ設定した内容（CDキーなど）に誤りがあるとエラー
画面が表示されます。正しい値を直接インストール中の画面で入力して処理を続行
してください。ただし、ここで修正した内容はサーバ情報ファイルには反映されま
せん。

● サーバアプリケーションのインストールを設定した場合は、インストール中にアプリケーショ
ンセットアップ画面が表示されます。

アプリケーションの CD-ROMをセットし、CD-ROMドライブを指定して［OK］をクリックし
てください。

設定したアプリケーションごとにアプリケーションセットアップ画面が表示されます。それぞれ

同様にインストールを行ってください。

7 インストールが終了すると、パスワード設定の画面が表示されます。
管理者用パスワードを入力し、パスワード確認入力にも同じパスワードを入力します。
パスワードは半角 14文字以内で入力します。パスワードは必ず設定してください。
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8 ［OK］をクリックします。
修復ディスクのユーティリティ画面が表示されます。
［修復ディスクの作成］をクリックし、画面の指示に従って操作してください。
修復ディスクの作成には、新しいフロッピーディスクが 1枚必要です。

● 万一、Windows NTシステムファイル、システム構成、およびスタートアップ時の環境変数な
どが損傷を受けた場合は、修復ディスク上に保存した情報を使ってこれらを再構築できます。

● システムの修復方法については、添付の『Windows NT Server コンセプトアンドプランニング
ガイド』等のマニュアルを参照してください。

9 すべての処理が終了すると、インストールした OSが起動します。

これでサーバのセットアップ、インストールは終了です。続いて「第一部 第 4章 サー
バインストール後の状態と処理」を確認してください。また、クライアントのインスト
ールを行う場合は、「第一部 第 5章 クライアントへのインストール」を参照してくだ
さい。

● インストール時に、クライアントシステム設計やクライアントセットアップで登録した項目の
設定に失敗した場合はエラーが記録され、表示されます。原因などを確認してください。
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第3章　サーバへのインストール（直接インストール）
［ServerWizard］

サーバのインストール、セットアップが、画面の指示に従って操作するだけで簡単に行
えます。また、設定した内容は、サーバ情報ファイルとしてフロッピーディスクに保存
することができます。

● ServerWizardを使うために必要な環境

□ ご使用になるサーバ機
□ ネットワーク環境（サーバとクライアントが LANで接続された環境）
□ ServerWizardの CD-ROM
□ セットアップする OSの CD-ROM
□ ServicePackの CD-ROM
   Windows NTのインストール時に、ServerWizardの CD-ROMに入っている
   Service Packを使用する場合は不要です（｢第一部 1.4.2 ServicePackについて｣
   を参照してください）。
□ ServerViewの CD-ROM
   ServerViewをインストールする場合に必要です.
□ サーバ情報ファイルが登録されているフロッピーディスク（1枚）
 （ない場合は、サーバ情報ファイルを保存するための未使用のフロッピーディスク）
□ 修復ディスクを作成するための未使用のフロッピーディスク（1枚）

3.1　インストール前の確認事項（直接インストール）

サーバのセットアップ情報を設定し、セットアップ、インストールを行います。ここで
設定したセットアップ情報は、サーバ情報ファイルとしてフロッピーディスクに登録さ
れます。

セットアップ、インストール途中で、エラーや電源切断などで中断した場合は、必ず
最初からセットアップをやり直してください。
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3.1.1　サーバ情報設定画面の共通操作

直接インストールでの、項目の選択方法は以下のとおりです。

操作 操作方法

項目の移動 【↑】【↓】キーで前後の項目へ移動します。

選択途中、入力途中の場合は、【Enter】、【Esc】キーでカーソル
を項目名に移動してから項目間の移動を行ってください。
● 【Tab】、【Shift】+【Tab】キーでも同様の操作が行えます。
● ［次へ］［戻る］は【←】【→】キーでも移動できます。

項目内容の選択方法 1） 項目名を選択し【Enter】キーを押します。
　　ドロップダウンリストが表示されます。

　　
2） 【↑】【↓】キーでドロップダウンリストから選択します。
 　　選択できない項目は、グレーの文字で表示されカーソルが移動
　　できません。

3） 【Enter】キーを押します。
　　選択した内容が確定され、カーソルは次の項目へ移動します。

●  ドロップダウンリストを表示しない状態でも項目内容の選択が
　　できます。
　　1） 項目名を選択した状態で【←】【→】キーを押します。
　　  　項目内容部分が切り替わります。
　　2）【↓】キーで次項目へ移動します。

文字列、値の入力方法 1） 文字列、値の入力のある項目にカーソルを移動します。
2）【Enter】キーを押します。
　　入力部分にカーソルが移動し、点滅します。

3） 文字列、数値を入力します。
　◇半角文字入力の場合
　　テキストボックスに入力文字列が表示されます。
　 【Enter】キーを押すと、入力内容が確定され、カーソルは次項
    目へ移動します。
　 【Esc】キーを押すと、入力内容が確定されないまま、カーソル
    は次項目へ移動します。
　◇全角文字入力の場合
● ユーザ名、組織名には、全角文字が使用できます。全角文字を
　 使用する場合には【Alt】+【半角/全角】キーを押してください。
　　画面最下行に入力した文字列が表示されます。
　 【Enter】キーを押して文字列が確定すると、テキストボックス
　　に文字列が表示されます。
　　もう一度【Enter】キーを押すと入力内容が確定され、カーソル
　　は次項目へ移動します。
　　途中【Esc】キーを押すと入力文字列、内容とも確定されず、
　　カーソルは項目部分に移動します。

（続く）
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操作 操作方法

ページの移動 1）［次へ］［戻る］にカーソルを合わせ【Enter】キーを押します。
　　前後のページに移動します。

● 【PageUp】、【PageDown】キーでもページ移動ができます。

3.2　サーバへインストールする（直接インストール）

3.2.1　ServerWizardを起動する

1 電源を入れます。
RAMモジュールの確認や POST処理が開始されます。

2 CD-ROMドライブに、ServerWizard V2.0の CD-ROMをセットします。
次の画面が表示されます（機種によって画面は異なります）。

3 ServerWizardを選択し【Enter】キーを押します。
ServerWizardが起動します。
ServerWizardを選択せずに、そのままの状態でも自動的に ServerWizardが起動します。
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項目 説明

セットアップ サーバのセットアップ、インストールを行います。

ユーティリティ バックアップディスクの作成やメンテナンス区画の作成を行います。

ソフトウェア説明書 ServerWizardに関する説明を表示します。マニュアルに書かれてい
ない注意事項や制限などが記述されています。ServerWizardをお使
いになる前に必ずお読みください。

終了 ServerWizardを終了します。

ServerWizardが起動できない場合は、サーバ本体に添付されているマニュアルに従
い、CD-ROMのブートが可能になっているか、項目の値が以下の順番になっているか
確認してください。
   1．CD-ROM
   2．フロッピーディスク
   3．ハードディスク

3.2.2　Windows NT／Windows NT Server/E 4.0／SBSの場合

1 ServerWizard画面で［セットアップ］を選択し、【Enter】キーを押します。

2 ［新規］を選択し、【Enter】キーを押します。
機種情報と OSの設定画面が表示されます。

● サーバ情報ファイルが登録されているフロッピーディスクがある場合は、「読み込み」を選択
します。詳しくは「第一部 2.7 サーバへインストールする（一括インストール）」を参照して
ください。

● サーバ情報の設定を途中で終了する場合は、【Esc】キーを押します。

3 機種名、導入種別、インストールする OSを設定します。

項目 説明

機種名 ご使用になる「機種名」が正しく表示されていることを確認してください。
なお、異なる機種を指定した場合は、正常にインストールが行われません。

導入種別 サーバに OSがプレインストールされている場合は「新規インストール」か
「インストールタイプ」かを選択します。OSがプレインストールされてい
ない場合は「新規インストール」になります。

導入 OS サーバで使用する OSを選択します。
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● 「機種名」で「FDから機種情報ファイルを読み込む」を選択して【Enter】キーを押すとフロ
ッピーディスクから機種情報ファイルを読み込むことができます。

4 ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
HD情報－1/2の設定画面が表示されます。導入種別でインストールタイプを選択した場
合は手順 9へ進みます。

5 OSを起動する装置を設定します。

項目 説明

ブートデバイス OSを起動する装置を RAID、SCSI/IDEから選択します。RAIDを選
択した場合は、RAIDの各項目を設定します。

　SCSIアレイ
　コントローラカード

使用する SCSIアレイコントローラカードを選択します。
TS110をお使いの場合、SCSIアレイコントローラカード「GP5-148」
を選択しないでください。TS110では、「GP5-148」をサポートして
いません。

　RAIDレベル RAIDのレベルを選択します。
　ハードディスク台数 サーバで使用するハードディスクの台数を選択します。実際に装着し

ている台数（ホットスペアディスクを除く）を指定してください。

　ホットスペアディス
　クの作成

ホットスペアディスクを作成するかしないかを選択します。
「する」を選択した場合、実際に装着するディスク台数は「ハードデ
ィスク台数」で指定した台数＋1台となります。 たとえば、台数を 3
台指定しホットスペアディスクを作成すると指定した場合は、サーバ
には必ず 4台のハードディスクを装着してください。
ハードディスクの台数について
　　→「付録 A」の「Q. RAIDを構築するときの注意点は？」参照

　BGI機能 バックグラウンド初期化（BGI）機能を使用するかしないかを選択し
ます。「ON」を選択すると SCSIアレイコントローラカード配下にあ
るシステム区画の初期化をバックグラウンドで処理します。SCSIア
レイコントローラカードが BGI機能をサポートしていない場合は
「OFF」となります。

ブートデバイスに RAIDを設定した場合、存在する区画はすべて初期化されます。

6 ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
HD情報－2/2の設定画面が表示されます。
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7 区画を設定します。

項目 説明

パーティション
サイズ

システム区画（C:ドライブ）とアプリケーション区画（D:ドライブ）の
設定方法を選択します。「自動設定」を選択した場合はデフォルト値で
設定されます。「手動設定」を選択した場合は、システム区画、アプリ
ケーション区画、メンテナンス区画のサイズを設定します。合計で
8192MBまでの区画を作成できます。

　システム区画
　の作成

「区画サイズ」「NTFSコンバート」を設定します。
「区画サイズ」のサイズ範囲は 2048～4096MBです。
「NTFSコンバート」ではシステム区画のファイルシステムを NTFSに
変換するかしないかを選択します。

　アプリケーション
　区画の作成

アプリケーション区画を作成するかしないかを選択します。「する」を
選択した場合は、「区画サイズ」を入力します。
区画サイズは 1～（8192MB－システム区画－メンテナンス区画）です。

　メンテナンス区画
　の作成

メンテナンス区画を作成するかしないかを選択します。区画サイズは
100MB固定です。

● 実際のサーバでは、管理領域に使用されるため、区画は指定した容量より小さくなることがあ
ります。また、指定した容量より小さなハードディスクが装着されていた場合、区画（D:ドライ
ブ）が作成されなかったり、自動的にサイズを変更する場合があります。

アプリケーション区画は、NTFSで初期化します。システム区画は、「NTFSコンバート」で｢し
ない｣を指定した場合は FATで初期化します。

サイズ［MB］ デフォルト値 ファイルシステム
ボリューム
ラベル

システム区画 2048～4096 （4096） NTFS／FAT選択 なし

アプリケーション区画 1～6144 （3996） NTFS固定 Swapldrv
メンテナンス区画 100固定 （100） FAT 固定 なし

※ 区画の合計サイズは、8192MBまでです。

8 ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
コンピュータ情報－1/2の設定画面が表示されます。
導入 OSで SBSを選択した場合は手順 17へ進みます。
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9 ユーザ情報、コンピュータ情報、クライアントライセンス情報を入力します。

項目 説明

ユーザ名 OSをインストールする際に登録するユーザ名を半角 50文字（全角 25文字）
以内で入力します。
半角の"（ダブルクォーテーション）は使用できません。

組織名 OSをインストールする際に登録する組織名を半角 50文字（全角 25文字）以
内で入力します。
半角の"（ダブルクォーテーション）は使用できません。

キーの選択 プロダクト IDと CDキーのどちらかを選択します。
キーの値：プロダクト IDまたは CDキーを入力します。プロダクト IDは
　　　　　ファーストステップガイドの表紙、CDキーは CDケースの裏を
　　　　　確認してください。

クライアント
ライセンス

NTクライアントのライセンスの形態を選択します。
ライセンス数：クライアントライセンスで｢同時使用ユーザ数｣を指定した場合
　　　　　　　に、同時に使用するユーザ数を入力します。

● ユーザ名、組織名には、全角文字が使用できます。全角文字を使用する場合には
【Alt】+【半角 / 全角】キーを押してください。

10［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
コンピュータ情報－2/2の設定画面が表示されます。

11 コンピュータ名、サーバ種別等を設定します。
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項目 説明

コンピュータ名 サーバのコンピュータ名を半角 15文字以内で入力します。
｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15種類の文字は使用できません。

サーバ種別 サーバ種別を選択します。

プライマリドメインコントローラ
ドメインのすべてのコンピュータアカウントの変更情報を追跡す
るサーバです。プライマリドメインコントローラは、以降 PDC
と表記します。

バックアップドメインコントローラ
PDCのディレクトリデータベースのコピーを保持するサーバです。

スタンドアロンサーバ
PDC、バックアップドメインコントローラのどちらでもないサー
バです。ワークグループに参加する場合はスタンドアロンサーバ
を選択します。

サーバ種別を「バックアップドメインコントローラ」に設定した場合は、あらかじめ
プライマリドメインコントローラのサーバ側に、コンピュータアカウントを作成して
おく必要があります。サーバ種別に「スタンドアロンサーバ」、メンバーに「ドメイ
ン」を設定した場合も、同様にコンピュータアカウントの作成が必要です。作成して
いない場合には、プライマリドメインコントローラ側にアカウントを作成するため、
管理者のユーザ名とパスワードを入力する必要があります。

項目 説明

次のメンバーに
参加する

サーバ種別で「スタンドアロンサーバ」を選択した場合のみ、ドメインに参
加するかワークグループに参加するかを選択します。

名称：ワークグループ名／ドメイン名を入力します。半角 15文字以内で入力
してください。コンピュータ名と同じ名前は使用できません。
｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］および、空白の 16種類の文字は使用で
きません。

インストール
ディレクトリ

OSをインストールするディレクトリを入力します。MS-DOSのファイル名
の規約に従って入力してください。

インストールディレクトリには以下のものは使用できません。
◆リザーブされている文字列
    AUX / COMx / LPTx / NUL / PRN / CON / TEMP / RECYCLER / RECYCLED
◆その他の不正なディレクトリ名
    ABC.

12［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
ネットワーク情報の設定画面が表示されます。
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13 サーバのプロトコル情報を設定します。

項目 説明

DHCPを使用
（複数の LANカードを使用）

ネットワーク上に他の DHCPサーバがある場合は「する」を
選択します。「しない」を選択した場合は、IPアドレス、サ
ブネットマスク、デフォルトゲートウェイを入力します。デ
フォルトゲートウェイは省略可能です。

NetBEUIプロトコルの使用 NetBEUIプロトコルを使用するかしないかを選択します。
NWLink IPX/SPX互換
トランスポートの使用

NWLink IPX/SPX互換トランスポートを使用するかしないか
を選択します。

オプションの LANカードを使用する場合は、カードごとに IPアドレスを指定するこ
とはできません。その場合は、「DHCPを使用（複数の LANカードを使用）」を「す
る」に設定し、このまま OSのセットアップを行ってください。インストール完了後
に手動で IPアドレスの設定を行ってください。

14［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
アプリケーション情報－1/2の設定画面が表示されます。

15 本体添付アプリケーションのインストール設定を行います。
画面右側にスクロールバーが表示されます。項目を移動すると、アプリケーションの一
覧部分がスクロールされます。

16［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
アプリケーション情報－2/2の設定画面が表示されます。
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17 その他のモジュールのインストール設定を行います。

項目 説明

WizardConsoleのインス
トール

WizardConsoleをインストールするかしないかを選択します。
なお、この設定は、サーバ種別に「プライマリドメインコントロー
ラ」、または「バックアップドメインコントローラ」が設定されて
いる場合に選択できます。
WizardConsoleについて詳しくは「第一部 第 5章 クライアント
へのインストール」を参照してください。

ServicePackの適用 添付されている ServicePackを自動的に適用するかしないかを選択
します。なお、導入種別を「新規インストール」、導入 OSを「Windows
NT SV4.0」または「Windows NT Server/E 4.0」に設定した場合
のみ選択できます。

電源切断機能HALの適用 電源切断機能HALをインストールするかしないかを選択します。
電源切断機能HALについて、詳しくは本体添付マニュアルを参照
してください。なお、導入種別が「新規インストール」に設定され
ている場合のみ選択できます。ご使用の機種によっては、選択でき
ません。

Auto Run機能の適用 Auto Run機能を適用するかしないかを選択します。
Auto Run機能を有効にした場合、自動起動に対応した CD-ROM
をセットすると自動的にプログラムが起動されます。

・導入 OSに SBSを選択した場合は、｢電源切断機能 HALの適用」のみ表示されます。
・導入種別にインストールタイプを選択した場合は、｢WizardConsoleのインストール｣
のみ表示されます。
・サーバ監視ソフトウェア（ServerView）をインストールする場合は、必ず ServicePack
を導入してください。

18［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
設定項目の確認画面が表示されます。
変更したい場合はその項目を選択し、【Enter】キーを押します。
各設定画面に移動し、変更できます。
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各設定画面で［次へ］［戻る］を選択し【Enter】キーを押すと、変更が反映され設定項
目の確認画面に戻ります。

19［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
サーバ情報ファイル作成の確認の画面が表示されます。

20 初期化してもよい 2HDのフロッピーディスクをセットし、［OK］を選択し、
【Enter】キーを押します。
フロッピーディスクがフォーマットされ、サーバ情報が"DOSPTNR.SPD"のファイル名で
登録されます。登録が終了すると、設定終了画面が表示されます。

21【Enter】キーを押します。
セットアップ、およびインストールが開始されます。
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以降は、画面の指示に従って操作を行ってください。

セットアップ項目の処理が終了するごとに画面がリセット状態になります。すべての
処理が終了するまでフロッピーディスクは絶対に抜かないでください。

●「ディスクアレイの構成」は、ブートデバイスに「RAIDを使用」を選択した場合のみ表示され、
自動的に行われます。

●「メンテナンス区画」の作成は、以下の場合に自動的に行われます。

 - パーティションサイズで｢自動設定｣を選択した場合
 - パーティションサイズで｢手動設定｣を選択し、かつ、メンテナンス区画の作成で｢する｣を
　選択した場合

22「最終処理」でドライバのコピーが終了すると、Windows NTのライセンス契約
の同意画面が表示されます。

23 内容を確認して同意する場合は【F8】キーを押してください。
Windows NTのインストールが開始されます。
以降は、画面の指示に従って操作してください。

・ライセンス契約に同意しない場合は【Esc】キーを押します。その場合、処理が終
了し、インストールは行われません。
再び ServerWizardによりインストールを行う場合は、最初から読み込みを選択して
操作しなおしてください。作成した.SPDファイルはそのまま使用できます。

・インストール中、あらかじめ設定した内容（CDキーなど）に誤りがあるとエラー画
面が表示されます。正しい値を直接インストール中の画面で入力して処理を続行して
ください。ただし、ここで修正した内容はサーバ情報ファイルには反映されません。
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24 インストールが終了すると、パスワード設定の画面が表示されます。
管理者用パスワードを入力し、パスワード確認入力にも同じパスワードを入力します。
パスワードは半角 14文字以内で入力します。パスワードは必ず設定してください。

25［OK］をクリックします。
修復ディスクのユーティリティ画面が表示されます。
修復ディスクの作成を選択し、画面の指示に従って操作してください。
修復ディスクの作成には、新しいフロッピーディスクが 1枚必要です。

● 万一、Windows NTシステムファイル、システム構成、およびスタートアップ時の環境変数な
どが損傷を受けた場合は、修復ディスク上に保存した情報を使ってこれらを再構築できます。

● システムの修復方法については、添付の『Windows NT Server コンセプトアンドプランニング
ガイド』などのマニュアルを参照してください。

26 すべての処理が終了すると、インストールした OSが起動します。

これでサーバのセットアップ、インストールは終了です。
続いて、「第一部 第 4章 サーバインストール後の状態と処理」を参照してください。

3.2.3　Windows 2000 SVの場合

Windows 2000 SVの場合は、WizardConsoleをインストールできません。



   3.2　サーバへインストールする（直接インストール）1-94

1 ServerWizard画面で［セットアップ］を選択し、【Enter】キーを押します。

2 ［新規］を選択し、【Enter】キーを押します。
機種情報と OSの設定画面が表示されます。

● サーバ情報ファイルが登録されているフロッピーディスクがある場合は、「読み込み」を選択
します。詳しくは「第一部 2.7.2　サーバ情報を読み込んでインストールする」を参照してくだ
さい。

● サーバ情報の設定を途中で終了する場合は、【Esc】キーを押します。

3 機種名、導入種別、インストールする OSを設定します。

項目 説明

機種名 ご使用になる「機種名」が正しく表示されていることを確認してください。
なお、異なる機種を指定した場合は、正常にインストールが行われません。

導入種別 サーバに OSがプレインストールされている場合は「新規インストール」か
「インストールタイプ」かを選択します。OSがプレインストールされてい
ない場合は「新規インストール」になります。

導入 OS サーバで使用する OSを選択します。

● 「機種名」で「FDから機種情報ファイルを読み込む」を選択して【Enter】キーを押すとフロ
ッピーディスクから機種情報ファイルを読み込むことができます。

4 ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
HD情報－1/2の設定画面が表示されます。導入種別でインストールタイプを選択した場
合は手順 9へ進みます。
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5 OSを起動する装置を設定します。

項目 説明

ブートデバイス OSを起動する装置を RAID、SCSI/IDEから選択します。RAIDを選
択した場合は、RAIDの各項目を設定します。

　SCSIアレイ
　コントローラカード

使用する SCSIアレイコントローラカードを選択します。
TS110をお使いの場合、SCSIアレイコントローラカード「GP5-148」
を選択しないでください。TS110では、「GP5-148」をサポートして
いません。

　RAIDレベル RAIDのレベルを選択します。
　ハードディスク台数 サーバで使用するハードディスクの台数を選択します。実際に装着し

ている台数（ホットスペアディスクを除く）を指定してください。

　ホットスペアディス
　クの作成

ホットスペアディスクを作成するかしないかを選択します。
「する」を選択した場合、実際に装着するディスク台数は「ハードデ
ィスク台数」で指定した台数＋1台となります。 たとえば、台数を 3
台指定しホットスペアディスクを作成すると指定した場合は、サーバ
には必ず 4台のハードディスクを装着してください。
ハードディスクの台数について
　　→「付録 A」の「Q. RAIDを構築するときの注意点は？」参照

　BGI機能 バックグラウンド初期化（BGI）機能を使用するかしないかを選択し
ます。「ON」を選択すると SCSIアレイコントローラカード配下にあ
るシステム区画の初期化をバックグラウンドで処理します。SCSIア
レイコントローラカードが BGI機能をサポートしていない場合は
「OFF」となります。

ブートデバイスに RAIDを設定した場合、存在する区画はすべて初期化されます。

6 ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
HD情報－2/2の設定画面が表示されます。

7 区画を設定します。

項目 説明

パーティション
サイズ

システム区画（C:ドライブ）とアプリケーション区画（D:ドライブ）の
設定方法を選択します。「自動設定」を選択した場合はデフォルト値で
設定されます。「手動設定」を選択した場合は、システム区画、アプリ
ケーション区画、メンテナンス区画のサイズを設定します。合計で
8192MBまでの区画を作成できます。
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　システム区画
　の作成

「区画サイズ」「NTFSコンバート」を設定します。
「区画サイズ」のサイズ範囲は 2048～4096MBです。
「NTFSコンバート」ではシステム区画のファイルシステムを NTFSに
変換するかしないかを選択します。

　アプリケーション
　区画の作成

アプリケーション区画を作成するかしないかを選択します。「する」を
選択した場合は、「区画サイズ」を入力します。
区画サイズは 1～（8192MB－システム区画－メンテナンス区画）です。

　メンテナンス区画
　の作成

メンテナンス区画を作成するかしないかを選択します。区画サイズは
100MB固定です。

● 実際のサーバでは、管理領域に使用されるため、区画は指定した容量より小さくなることが
あります。また、指定した容量より小さなハードディスクが装着されていた場合、区画（D:ドラ
イブ）が作成されなかったり、自動的にサイズを変更する場合があります。

アプリケーション区画は、"NTFS"で初期化されます。システム区画は、「NTFSコンバート」
で｢しない｣を指定した場合は"FAT"で初期化されます。

● システム区画のサイズを 2048MB以外（2049～4096MB）で指定すると、自動的に"NTFS"で
初期化されます。

サイズ［MB］ デフォルト値 ファイルシステム
ボリューム
ラベル

システム区画 2048～4096 （4096） NTFS／FAT選択 なし

アプリケーション区画 1～6144 （3996） NTFS固定 Swapldrv
メンテナンス区画 100固定 （100） FAT 固定 なし

※ 区画の合計サイズは、8192MBまでです。

8 ［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
コンピュータ情報－1/2の設定画面が表示されます。

9 ユーザ情報、コンピュータ情報、クライアントライセンス情報を入力します。

項目 説明

ユーザ名 OSをインストールする際に登録するユーザ名を半角 50文字（全角 25文字）
以内で入力します。半角の"（ダブルクォーテーション）は使用できません。

組織名 OSをインストールする際に登録する組織名を半角 50文字（全角 25文字）以
内で入力します。半角の"（ダブルクォーテーション）は使用できません。
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プロダクト
キー

プロダクトキーを入力します。プロダクトキーは CDケース裏面か、「Certificate
of Authenticity」を確認してください。

クライアント
ライセンス

Windows 2000クライアントのライセンスの形態を選択します。
ライセンス数：クライアントライセンスで｢同時使用ユーザ数｣を指定した場合
　　　　　　　に、同時に使用するユーザ数を入力します。

● ユーザ名、組織名には、全角文字が使用できます。全角文字を使用する場合には
【Alt】+【半角 / 全角】キーを押してください。

10［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
コンピュータ情報－2/2の設定画面が表示されます。

11 コンピュータ名、サーバ種別等を設定します。

項目 説明

コンピュータ名 サーバのコンピュータ名を半角 15文字以内で入力します。
｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］．および空白の 17種類の文字は使用できま
せん。コンピュータ名には文字(a-z, A-Z)、数字(0-9)およびハイフン(-)が使用で
きます。数字のみを使用することはできません。また、ネットワーク上の他の
コンピュータ名、ドメイン名またはワークグループ名と同じものは利用できま
せん。

次のメンバーに
参加する

ワークグループに参加するかドメインに参加するかを選択します。

名称：ワークグループ名／ドメイン名を入力します。半角 15文字以内で入力
してください。コンピュータ名と同じ名前は使用できません。
｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］および、空白の 16種類の文字は使用で
きません。

インストール
ディレクトリ

OSをインストールするディレクトリを入力します。MS-DOSのファイル名
の規約に従って入力してください。

インストールディレクトリには以下のものは使用できません。
◆リザーブされている文字列
    AUX / COMx / LPTx / NUL / PRN / CON / TEMP / RECYCLER / RECYCLED
◆その他の不正なディレクトリ名
    ABC.

12［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
ネットワーク情報の設定画面が表示されます。
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13 サーバのプロトコル情報を設定します。

項目 説明

DHCPを使用
（複数の LANカードを使用）

ネットワーク上に他の DHCPサーバがある場合は「する」を
選択します。「しない」を選択した場合は、IPアドレス、サ
ブネットマスク、デフォルトゲートウェイを入力します。デ
フォルトゲートウェイは省略可能です。

NetBEUIプロトコルの使用 NetBEUIプロトコルを使用するかしないかを選択します。
NWLink IPX/SPX互換
トランスポートの使用

NWLink IPX/SPX互換トランスポートを使用するかしないか
を選択します。

オプションの LANカードを使用する場合は、カードごとに IPアドレスを指定するこ
とはできません。その場合は、「DHCPを使用（複数の LANカードを使用）」を「す
る」に設定し、このまま OSのセットアップを行ってください。インストール完了後
に手動で IPアドレスの設定を行ってください。

14［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
アプリケーション情報－1/2の設定画面が表示されます。

15 本体添付アプリケーションのインストール設定を行います。
画面右側にスクロールバーが表示されます。項目を移動すると、アプリケーションの一
覧部分がスクロールされます。

16［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
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アプリケーション情報－2/2の設定画面が表示されます。

17 その他のモジュールのインストール設定を行います。

項目 説明

ServicePackの適用 添付されている ServicePackを自動的に適用するかしないかを選択
します。なお、導入種別を「新規インストール」、導入 OSを「Windows
NT SV4.0」または「Windows NT Server/E 4.0」または「Windows
2000 SV」に設定した場合のみ選択できます。

Auto Run機能の適用 Auto Run機能を適用するかしないかを選択します。
Auto Run機能を有効にした場合、自動起動に対応した CD-ROM
をセットすると自動的にプログラムが起動されます。

18［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
設定項目の確認画面が表示されます。
変更したい場合はその項目を選択し、【Enter】キーを押します。
各設定画面に移動し、変更できます。

各設定画面で［次へ］［戻る］を選択し【Enter】キーを押すと、変更が反映され設定項
目の確認画面に戻ります。

19［次へ］を選択し【Enter】キーを押します。
サーバ情報ファイル作成の確認の画面が表示されます。
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20 初期化してもよい 2HDのフロッピーディスクをセットし、［OK］を選択し、
【Enter】キーを押します。
フロッピーディスクがフォーマットされ、サーバ情報が"DOSPTNR.SPD"のファイル名で
登録されます。登録が終了すると、設定終了画面が表示されます。

21【Enter】キーを押します。
セットアップ、およびインストールが開始されます。
以降は、画面の指示に従って操作を行ってください。
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セットアップ項目の処理が終了するごとに画面がリセット状態になります。すべての
処理が終了するまでフロッピーディスクは絶対に抜かないでください。

●「ディスクアレイの構成」は、ブートデバイスに「RAIDを使用」を選択した場合のみ表示され、
自動的に行われます。

●「メンテナンス区画」の作成は、以下の場合に自動的に行われます。

 - パーティションサイズで｢自動設定｣を選択した場合
 - パーティションサイズで｢手動設定｣を選択し、かつ、メンテナンス区画の作成で｢する｣を
　選択した場合

22「最終処理」でドライバのコピーが終了すると、Windows 2000 SVのライセン
ス契約の同意画面が表示されます。

23 内容を確認して同意する場合は【F8】キーを押してください。
Windows 2000 SVのインストールが開始されます。
以降は、画面の指示に従って操作してください。

・ライセンス契約に同意しない場合は【Esc】キーを押します。その場合、処理が終
了し、インストールは行われません。
再び ServerWizardによりインストールを行う場合は、最初から読み込みを選択して
操作しなおしてください。作成した.SPDファイルはそのまま使用できます。

・インストール中、あらかじめ設定した内容（プロダクトキーなど）に誤りがあると
エラー画面が表示されます。正しい値を直接インストール中の画面で入力して処理
を続行してください。ただし、ここで修正した内容はサーバ情報ファイルには反映
されません。

24 インストールが終了すると、パスワード設定の画面が表示されます。
管理者用パスワードを入力し、パスワード確認画面にも同じパスワードを入力します。
パスワードは半角 14文字以内で入力します。パスワードは必ず設定してください。
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25 ［OK］をクリックします。

26 すべての処理が終了すると、インストールした OSが起動します。

27  をクリックします。
これでサーバのセットアップ、インストールは終了です。
続いて、「第一部 第 4章 サーバインストール後の状態と処理」を参照してください。
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第 4章　サーバインストール後の状態と処理

ServerWizardを使って PRIMERGYにインストールした後の操作を説明します。

4.1　サーバインストール後のディスプレイの状態

セットアップが終了した時点での、サーバのディスプレイの設定は次のとおりです。
お使いのディスプレイにあわせて、設定を変更してください。

解像度 リフレッシュレート

Windows 2000 SVの場合 800＊600ドット/ハイカラー (16ﾋﾞｯﾄ) 60Hz
Windows NTの場合 800＊600ドット/65536色 60Hz
SBSの場合 800＊600ドット/65536色 60Hz
※ リフレッシュレートは、モニタにより最適値に変更されます。

WindowsNT、SBSを導入する場合は、電源切断機能 HALまたは添付の Service Pack
をインストールしない限り、AGPのディスプレイドライバは、自動的にインストール
されません。OSのインストール後、手動でインストールする必要があります。

4.2　CD-ROMからの自動実行機能について

事前設定で「Auto Runを有効」にしていない場合、サーバインストール後に、CD-ROM
からの自動実行機能の設定を変更するには、以下の操作を行ってください。

1 レジストリを編集できる状態にし、以下のレジストリキーの Autorunの値を以
下のように変更します。
HKEY_LOCAL_MACHINE¥System¥CurrentControlSet¥Services¥CDRom

　　自動実行を設定する場合は Autorunの値を１にします。自動実行しない場合は
０にします。

2 マシンを再起動します。

事前設定で行った Autorunのセットアップ内容は、セットアップがすべて完了した後、
システムを再起動すると反映されます。セットアップが完了したらシステムを再起動
してください。
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4.3　インストールタイプをお使いの方へ

4.3.1　インストール環境

インストールタイプ（Windows NT Serverの場合）での OSのインストール環境は以下
のとおりです。

項目 説明

システムドライブ Cドライブ
ドライブの容量 4GB
アプリケーションドライブ Dドライブ
ドライブの容量 残り容量にあわせて自動的に作成されます。

ファイルシステム NTFS
ディレクトリ名 WINNT

4.3.2　SCSIアレイカード搭載モデルをお使いの場合

インストールタイプの SCSIアレイコントローラカードが搭載されているモデルで、導
入種別を「インストールタイプ」に指定した場合は、SCSIアレイコントローラカードの
管理ソフトウェアはインストールされません。サーバ本体、または SCSIアレイコント
ローラカードに添付の取扱説明書を参照して、管理ソフトウェアをインストールしてく
ださい。

4.3.3　Windows NT Serverのインストールを失敗したとき

ServerWizardからサーバへのインストールを行っている途中に失敗があった場合は、再
インストールを行う必要があります。「導入種別」で「新規インストール」を選択して、
再度やりなおしてください。ただし、インストール時に使用していたサーバ情報ファイ
ルは、再インストールには利用できません。一度フロッピーディスクを初期化して最初
からやり直してください。

4.4　サーバ運用の前に

サーバの運用を始める前に、以下の設定を行ってください。
各設定については『Windows NT Server ファーストステップガイド』を参照してくだ
さい。

・ LANカードを増設する場合、本体に添付の取扱説明書を参照してドライバをインスト
ールしてください。

・ SCSI外部オプション装置（ハードディスクキャビネット、光磁気ディスクユニット
など）を接続する場合、本体に添付の取扱説明書を参照して接続してください。

・インストールした添付アプリケーションの設定を、各アプリケーションの取扱説明書
を参照して行ってください。
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4.5　SBSインストール後の注意事項

・Windows NT Service Packについて
SBSはWindows NT Service Packが適用されています。SBSには、Windows NT
Service Packを絶対にインストールしないでください。誤動作の原因になります。

・ FAXモデムカードを使用する COMポートの設定について
SBSインストール直後は、FAXモデムカードは指定した COMポートを使用するよう
に設定されています。それ以外の COMポートを使用する場合は、いったん FAXモデ
ムカードを削除し、使用する COMポートを追加設定し、再度 FAXモデムカードを追
加してください。また、FAXプリンタを使用する場合も、FAXモデムカードと同様に
FAXプリンタを一度削除してから、追加してください。

● COMポートの追加設定方法

1）「コントロールパネル」から「シリアルポート」を選択します。
現在使用できるシリアルポートの一覧が表示されます。

2）「追加 (A)...」を選択します。
「新しいポートの詳細設定」画面が表示されます。

3）I／Oポートアドレス、割り込み番号（IRQ）を正しく設定し、［OK］をクリックし
ます。
ICUで設定した値および FAXモデムカードに設定した値と合わせます。
再起動するかどうかのメッセージが表示されます

4）「再起動する」を選択します。
再起動されます。

● FAXモデムおよび FAXプリンタの追加／削除方法の詳細については、SBS管理コンソールの
オンラインガイドで、FAXの項目を参照してください。
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［WizardConsole］+［ClientWizard］

サーバのインストールが終了したら、クライアントの設定とインストールを行います。
クライアントへのインストールはWizardConsoleから実行します。

5.1　クライアントにインストールする流れ

アプリケーション

アプリ
ション
布、デ
トップ
作制限
ない場
◆サーバ側の操作◆
アカウントの設定（※1）
　・コンピュータアカウントを作成する［コンピュータアカウントの追加／変
更］
する

◆サーバ側の操作◆［クライアントセットアップ］
・アプリケーションを設定する（※2）
・必要なアプリケーション CDをサーバに取り込む

しない

し

◆サーバ側

◇クライア
クライアン
［ClientW

（［クラ
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ップの操作制限を
する場合

ケー
の配
スク
の操
をし
合
 ◆サーバ側の操作◆（※3）

クライアントのデスクトップ環境を設定する［デスクトップ環境設
定］

するしない
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クライアントに OSをインストールする／しない

するない

◆サーバ側の操作◆
OSの CDをサーバに読み込み、
クライアントの環境を設定する
［リモート OSセットアップ］

の操作◆　クライアント導入フロッピーを作成する

ント側の操作◇
トにインストールする
izard］

◇クライアント側の操作◇
クライアントにインストールする
［リモート OSセットアップ］

イアントセットアップ］で設定したアプリケーションが配布される）
デスクトップ環境設定］で設定したデスクトップが設定される）

終了
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● (※)の操作は、一括インストールのとき、DesignMagicの以下の機能で設定しておくこともで
きます。

※1→クライアントシステム設計、※2→クライアントセットアップ、※3→デスクトップ設計

5.1.1　サーバ側の準備

■クライアントコンピュータの情報を登録する

クライアントコンピュータの情報を登録するには、WizardConsoleから「第一部 5.4 ク
ライアントコンピュータを追加／変更する」と「第一部 5.3 ユーザ、グループ、共有
資源を追加／変更する」を行ってください。
また、サーバ情報設定時に DesignMagicの「クライアントシステム設計」で設定して
おくこともできます。すでに ServerWizardでサーバのセットアップ、インストールが
完了している場合は、WizardConsoleで操作を行ってください。

■ クライアントへセットアップする資源の取り込み

DesignMagicのクライアントセットアップで定義したアプリケーションやファイルな
どの資源をクライアントにインストールするには、サーバ上にアプリケーションやファ
イルを取り込んでおく必要があります。サーバ上にこれらの資源を取り込むには、「第
一部 5.7.2 セットアップ資源をサーバのディスクに登録する」を行ってください。

■クライアント導入フロッピーを作成する

クライアントにインストールするには、クライアントコンピュータの情報を登録したク
ライアント導入フロッピーが必要です。クライアント導入フロッピーを作成するには「第
一部 5.9 クライアント導入フロッピーを作成する」を行ってください。

5.1.2　ネットワーク環境の準備

LANケーブルを接続し、サーバと接続できる状態にしておきます。
接続方法など、詳しくはご使用の各装置に添付のマニュアルを参照してください。

■ネットワーク環境の設定

・ LANカードを装着し、LANドライバをインストールします。
LANカードの装着方法、LANドライバのインストール方法については、それぞれ添
付のマニュアルを参照してください。

・「コントロールパネル」の［ネットワーク］で、Microsoftネットワーククライアン
トサービスをインストール、セットアップしておきます。

・クライアントコンピュータに複数の LANカードが装着されていた場合、サーバに正常
に接続できない場合があります。LANカードの装着は 1つのみに変更してください。

■TCP/IPプロトコルの設定

あらかじめセットアップを行うクライアントコンピュータにおいて、TCP/IPプロトコ
ルを設定しておいてください。
IPアドレスの種別を「手動設定」に設定する場合も、「DHCP」に設定する場合も、TCP/IP
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を設定しておく必要があります。ただし、「DHCP」に設定した場合は、自動的に IP
アドレスの種別が DHCPに設定しなおされます。

5.2　WizardConsoleを起動する

1［スタート］をクリックし、［プログラム］－［ServerWizard］－［WizardConsole］
を選択します。
WizardConsoleが起動します。

  

● WizardConsoleの機能一覧

項目 説明

クライアント情報の追加／変
更

ユーザ、グループ、共有資源に関する情報を追加、変更しま
す。追加、変更した情報は、クライアントシステム設計画面
で関連付けを行います。

コンピュータの追加／変更 クライアントとなるコンピュータの情報を追加、変更します。

クライアント導入フロッピー
の作成

WizardConsoleクライアントをインストールするためのフロ
ッピーディスクを作成します。

終了 WizardConsoleを終了します。
デスクトップ環境設定 サーバ側で一括管理するクライアントのデスクトップ環境を

設定します。

クライアントセットアップ クライアントにインストールする資源の設定／情報確認を行
います。

リモート OSセットアップ クライアントにインストールする OSの設定／情報確認を行い
ます。

サーバ情報ファイルの作成 WizardConsoleで変更した情報を、サーバ情報ファイルに登
録、または更新します。

［サーバ情報］メニュー

サーバ情報確認 ServerWizardで設定されているサーバ情報が表示されます。
（続く）

運用中に増加したクライアン
トなどの情報をサーバ情報フ
ァイルに保存します。

アカウント情報（ユー
ザ、グループ、共有資
源）の追加、変更を行
います。

クライアントコンピュ
ータの追加、変更を行
います。追加、変更後
はフロッピーを作成
し、ClientWizardの
起動に使用します。

クライアントのデ
スクトップ環境を
設定します。

クライアントをセット
アップするためのフロ
ッピーを作成します。
作成したフロッピーは
ClientWizardの起動
に使用します。

WizardConsoleを
終了します。

クライアントに対
して、OSをイン
ストールするため
の設定を行いま
す。

クライアントに対
して、アプリケー
ション、ファイル
などのインストー
ルする資源の設定
を行います。
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項目 説明

［ヘルプ］メニュー

トピックの検索 WizardConsoleのヘルプが表示されます。ヘルプには、各設
定画面の説明が書かれています。

バージョン情報 WizardConsoleのバージョン情報が表示されます。

● WizardConsole起動時に以下の画面が表示される場合があります。［OK］をクリックすると
WizardConsoleで使用されるサーバ情報が書き換えられます。サーバ情報を有効にしたい場合
は、［サーバ情報］－［サーバ情報確認］を選択して現在のサーバ情報の内容を確認し、コン

トロールパネルでシステムの情報を変更してください。システムの情報とサーバ情報が異なっ

たまま操作を続けると、正常に動作しなくなる可能性があります。

   

5.3　ユーザ、グループ、共有資源を追加／変更する

・背景が黄色で表示されているアカウントはすでに 登録済みであることを表しま
す。
登録済みのアカウントを変更する場合は［変更］をクリックして、ダイアログを表
示して修正を行ってください。変更内容は即時に反映されますので、情報を変更す
る場合は十分注意してください。

・背景が白色で表示されているアカウントは、［適用］または［OK］をクリックす
ると登録されます。

1 WizardConsole画面で［クライアント情報の追加／変更］を選択します。
クライアント情報の追加／変更画面が表示され、［ユーザの設定］タブ画面が表示され
ます。各タブをクリックすると［グループの設定］タブ画面、［共有資源の設定］タブ
画面にも切り替わります。
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2 各タブをクリックして設定します。
設定方法 → ｢第一部　5.3.1  ユーザを追加／変更する｣参照

→ ｢第一部　5.3.2  グループを追加／変更する｣参照
→ ｢第一部　5.3.3  共有資源フォルダを追加／変更する｣参照

5.3.1　ユーザを追加／変更する

［ユーザの設定］タブが表示されていることを確認してください。

● あらかじめ複数のユーザの情報を CSV形式で記述してファイルを作成しておきます。［ファ
イル］－［CSVファイル取込み］でファイルを取り込むことによって、まとめてユーザを登録
することができます。

CSVファイルの記述方法 → 「付録 E CSVファイルフォーマットについて」
   また、登録したユーザの情報は［ファイル］－［CSVファイル出力］で CSV形式のファイル
に書きだすことができます。

1 ユーザの情報を設定します。
新規にユーザを追加する場合は、［追加］をクリックします。2048件まで設定できま
す。ユーザの追加画面が表示されます。入力する欄をクリックし、直接入力することも
できます。
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2 追加するユーザの情報を設定します。

項目 説明

ユーザ名 コンピュータ上のユーザ名を入力します。20文字以内（半角の場
合）で入力してください。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？［：］の 15
種類の文字は使用できません。また、すでに入力されているグル
ープ名およびユーザ名と同じ名前は使用できません。

フルネーム ユーザのフルネームを入力します。64文字以内（半角の場合）で
入力してください。省略できます。

説明 ユーザに対する説明を入力します。48文字以内（半角の場合）で
入力してください。省略できます。

パスワード ログオン時のパスワードを設定します。半角 14文字以内で入力
してください。全角文字は入力できません。ここで設定したパス
ワードは、ユーザがサーバログオン時に任意に変更できます。

確認入力 「パスワード」で入力した文字列を、確認のために再度入力しま
す。

次回ログイン時に変更する 設定したパスワードをユーザが次回サーバ接続時に変更する場合
にチェックします。

パスワードを変更できない ここで設定したパスワードを固定し、変更できないようにする場
合にチェックします。

パスワードを無期限にする ここで設定したパスワードを、無期限に利用できる場合にチェッ
クします。

アカウントを無効にする アカウントを無効にする場合にチェックします。

3 ［追加］をクリックします。
ユーザが追加されます。追加するユーザの情報を続けて設定できます。

4 すべてのユーザの追加が終わったら［閉じる］をクリックします。
クライアント情報の追加／変更画面に戻ります。

● ユーザ情報の変更
変更するユーザを選択して［変更］をクリックするか、変更するユーザをダブルクリックしま

す。ユーザの変更画面が表示されます。設定を変更し［OK］をクリックします。
● ユーザの削除
削除するユーザを右クリックし、［削除］を選択します。【Delete】キーを押しても削除でき
ます。

・Windows NTの［スタート］－［管理ツール］の［ユーザマネージャ］、または
Windows 2000 SVの［スタート］－［コントロールパネル］－［管理ツール］の
［Active Directory ユーザとコンピュータ］を使用してユーザを追加、変更した場
合、2048件以上の情報を正常に反映できない場合があります。

・ 256件以上のユーザを登録した場合、操作は続行できますが、サーバ情報ファイ
ルには 256件までしか登録されません。
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5.3.2　グループを追加／変更する

1 ［グループの設定］タブをクリックします。
［グループの設定］タブ画面が表示されます。

● あらかじめ複数のグループの情報を CSV形式で記述してファイルを作成しておきます。［フ
ァイル］－［CSVファイル取込み］でファイルを取り込むことによって、まとめてグループを
登録することができます。

CSVファイルの記述方法 → 「付録 E CSVファイルフォーマットについて」
   また、登録したグループの情報は［ファイル］－［CSVファイル出力］で CSV形式のファイ
ルに書きだすことができます。

2 グループの情報を設定します。
新規にグループを追加する場合は、［追加］をクリックします。2048件まで設定でき
ます。
グループの追加画面が表示されます。
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3 追加するグループの情報を設定します。

項目 説明

グループ名 ユーザグループ名を入力します。
20文字以内（半角の場合）で入力してください。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？
［：］の 15種類の文字は使用できません。すでに入力されているグルー
プ名およびユーザ名と同じグループ名は使用できません。

説明 作成したグループに対する説明を入力します。64文字以内（半角の場合）
で入力してください。省略できます。

4 ［追加］をクリックします。
グループが追加されます。追加するグループを続けて設定できます。

5 すべてのグループの追加が終わったら［閉じる］をクリックします。
クライアント情報の追加／変更画面に戻ります。

● グループ情報の変更
変更するグループを選択して［変更］をクリックするか、変更するグループをダブルクリック

します。

グループの変更画面が表示されます。設定を変更し［OK］をクリックします。
● グループの削除
削除するグループを右クリックし、［削除］を選択します。【Delete】キーを押しても削除で
きます。

・Windows NTの［スタート］－［管理ツール］の［ユーザマネージャ］、または
Windows 2000 SVの［スタート］－［コントロールパネル］－［管理ツール］の
［Active Directory ユーザとコンピュータ］を使用してグループを追加、変更した
場合は、2048件以上の情報を、正常に反映できないことがあります。

・ 256件以上のグループを登録した場合、操作は続行できますが、サーバ情報ファ
イルには 256件までしか登録されません。

5.3.3　共有資源フォルダを追加／変更する

1 ［共有資源の設定］タブをクリックします。
［共有資源の設定］タブ画面が表示されます。
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● あらかじめ複数の共有資源の情報を CSV形式で記述してファイルを作成しておきます。［フ
ァイル］－［CSVファイル取込み］でファイルを取り込むことによって、まとめて共有資源を
登録することができます。

CSVファイルの記述方法 → 「付録 E CSVファイルフォーマットについて」
   また、登録した共有資源の情報は［ファイル］－［CSVファイル出力］で CSV形式のファイ
ルに書きだすことができます。

2 共有資源の情報を設定します。
新規にグループを追加する場合は、［追加］をクリックします。2048件まで設定でき
ます。入力する欄をクリックし、直接入力することもできます。
共有資源の追加画面が表示されます。

3 追加する共有資源の情報を設定します。

項目 説明

共有名 共有するディスク資源を入力します。80文字以内（半角の場合）で入
力してください。
ServerWizardであらかじめ予約されている共有名(SVWIZARD)は使
用できません。8.3形式(xxxxxxxx.xxx)以上の長さで入力した場合は、
MS-DOSのワークステーションから共有できない可能性があります。

ディレクトリ 共有する資源のディレクトリ名を入力します。246文字まで（半角の
場合）入力できます。 "／：?＜＞＊｜￥の 9種類の文字は使用できま
せん。絶対パスで入力してください。［...］ボタンをクリックして、
ディレクトリ一覧から選択することもできます。

説明 共有資源に対する説明を入力します。48文字以内（半角の場合）で入
力してください。省略できます。
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4 ［追加］をクリックします。
共有資源が追加されます。続けて追加する共有資源を設定できます。

5 すべての共有資源の追加が終わったら［閉じる］をクリックします。
項目の追加／変更画面に戻ります。

● 共有資源情報を変更する
変更する共有資源を選択して［変更］をクリックするか、変更する共有資源をダブルクリック

します。

共有資源の変更画面が表示されます。設定を変更し［OK］をクリックします。
● 共有資源を削除する
削除する共有資源を右クリックし、［削除］を選択します。【Delete】キーを押しても削除で
きます。

・共有資源の"SVWIZARD"とユーザ名の"SWClientSetupUser"は、ServerWizardでク
ライアントコンピュータの登録に使用するために作成されます。
登録中は、この共有資源を削除したり、アクセス権の変更、ユーザのパスワード変
更等を行わないでください。
インターネット等の他のネットワークに接続しているサーバでは、セキュリティ確
保のため、ClientWizardですべてのクライアントに登録が終了したら削除してくだ
さい。

・ただし、デスクトップ設計をお使いになる場合は、共有資源の"SVWIZARD"を削除
しないでください。

・ 32件以上の共有資源を登録した場合、操作は続行できますが、サーバ情報ファイ
ルには 32件までしか登録できません。

・Windows NTの［スタート］－［管理ツール］の［ユーザマネージャ］、または
Windows 2000 SVの［スタート］－［コントロールパネル］－［管理ツール］の
［Active　Directoryユーザとコンピュータ］を使用して共有資源を追加、変更した
場合は、2048件以上の情報を正常に反映できないことがあります。

6 ［OK］をクリックします。
追加変更画面が閉じて、クライアントシステム設計画面が表示されます。続いて「第一
部 5.5 ユーザ、グループ、共有資源の関連付け」の操作を行います。
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5.4　クライアントコンピュータを追加／変更する

・背景が黄色で表示されているアカウントはすでに 登録済みであることを表しま
す。
登録済みのアカウントを変更する場合は［変更］をクリックして、ダイアログを表
示して修正を行ってください。変更内容は即時に反映されますので、情報を変更す
る場合は十分注意してください。

1 WizardConsole画面で［コンピュータの追加／変更］を選択します。
コンピュータの設定画面が表示されます。

● あらかじめ複数のコンピュータの情報を CSV形式で記述してファイルを作成しておきます。
［ファイル］－［CSVファイル取込み］でファイルを取り込むことによって、まとめてコンピ
ュータを登録することができます。

CSVファイルの記述方法 → 「付録 E CSVファイルフォーマットについて」
　 また、登録したコンピュータの情報は［ファイル］－［CSVファイル出力］で CSV形式のフ
ァイルに書きだすことができます。

2 コンピュータの情報を設定します。
コンピュータは 2048件まで登録できます。新規にコンピュータを追加する場合は、［追
加］をクリックします。入力する欄をクリックし、直接入力することもできます。
コンピュータ名の欄をクリックすると、クライアントコンピュータ名を入力できます。
OSの欄をクリックすると  が表示されます。  から OSを選択します。
IPアドレスの欄をクリックすると、  が表示されます。  から指定方法を選択しま
す。「手動入力」を選択すると IPアドレスが入力できます。
コンピュータの追加画面が表示されます（変更時も同様の画面が表示されます）。



    5.4　クライアントコンピュータを追加／変更する1-118

↑［再作成］ボタンは、変更画面で、Windows NT WS 4.0、Windows NT SV 4.0 (バックア
ップドメインコントローラ)、またはWindows 2000 Proを指定した場合に表示されます。

3 追加するコンピュータの情報を設定します。

項目 説明

コンピュータ名 クライアントのコンピュータ名を入力してください。
15文字以内（半角の場合）で入力してください。｜"／，￥＝＋＜＞；＊？
［：］の 15種類の文字は使用できません。サーバと同じコンピュータ名
は使用できません。

OS クライアントのコンピュータで使用する OSを選択します。
バックアップドメインコントローラ（以下、BDCと記述します）を追加
するすることもできます。BDCを追加するには「Windows NT SV4.0
（BDC）」を選択してください。なお、BDCのセットアップは、サーバ
へのインストール方法と同じです。クライアント導入フロッピーを作成し
て BDCをセットアップすることはできません。

IPアドレス クライアントコンピュータの IPアドレスの設定方法を選択します。
「手動設定」の場合、IPアドレスを設定します。
「DHCP」の場合、DHCPサーバが IPアドレスを自動的に割り当てます。

［再作成］ Windows NT WS 4.0、Windows NT SV 4.0 (BDC)、Windows2000 Pro
を使用しているクライアントコンピュータで OSの再インストールを行っ
た場合に、アカウントを再登録します。アカウントの削除、追加の操作は
必要ありません。
ドメイン参加中に、［再作成］を選択してしまうと、そのドメインにログ
オンできなくなります。ログオンするには、いったんワークグループに移
動し、あらためてドメインに参加してください。

4 ［追加］をクリックします。
コンピュータが追加されます。続けて追加するコンピュータを設定できます。

5 すべてのコンピュータの追加が終わったら［閉じる］をクリックします。
コンピュータアカウントの画面に戻ります。

● 登録済のコンピュータを変更する
変更するコンピュータを選択して［変更］をクリックするか、変更するコンピュータをダブル

クリックします。

コンピュータの変更画面が表示されます。設定を変更し［OK］をクリックします。
● コンピュータを削除する
削除するコンピュータを右クリックし、［削除］を選択します。【Delete】キーを押しても削
除できます。
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・Windows NTの［スタート］－［管理ツール］の［サーバマネージャ］、または
Windows2000 SVの［スタート］－［コントロールパネル］－［管理ツール］－
［Active Directory ユーザとコンピュータ］を使用してコンピュータを追加、変更
した場合は、2048件以上の情報を正常に反映できないことがあります。

・ 256件以上のコンピュータを登録した場合、操作は続行できますが、サーバ情報
ファイルには 256件までしか登録されません。

6 ［FD作成］をクリックします。
「作成フロッピーの選択」ダイアログが表示されます。

続いて、クライアント導入フロッピーの作成操作を行います。
操作方法については、「第一部　5.9 クライアント導入フロッピーを作成する」を参照
してください。
登録、修正、削除を行った場合は［キャンセル］が［閉じる］に変わります。
クライアント導入フロッピーを作成しない場合は、［キャンセル］または［閉じる］を
クリックします。
WizardConsole画面に戻ります。

● クライアント導入フロッピーの作成は、デフォルトではフロッピーに登録していない全クライ
アントが対象となります。

● 一度クライアント導入フロッピーに登録したクライアントの OSの種別を変更した場合（たと
えば、Windows 95からWindows 98に変更）も、フロッピーに登録していないコンピュータ
として表示されます。クライアントで OSをアップグレードインストールではなく、新規イン
ストールした場合は、再度クライアント導入フロッピーを作成し、ClientWizardからインスト
ールし直すこともできます。

● 新規に追加したコンピュータは、背景が白色で表示されています。「FD作成」または「適用」
をクリックすると、登録処理が行われます。

クライアントコンピュータの追加を行った場合、追加したクライアントにアプリケー
ションやファイルをインストールするには、クライアントセットアップ画面から次の
操作を行ってください。

・セットアップ資源がまだ取り込まれていない場合は、セットアップ資源の取り込み
画面からセットアップ資源の取り込みを行ってください。

・セットアップ資源がすでに取り込まれている場合は、「登録済みセットアップ一覧」
からセットアップ資源を選択して、「クライアント一覧」の追加したクライアント
を選択状態にしてください。
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5.5　ユーザ、グループ、共有資源の関連付け

ユーザのグループ構成、およびユーザ／グループ単位で使用できる共有資源の関連付け
をします。

● ユーザの所属グループの設定

     
ユーザをグループに関連付けするには、「アカウントリスト - ユーザ」から左側の「グルー
プ」タブ内の目的のグループ、または右下側の「グループ xxに関連付けられたアカウント」
のリスト内にドラッグ&ドロップします（xxは選択されているグループ名）。

● 共有資源の設定（ユーザ／グループ単位）

   　

グループ、ユーザを共有資源に関連付けするには、「アカウントリスト」から左側の「共
有資源」タブ内の目的の共有資源、または右下側の「共有資源 xxに関連付けられたア
カウント」のリスト内にドラッグ&ドロップします（xxは選択されている共有資源名）。

グループに関連
付けられたユー
ザ名が表示され
ます。

［グループ］／
［共有資源］タ
ブをクリックす
ると表示が切り
替わります。 選択可能なユー

ザ名が表示され
ます。ユーザ名
を右クリックす
るとそのユーザ
に関連付けられ
ているグルー
プ、共有資源を
確認できます。

共有資源に関連付
けられたユーザ名
またはグループ名
が表示されます。
右クリックすると
アクセス権を変更
できます。

クリックすると
グループ表示／
ユーザ表示が切り
換わります。

選択可能なグルー
プ名、ユーザ名が
表示されます。
【Ctrl】キーを押
しながら選択する
と複数選択できま
す。
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選択状態の共有資源に関連付けられたユーザ、またはグループのアクセス権は次の方法
で変更できます。

1 「関連画面」の「関連付け一覧」の設定アカウントをダブルクリックします。
アクセス権の変更ダイアログが表示されます。

2 変更したいアクセス権を選択し、［OK］をクリックします。

● ツールバーのアクセス権を変更すると、デフォルトのアクセス権を変更できます。
● アカウントの関連付けをキー操作で行うこともできます。

 1）「アカウントリスト」の目的のアカウントをクリックし、【Ctrl】＋【C】キーを押しま
す。

 2）左側の［グループ］または［共有資源］タブ内の目的のアカウントをクリックする。
 3）【Ctrl】＋【V】キーを押します。

● ユーザ、またはグループの関連付けを確認したい場合は、アカウントを選択し右クリックのポ
ップアップメニューから「関連付け確認」を選択します。関連付け確認ダイアログが表示され

ます。

● クライアントシステム設計画面のツールバー

「表示」メニューの「ツールバー」表示が有効の場合、以下のアイコンが表示されます。

● クライアントシステム設計画面のメニュー

項目 説明

［設定］メニュー

追加／変更 追加／変更には以下のサブメニューがあります。
　コンピュータ：使用しません。
　　　グループ：グループ情報を追加、または変更します。
　　　　ユーザ：ユーザ情報を追加、または変更します。
　　　共有資源：共有資源情報を追加、または変更します。

(続く)
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項目 説明

デフォルトアク
セス権

表示されたサブメニューからアクセス権を選択します。
　フルコントロール：すべての操作が行えます。
　　　　　変更のみ：変更のみ行えます。
　　　　読込みのみ：読込みのみ行えます。
　　アクセス権なし：アクセスすることはできません。

適用 クライアントシステム設計で設定した内容を保存します。

終了 クライアントシステム設計で設定した内容を保存するかを確認するメッセ
ージが表示されます。［OK］をクリックすると、設定内容を保存してクラ
イアントシステム設計を終了します。

［表示］メニュー

ツールバー ツールバーの表示、非表示を切り替えます。

デフォルトアク
セス権

ツールバー上のデフォルトアクセス権の表示、非表示を切り替えます。

ステータスバー ステータスバーの表示、非表示を切り替えます。

関連付け画面切
替え

グループと共有資源の画面を切り替えます。
　グループ：関連付けのツリーをグループに切り替えます。
　共有資源：関連付けのツリーを共有資源に切り替えます。

アカウントリス
ト切替え

共有資源タブ選択中に、アカウントリストの表示をユーザとグループに切
り替えます。
　　ユーザ一覧：アカウントリストにユーザのリストを表示します。
　グループ一覧：アカウントリストにグループのリストを表示します。

関連付け一覧表
示切替え

画面右下の関連付けられたアカウントの表示方法を切り替えます。
　小さいアイコン：関連付けられたアカウントを小さいアイコンで表示し
　　　　　　　　　ます。
　　　　　　詳細：関連付けられたアカウントの詳細情報を表示します。

［ヘルプ］メニュー

トピックの検索 リモート OSセットアップのヘルプが表示されます。ヘルプには、各画面
の説明が書かれています。

クライアントシ
ステム設計のバ
ージョン情報

バージョン情報が表示されます。

クライアントシステム設計での設定を反映するには、［適用］をクリックするか、［設
定］メニューの［適用］を選択してください。

3 ［設定］メニューから［終了］を選択します。
WizardConsole画面に戻ります。
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5.6　クライアントに OSをインストールする準備［リモート OS
セットアップ］

クライアント側に OSをインストールする際の情報を設定します。

● リモート OSセットアップを利用するのに必要な環境

  □ ServerWizard V2.0以降でインストールしたWindows NT SV 4.0ドメイン
     コントローラまたはWindows 2000 SVドメインコントローラであること
  □ サーバ設計でWizardConsoleをインストールするよう指定していること
● リモート OSセットアップを利用するのに必要な媒体

  □ NT 4.0 WSの CD-ROM
  □ クライアントのドライバーズ CD
  □ クライアントの DOS LANドライバ（ドライバーズ CDの FDBACKUPから
   「LANドライバ」で作成）
  □ MS-DOSのブート用フロッピーディスク（FDBACKUPで作成）
  □ NT 4.0 SVの CD-ROM または
　　 以下のサイトからダウンロードした LANMANモジュール
　　 ftp://ftp.microsoft.com/bussys/Clients/MSCLIENT

5.6.1　リモート OSセットアップを起動する

1 WizardConsole画面で、［リモート OSセットアップ］を選択します。
「リモート OSセットアップ」ウィンドウが表示されます。
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● リモート OSセットアップ画面のツールバー

● リモート OSセットアップ画面の説明

項目 説明

OSセットアップ登録一覧 登録したクライアントへの OSセットアップ情報の一覧が表示され
ます。最大、64個まで登録できます。

登録名 入力したセットアップ情報の登録名が表示されます。

説明 セットアップ情報の説明が表示されます。

● リモート OSセットアップ画面のメニュー

項目 説明

［セットアップ情報の設定］メニュー

新規作成 クライアントへの OSセットアップ情報を新規に作成します。
登録名の変更 クライアントへの OSセットアップ情報の登録名、説明を変更しま

す。

削除 クライアントへの OSセットアップ情報を削除します。
プロパティ セットアップ情報の内容を確認します。

導入 FD作成起動 クライアント導入フロッピーの作成機能が起動します。

作成方法→「第一部 5.9.2 クライアント導入フロッピーを作成
する（クライアントに OSのインストールも行う場合）」参照

アプリケーションの終了 リモート OSセットアップが終了します。

［表示］メニュー

ツールバー ツールバーの表示／非表示を切り換えます。

ステータスバー ステータスバーの表示／非表示を切り換えます。

［ヘルプ］メニュー

トピックの検索 リモート OSセットアップのヘルプが表示されます。ヘルプには、
各画面の説明が書かれています。

リモート OSセットアップ
のバージョン情報

バージョン情報が表示されます。

● ｢登録名の変更｣、｢削除｣、「プロパティ」｢導入 FD作成起動｣はリモート OSセットアップウ
ィンドウで｢登録名｣を選択した時のポップアップメニューからも操作できます。
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5.6.2　OSセットアップ情報を設定する

インストール対象のクライアントコンピュータを指定します。

1 ［セットアップ情報の設定］メニューから［新規作成］を選択します。
「新規登録－リモート OSセットアップ」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック
● リモート OSセットアップは、以下の 3つの条件を満たす FMVシリーズで利用できます。こ
れらの条件を満たす機種の名称が「機種名」に一覧表示されます。

・Windows NT 4.0 Workstationのインストールタイプモデル
・リカバリ CDが添付されている
・MS-DOS上で動作するNDISの LANドライバが添付されている
また、99年冬モデル以降（99年 10月以降に出荷されたモデル）の機種名はドライバーズ CD
を入れた後、［CD読込］ボタンを押すと表示されます。

●「登録名」は半角 15文字以内で、「説明」は、半角 128文字（全角 64文字）以内で入力して
ください。

2 クライアントの機種名、登録名などを指定して［OK］をクリックします。
ドライバース CDの挿入をうながすメッセージが表示されます。

3 ドライバーズ CDをセットして、［OK］をクリックします。
サーバにドライバーズ CDの情報がコピーされます。コピーが終了するとWindows NT
WSの CDの挿入をうながすメッセージが表示されます。
ただし、すでに一回以上 OSセットアップ情報の登録操作をしていた場合、挿入をうな
がすメッセージの前にハードディスクの CDイメージを上書きするかの確認メッセージ
が表示されます。Windows NT WSを再度コピーする必要がないときは［キャンセル］
をクリックしてください。「ユーザ情報の設定」ダイアログが表示されます。

4 Windows NTの CD-ROMをセットして、［OK］をクリックします。
ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了すると「ユーザ情報の設定」ダイアロ
グが表示されます。
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各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック

5 ユーザ情報を設定して［次へ］をクリックします。
「ネットワークの設定」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック

6 プロトコルを指定します。
［詳細］をクリックすると、「ネットワークの詳細」ダイアログが表示されますので、
必要な項目を設定します。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック
［OK］をクリックすると設定が有効になり、「ネットワークの設定」ダイアログへ戻り
ます。
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7 ［次へ］をクリックします。
「サービスの設定」ダイアログが表示されます。［詳細］があるサービスを使用する場
合は［詳細］をクリックして、各項目を設定してください。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック

8 設定するサービスを選択して［完了］をクリックします。
OSセットアップ情報が設定されます。

5.6.3　OSセットアップ情報の登録名を変更する

OSセットアップ情報の登録名と説明を変更します。

1 ［セットアップ情報の設定］から［変更］を選択します。
「リモート OSセットアップ」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック

2 登録名、説明を変更して［OK］をクリックします。
OSセットアップ情報が変更されます。
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5.6.4　OSセットアップ情報の内容を確認／変更する（プロパティ）

設定した OSセットアップ情報の内容を確認／変更します。

1 ［セットアップ情報の設定］から［プロパティ］を選択します。
「OSセットアップ情報のプロパティ」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック

2 各設定のタブを選択し、確認／変更して［OK］をクリックします。

5.6.5　OSセットアップ情報を削除する

OSセットアップ情報を削除します。

1 OSセットアップ登録一覧から削除する OSセットアップ情報を選択します。

2 ［セットアップ情報の設定］メニューから［削除］を選択します。
削除を確認するメッセージが表示されます。

3 ［はい］をクリックします。
OSセットアップ情報が削除されます。
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5.7　クライアントへのセットアップ情報、セットアップ資源を
設定する

「クライアントセットアップ」は、クライアントにセットアップする資源を指定する機
能です。クライアントにセットアップできる資源は、「アプリケーション」「ファイル」
「実行コマンド」の 3種類です。

● アプリケーション

複数のファイルで構成され、setupコマンドなどのインストーラを使うアプリケーショ
ンソフトを指定します。

インストール時に設定操作が必要なアプリケーションは、Rational Visual Test®など
で作成したスクリプトが必要です。標準的なアプリケーションについては、本製品にス
クリプトが用意されています。

● ファイル

ファイルをクライアント側にコピーするように指定します。ディレクトリを指定すると
複数のファイルを一度にコピーするように指定できます。

● 実行コマンド

クライアント側で実行するコマンドを指定します。ファイルのコピーは行われません。
例えば、インストールしたアプリケーションの環境設定を自動化するバッチファイルな
どを指定できます。

あらかじめ「クライアントシステム設計」機能を使用して、クライアントを設定して
おきます。クライアントシステム設計については「第一部 2.3 クライアント情報を
設定する」を参照してください。
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5.7.1　クライアントセットアップを起動する

1 WizardConsole画面で、［クライアントセットアップ］をクリックします。
クライアントセットアップウィンドウが表示されます。

● クライアントセットアップ画面のツールバー

● クライアントセットアップ画面の説明

項目 説明

セットアップ情
報一覧

セットアップ情報が設定されている資源の一覧が表示されます。登録済み資
源とあわせて、64個まで追加できます。複数選択はできません。

資源識別
名

セットアップ情報が設定されている資源識別名が表示されます。資源識別名
とは、セットアップ資源を識別するためにユーザが指定する名前です。標準
対応製品については、スクリプトが用意されており、資源識別名の先頭に＠
が付いています。

説明 セットアップ情報が設定されている資源の説明が表示されます。

種類 セットアップ情報が設定されている資源の種類が表示されます。
資源の種類には以下の３通りあります。
　－アプリケーション
　－ファイル
　－実行コマンド

（続く）
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項目 説明

登録済みセット
アップ資源一覧

登録済みのセットアップ資源の一覧が表示されます。登録済み資源とは、ク
ライアントにセットアップする資源をサーバ上のディスクに登録した資源で
す。表示される情報は「セットアップ情報一覧」と同じです。クライアント
へのインストールは、この一覧の順に行われます。
「セットアップ情報一覧」からセットアップ情報を選択し、資源の登録を行
うと、資源がサーバのディスクに登録され、「セットアップ情報一覧」に表
示されていた情報が「登録済みセットアップ資源一覧」に移動します。複数
選択はできません。

クライアント一
覧

セットアップ情報一覧または登録済みセットアップ資源一覧で選択している
情報（資源）のセットアップ対象のクライアントを選択します。
初期状態は、すべてのクライアントが選択されています。複数選択できます。
なお、バックアップドメインコントローラはセットアップ対象のクライアン
トとしては表示されません。

全選択 表示されているすべてのクライアントコンピュータを選択状態にします。

全解除 表示されているすべてのクライアントコンピュータを非選択状態にします。

コンピュ
ータ名

DesignMagicの「クライアントシステム設計」、またはWizardConsoleの
「コンピュータの追加／変更」で設定したクライアントのコンピュータ名が
表示されます。

状態 資源のセットアップ状態が表示されます。以下の状態があります。
　完了：セットアップ済みです。
未完了：セットアップしていません。
エラー：セットアップ情報に異常があり、セットアップに失敗しました。
　　　　セットアップ情報が正しいか確認してください。

● クライアントセットアップ画面のメニュー

項目 説明

セットアップ情報の設定

追加 セットアップ情報を追加します。詳細は「第一部 2.4.2～2.4.4 セットアッ
プ情報（～）を追加する」を参照してください。
セットアップ情報は、登録済み資源の情報とあわせて 64個まで追加できま
す。64個を超えて追加しようとすると、メッセージが表示されます。

削除 セットアップ情報一覧で選択されているセットアップ情報を削除します。削
除の操作を行うと、セットアップ情報の削除を確認する画面が表示されます。

設定変更 「セットアップ情報一覧」で選択されているセットアップ資源の情報を変更
します。詳細は「第一部 2.4.6 セットアップ情報の設定を変更する」を参
照してください。
登録済み資源のセットアップ情報は変更できません。登録済み資源のセット
アップ情報を変更したい場合は、セットアップ資源の削除をしてから、セッ
トアップ情報の変更をします。

設定確認 セットアップ情報の設定内容を表示します。

終了 設定した情報を保存し、クライアントセットアップウィンドウを終了します。

セットアップ資源の操作

資源の登録 「セットアップ情報一覧」で選択されているセットアップ資源をサーバのデ
ィスクに登録します。登録先のフォルダは「動作環境設定」で設定した「共
有フォルダ」配下です。「セットアップ情報一覧」から、セットアップ情報
を選択し、［資源の登録］を選択すると、「資源の登録」ダイアログが表示
されます。詳細は「第一部 5.7.2 セットアップ資源をサーバのディスクに
登録する」を参照してください。登録したセットアップ情報は「登録済みセ
ットアップ資源一覧」に移動します。

（続く）
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項目 説明

資源の削除 「登録済みセットアップ資源一覧」で選択しているセットアップ資源をサー
バのディスクから削除します。資源の削除確認が表示されます。
削除されたセットアップ資源は「セットアップ情報一覧」に移動し、「クラ
イアント一覧」の「状態」が「未完了」に戻ります。

資源の全登録 「セットアップ情報一覧」に表示されているすべてのセットアップ資源をサ
ーバのディスクに登録します。
登録されたセットアップ情報は「登録済みセットアップ資源一覧」の最後尾
に、そのままの順番で移動します。

資源の全削除 「登録済みセットアップ一覧」に表示されているすべてのセットアップ資源
をサーバのディスクから削除します。資源の削除確認画面が表示されます。

インストール順
番上へ／インス
トール順番下へ

「登録済みセットアップ資源一覧」で選択されているセットアップ資源のイ
ンストール順番を１つ上、または下に移動します。表示順番を上に移動する
と、クライアントでのセットアップ順番が早くなります。

表示

ツールバー ツールバーの表示／非表示を切り換えます。

ステータスバー ステータスバーの表示／非表示を切り換えます。

最新に更新 画面上の情報をサーバ上のファイルに反映します。
サーバでセットアップ情報および登録済み資源を操作している間、クライア
ントセットアップウィンドウの情報と、クライアントから参照できる情報が
一致しないため、クライアントへのインストールは実行できません。クライ
アントセットアップウィンドウを終了せずに、インストールしたい場合、［表
示］メニューから［最新に更新］を選択してからインストールしてください。
サーバ上の情報が更新され、クライアントから最新の情報が参照できるよう
になります。

動作環境設定 選択できません。淡色表示されます。

［ヘルプ］メニュー

トピックの検索 クライアントセットアップのヘルプが表示されます。ヘルプには、各画面の
説明が書かれています。

クライアントセ
ットアップのバ
ージョン情報

クライアントセットアップのバージョン情報が表示されます。

● セットアップ情報に関する以下の操作は、DesignMagicからクライアントセットアップを起動
した場合と同じです。操作の詳細は、「第一部 2.4 クライアントへのセットアップ情報を設定
する」を参照してください。

・セットアップ情報の追加

・セットアップ情報の設定変更

・セットアップ情報の削除

・セットアップ情報の設定確認

5.7.2　セットアップ資源をサーバのディスクに登録する

セットアップ情報で設定した資源をサーバのディスクに登録します。登録先のフォルダ
は「動作環境設定」で指定した共有フォルダです。

動作環境設定について→「第一部　2.4.5 セットアップ資源の格納先／サーバへ登録する
タイミングを設定する（動作環境設定）」参照
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1 クライアントセットアップウィンドウで、「セットアップ情報一覧」からセッ
トアップ資源をサーバに登録するセットアップ情報を選択します。

2 ［セットアップ資源の操作］メニューから［資源の登録］を選択します。
「セットアップ資源の登録」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック

3 内容を確認して、［登録］をクリックします。
セットアップ資源がサーバに登録されます。クライアントセットアップウィンドウの「登
録済みセットアップ資源一覧」に資源識別名などが追加されます。

● クライアントへのインストールは、「登録済みセットアップ資源一覧」に表示されている順番
（上から）で行われます。インストール順を変更するには、「第一部 5.7.4　クライアントへ
のインストール順を変更する」を参照してください。

●「システム導入時に ServerWizardから登録する」を選択すると、ServerWizardでサーバのセ
ットアップが終了した続きで登録できます。操作方法は全登録の操作と同じです。

●「標準対応製品」のアプリケーションによって、インストールできる OSは異なります。「付録
C.5 クライアントセットアップに関する留意事項」の「■標準対応製品をインストールする際
の注意事項」でサポートしている OSを確認してください。サポートしていない OSにインス
トールすると、アプリケーションを正しくインストールできない可能性があります。

・セットアップ資源の格納場所をどこにするかは、DesignMagicのときのみ指定でき
ます。ServerWizardでインストールした後は指定できません。

・セットアップ資源の登録には、ハードディスクに充分な空き容量が必要です。「付
録 C.5 クライアントセットアップに関する留意事項」の「■標準対応製品をイン
ストールする際の注意事項」を参照して、各資源に必要な空き容量がハードディス
クにあるか確認してください。
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5.7.3　セットアップ資源をまとめてサーバのディスクに登録する

セットアップ情報で設定したすべての資源をサーバに登録（サーバのディスクに保存す
ること）します。特定のセットアップ資源の登録を行わないようにスキップすることも
できます。登録先のフォルダは「動作環境設定」で指定した共有フォルダです。

動作環境設定について→「第一部　2.4.5 セットアップ資源の格納先／サーバへ登録する
タイミングを設定する（動作環境設定）」参照

1 クライアントセットアップウィンドウで、［セットアップ資源の操作］メニュ
ーから［資源の全登録］を選択します。
1つめの「セットアップ資源の登録」ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック

2 内容を確認して、［登録］をクリックします。登録しない場合は、［スキップ］
をクリックします。
セットアップ資源がサーバに登録され、次の「セットアップ資源の登録」ダイアログが
表示されます。

3 必要に応じて、手順 2をくり返します。
すべてのセットアップ資源の登録が完了すると、クライアントセットアップウィンドウ
の「登録済みセットアップ資源一覧」に登録が完了した資源名が追加されます。

● セットアップ資源の全登録中に［キャンセル］をクリックすると、セットアップ資源の全登録
が中断されます。すでに登録が完了したセットアップ資源は削除されません。

5.7.4　クライアントへのインストール順を変更する

クライアントへのインストールは、「登録済みセットアップ資源一覧」に表示されてい
る順番に行われます。インストール順を変更するには、以下の操作を行います。

1 「登録済みセットアップ資源一覧」で、インストール順を変更するセットアッ
プ資源を選択します。
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2 ツールバーの［↑］［↓］をクリックして、任意の位置へ移動します。
または［セットアップ資源の操作］メニューから［インストール順番上へ］［イ
ンストール順番下へ］を選択します。
インストール順が変更されます。

● アプリケーションの中には、インストール順が動作に影響するものがあります。標準対応製品
のインストール順については「付録 C.5 クライアントセットアップに関する留意事項」の「■
標準対応製品をインストールする際の注意事項」を参照してください。

5.7.5　セットアップ資源をサーバから登録解除する

サーバに登録したセットアップ資源を削除します。

1 クライアントセットアップウィンドウで、「登録済みセットアップ情報一覧」
からセットアップ資源を削除するセットアップ情報を選択します。

2 ［セットアップ資源の操作］メニューから［資源の削除］を選択します。
セットアップ資源を削除するかの確認メッセージが表示されます。

3 ［はい］をクリックします。
「登録済みセットアップ資源一覧」で選択されているセットアップ資源がサーバから削
除されます。

5.7.6　セットアップ資源をサーバからまとめて登録解除する

「登録済みセットアップ資源一覧」に表示されているすべてのセットアップ資源をサー
バから削除します。

1 ［セットアップ資源の操作］メニューから［資源の全削除］を選択します。
セットアップ資源を削除するかの確認メッセージが表示されます。

2 ［はい］をクリックします。
「登録済みセットアップ資源一覧」に表示されているすべてのセットアップ資源がサー
バから削除されます。
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5.7.7　クライアントのインストール動作を設定する（クライアント側）

セットアップ資源をクライアントにインストールするかどうかを指定します。初期状態
は、次にクライアントログイン時にセットアップ資源がインストールされるように設定
されています。

1 ［スタート］をクリックし、［プログラム］－［ServerWizard］－［クライア
ントセットアップ－クライアントセットアップ動作環境］を選択します。
クライアント動作環境設定ダイアログが表示されます。

各項目の詳細説明 → ［ヘルプ］をクリック

2 クライアントログイン時に自動的にインストールするかを選択して［OK］を
クリックします。
「実行する」を選択した場合は、次回クライアントコンピュータのログイン時にセット
アップ資源が自動的にインストールされます。

セットアップ資源のインストールに失敗した場合、クライアントセットアップウィン
ドウで設定したセットアップ情報がまちがっていることが考えられます。セットアッ
プ情報を見直してください。

● 以下のような場合、セットアップ資源が再インストールされます。再インストールを行いたく
ない場合は、クライアントセットアップウィンドウのクライアント一覧に表示されるクライア

ントコンピュータを非選択状態にしてください。

・サーバに同一製品が異なる資源識別名で登録された場合

・サーバで同一製品を再登録した場合

・クライアントの OSを入れ替えたことにより、クライアントからクライアントセットアップ
  を使用してインストールした資源の情報が削除されてしまった場合
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5.8　クライアントのデスクトップ環境を設定する

クライアントのデスクトップ環境を設定します。

1 ［デスクトップ環境設定］を選択します。
デスクトップ環境設定画面が表示されます。
操作については「第一部 2.5 クライアントのデスクトップ環境を設定する」と同様で
す。

5.9　クライアント導入フロッピーを作成する

クライアントをセットアップするためのクライアント導入フロッピーを作成します。

クライアント導入フロッピーは、インストール先のクライアントコンピュータに OSが
インストールされているかいないかで 2通りの作成方法があります。

ご利用形態にあわせてクライアント導入フロッピーを作成してください。

5.9.1　クライアントに OSがインストールされている場合

すでに OSがインストールされているクライアント用の「クライアント導入フロッピー」
を作成します。

1 ［クライアント導入フロッピーの作成］を選択します。
作成フロッピーの選択ダイアログが表示されます。

2 「OSインストール済み環境の変更を行う」を選択して［次へ］をクリックしま
す。
クライアント導入フロッピーの作成ダイアログが表示されます。

通常、クライアント 1台につき、クライアント導入フロッピー
1枚を作成しますが、クライアントに OSがインストールされ
ている場合は、1枚のクライアント導入フロッピーに全クライ
アントの情報を入れ、順次セットアップを行っていくこともで
きます。ただし、クライアントセットアップ中に別のクライア
ントのセットアップを同時に行うことはできません。
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3 クライアント導入フロッピーに登録するコンピュータを選択します。

項目 説明

登録していないコンピュ
ータをすべて選択

クライアント情報ファイルを作成していないコンピュータをすべ
て選択し、フロッピーディスクに登録します。

一覧から選択 表示されているコンピュータ一覧から、クライアントとして登録
するコンピュータ名を選択します。複数のコンピュータを選択で
きます。バックアップドメインコントローラは選択できません。
表示されている項目は次のとおりです。

コンピュータ名 クライアントコンピュータ名が表示されます。
コンピュータ名の先頭のアイコンは以下の意味を表しています。

 登録用フロッピーディスクがまだ作成されていません。
 登録用フロッピーディスクが作成済みです。
 すでにコンピュータの登録が完了している可能性がありま

す。

OS クライアントコンピュータの OSが表示されます。
IPアドレス クライアントコンピュータの IPアドレスが表示されます。

「手動設定」の場合、IPアドレスを設定します。
「DHCP」の場合、IPアドレスを DHCPサーバが自動的に設定し
ます。

登録済みのコンピュ
ータも表示する

チェックすると、すでに登録用フロッピーディスクを作成したコ
ンピュータもすべて表示されます。

4 ［OK］をクリックします。
クライアント情報ファイルの作成ダイアログが表示されます。

● 初期化されていないフロッピーディスクの場合は［初期化する］をクリックし、フロッピーデ
ィスクを初期化します。ただし、初期化を実行しても不良セクタがある場合は、そのフロッピ

ーディスクは使用しないでください。

5 フロッピーディスクをセットし、［OK］をクリックします。
クライアント情報ファイルが作成され、フロッピーディスクに登録されます。登録が終
了するとWizardConsole画面に戻ります。
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5.9.2　クライアントに OSのインストールも行う場合

OSをインストールするクライアント用の「クライアント導入フロッピー」を作成しま
す。

■MS-DOSのブート用フロッピーを作成する

あらかじめ、MS-DOSのブート用フロッピーを作成しておきます。「format /s」で作
成せずに以下の操作を行ってください。

1 クライアントに添付のドライバーズ CDから FDBACKUPユーティリティを実
行します。

2 「ブートディスク」を指定し、［バックアップ開始］をクリックします。

3 画面の指示に従い、フロッピーディスクをセットします。

■クライアント導入フロッピーを作成する

1 ［クライアント導入フロッピーの作成］を選択します。
「作成フロッピーの選択」ダイアログが表示されます。

2 「OSのインストールから行う」を選択して［次へ］をクリックします。
「OSからの導入用」ダイアログが表示されます。
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3 「リモート OSセットアップ」で設定した登録名を選択し、インストール先の
クライアントコンピュータを指定します。

項目 説明

登録名 「リモート OSセットアップ」で設定した登録名から指定します。
コンピュータ名 クライアントのコンピュータ名が表示されます。

（ここで表示されるのはNT WS 4.0で作成したアカウントのみです）
コンピュータ名の先頭のアイコンは以下の意味を表しています。

：登録用フロッピーディスクがまだ作成されていません。

：登録用フロッピーディスクが作成済みです。

登録済みのコンピュー
タも表示する

チェックすると、すでに登録用フロッピーディスクを作成したコンピ
ュータもすべて表示されます。

4 ［OK］をクリックします。
LANドライバの選択ダイアログが表示されます。

5 LANドライバファイルを選択し、［OK］をクリックします。
DOSフロッピー挿入メッセージが表示されます。

6 MS-DOSのブートフロッピーをセットし［次へ］をクリックします。
LANドライバのセットアップの情報がフロッピーに登録されます。
登録が完了すると「OSからの導入用」ダイアログに戻ります。

7 MS-DOSのブートフロッピーをセットしたまま、［OK］をクリックします。
クライアント情報ファイルが作成され、フロッピーディスクに登録されます。登録が終
了するとWizardConsole画面に戻ります。



第 5章　クライアントへのインストール 1-141

5.10　クライアントのインストール

クライアントのインストールを行う前に、起動中のアプリケーションをすべて終了して
おいてください。Windows NT WS 4.0またはWindows 2000 Proを使用している場合
は、管理者用アカウントでログオンしてください。
「5.10　クライアントのインストール」でWindows NTと表記している場合はWindows
NT WS 4.0、Windows 2000と表記している場合はWindows 2000 Proを表します。

5.10.1　クライアントに OSがインストールされている場合

1 セットアップを行うクライアントコンピュータに、クライアント導入フロッピ
ーを挿入します。フロッピーは、書き込み可能な状態にしておいてください。

2 エクスプローラなどでフロッピーディスクドライブをクリックします。

3 ［CWizard］をダブルクリックします。
ClientWizardが起動します。

4 「クライアントの登録」をクリックします。
コンピュータ選択画面が表示されます。
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接続するサーバ情報が表示されます。
サーバ名、IPアドレス、ドメイン名は変更できません。

5 セットアップするコンピュータを選択します。

項目 説明

コンピュータの選
択

 をクリックし、コンピュータ名の一覧からセットアップするコンピ
ュータ名を選択します。ご使用のコンピュータと同じ OSが設定されて
いるコンピュータ名のみ表示されます。

IPアドレス IPアドレスの種別が表示されます。変更はできません。

6 ［次へ］をクリックします。
設定の確認画面が表示されます。

セットアップが開始されます。
すでにドメインに参加していて、かつコンピュータ名を変更するときは、コンピュータ
名の変更ダイアログが表示されます。
［Windows NTの場合］
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［Windows 2000の場合］

7 ［OK］をクリックします。

8 画面の記述に従って、コンピュータ名を変更します。

クライアントがWindows 2000の場合、ドメイン参加中にコンピュータ名を変更する
ことができません。以下の操作を行って、ワークグループに変更し、もう一度最初
（ClientWizardの起動）からやり直してください。
１）「システムのプロパティ」ダイアログで［ネットワーク］タブをクリックします。
２）［プロパティ］をクリックします。
３）「識別の変更」ダイアログの「次のメンバ」で「ワークグループ」を選択します。
４）ワークグループ名（WORKGROUPなど）を入力し、［OK］をクリックします。
５）画面の指示にしたがって、再起動します。

9 ［実行］をクリックします。
セットアップが開始されます。

セットアップが終了した項目にはチェックマークが付きます。

10 LMHOSTSの編集が終了すると、再起動のメッセージが表示される場合があり
ます。
その場合は、フロッピーディスクを取り出して［OK］をクリックします。
再起動され、ログオン画面が表示されます。
Windows 95／98の場合は、手順 11～手順 14を操作してください。
Windows NT／2000の場合は、手順 15～手順 18を操作してください。

11（Windows 95／98の場合）ユーザ名はデフォルトで表示されますので、ユーザ
名を変更せず、パスワードを入力しないで［OK］をクリックします。
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● はじめてサーバにログオンする場合、パスワードの確認画面が表示されますが、何も入力せず
に［OK］をクリックしてください。

12 アプリケーションの登録が終了すると、途中再起動を行っていた場合は次の画
面が表示されます。

13 フロッピーディスクを再度挿入して［OK］をクリックします。
セットアップが終了すると、システムが再起動されます。

14 フロッピーディスクを取り出して［OK］をクリックします。
手順 19へ進んでください。

15（Windows NT／2000の場合）管理者用アカウントでログオンしてください。

以前に別のドメインに参加していた場合、そのドメイン名が表示されますが、「ドメイ
ン」には、  をクリックしてローカルコンピュータアカウントを指定してください。
引き続きセットアップの処理が行われます。

16 アプリケーションの登録が終了すると、途中再起動を行っていた場合は次の画
面が表示されます。

17 フロッピーディスクを再度挿入して［OK］をクリックします。
セットアップが終了すると、システムが再起動されます。

18 ドメイン名変更要求の画面が表示されたら［OK］をクリックします。ネット
ワークパネルが表示されますのでドメイン名を指定どおり変更し、再起動して
ください。
再起動後、ログオン画面が表示されます。
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19 実際にログオンするユーザ名、パスワードを入力して［OK］をクリックしま
す。
パスワードの確認画面（変更）が表示されます。

● ユーザ名とパスワードはサーバの管理者に確認してください。

20 「パスワード」「パスワード確認」にパスワードを入力して［OK］をクリッ
クします。
ログオン画面が表示されます。

21 パスワードを入力して［OK］をクリックします。
OSの起動画面が表示されます。
クライアントセットアップの設定が行われていた場合は、サーバで設定したセットアッ
プ指示に従い、アプリケーションやファイルがインストールされます。

クライアントセットアップによるクライアントへの資源自動インストールは、
ClientWizard起動後の初回ログオン時に一度だけ行われます。ただし、この時にセッ
トアップ指示がない場合は、セットアップ指示が設定された後の最初のログオン時に
一度だけ行われます。

● 一度セットアップしたコンピュータ名は、クライアント導入フロッピーから削除されます。
● セットアップ後のクライアントコンピュータにおいて、OSを再インストールし、前回のセッ
トアップ時と同じコンピュータ名でセットアップを行う場合は、WizardConsoleで一度コンピ
ュータ名を削除してください。その後、新しくコンピュータを追加し、クライアント導入フロ

ッピーを作成し、セットアップを行ってください。

● Windows 95／98でデスクトップ環境設定を使用する場合は、自動的にユーザプロファイルを
有効とする環境に設定されます。ユーザプロファイルが有効になると、それぞれのユーザが独

自のデスクトップ環境を保持できるようになります。この設定は、「コントロールパネル」の

「パスワード」画面の「ユーザ別の設定」タブで確認することができます。

● Windows 2000 SVドメインにログオンするクライアントは、ネットワークの DNSサーバの設
定を行ってください。正しく設定を行わなかった場合、デスクトップ環境設定で行ったポリシ

ー設定をクライアントに適用できません。

● Windows 2000 SVドメインにWindows 2000クライアントから Administratorアカウントで
ログオンする場合、デフォルトではポリシー設定は適用されません。管理者にもポリシー設定

を反映させる場合は、管理者用のアカウントを「クライアント情報の追加／変更」で作成し、

そのアカウントが属するグループに対してポリシー設定を行ってください。
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5.10.2　クライアントに OSがインストールされていない場合

リモート OSセットアップで設定した情報を使って、クライアントコンピュータに OS
をインストールします。

1 クライアント導入フロッピーをセットして、コンピュータの電源を入れます。
OSセットアップ起動画面が表示されます。

2 登録名が正しいことを確認して【Enter】キーを押します。
｢ユーザ情報の設定｣ダイアログで指定した区画サイズを設定できない場合、区画サイズ
を調整する旨の確認の画面が表示されます。

3 表示された区画サイズで区画を作成する場合は【Enter】キーを押します。

Cドライブのフォーマットに続いて、セットアップに必要なファイルがコピーされ、OS
のインストールが開始されます。

Windows NTのインストール終了後、デスクトップ上にある「クライアントセットアッ
プ機能のインストール」アイコンをダブルクリックします。

クライアントセットアップ機能がインストールされます。

セットアップを正しく行うには管理者権限が必要です。また、クライアントセットアッ
プ機能を有効にするには、インストール終了後、再起動してください。

● セットアップ中に「ウィンドウステーションがシャットダウン中であるため、初期化に失敗し
ました。」というメッセージが表示されることがありますが、運用上の支障はありません。

セットアップする機種によってはインストール中に Internet Explorerや ServicePack
の CDの挿入をうながすメッセージが表示されることがあります。
これらの CDは、ドライバやアプリケーションを正しく動作させるのに必要ですので
メッセージにしたがって CDを挿入してください。CDを挿入せずに操作を進めた場
合、以降のセットアップが正しく進行しなくなる可能性があります。
その他の注意点に関して、リモート OSセットアップを開始する前に本体添付のマニ
ュアルの「システムの修復と再インストール」の説明などをご確認ください。
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第 6章　インストール後の操作

6.1　バックアップディスクを作成する

ServerWizard V2.0の CD-ROMには、サーバ本体に標準添付されているバックアップ
ディスクや、各種デバイスに添付されるドライバディスク、アプリケーションが収めら
れており、バックアップディスクが簡単に作成できます。
新しいフロッピーディスク（2HD）が、作成するバックアップディスクの枚数分必要で
す。

主な添付アプリケーションは、ServerWizardでサーバのインストールをする際、同時に
インストールされますが、それ以外のデバイスなどをインストールするには、バックア
ップディスクが必要です。

● 添付アプリケーションは、サーバのインストール後、手動で ServerWizard V2.0の CD-ROM
からインストールすることもできます。その場合は、ServerWizard V2.0の CD-ROMをセット
して、表示される画面から「高信頼ツール」を選択してください。

                                     添付アプリケーションのインストールについて
→「第二部 高信頼ツールについて」参照

● Windowsマシン上でバックアップディスクを作成することもできます。ServerWizard V2.0の
CD-ROMをセットして、表示される画面から「バックアップディスクの作成」を選択してくだ
さい。その場合は、初期化済みのフロッピーディスクを用意してください。

1 ServerWizardの CD-ROMからシステムを起動します。

2 ServerWizardの画面で「ユーティリティ」を選択し、【Enter】キーを押します。

3 「FD作成」を選択し、【Enter】キーを押します。
バックアップディスク作成ツールの画面が表示されます。
画面は機種ごとに異なります。
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4 作成するバックアップディスクを選択し、【Enter】キーを押します。
メッセージに従ってフロッピーディスクを Aドライブに挿入してください。

5 【Enter】キーを押します。
自動的にフォーマットされ、ファイルのコピーが開始されます。
バックアップディスクの作成が終了すると、バックアップディスクのラベル画面が表示
されます。内容を確認して【Enter】キーを押すと、バックアップディスク作成ツールの
画面に戻ります。
引き続きバックアップディスクを作成する場合は、手順 4、5を繰り返してください。
【Esc】キーを押すとバックアップディスクの作成を終了し、ServerWizard画面に戻りま
す。

● サーバ機種によって画面および作成できるバックアップディスクは異なります。

6.2　メンテナンス区画について

ServerWizard V2.0では、CD-ROM内に収められているサーバ保守用のアプリケーショ
ンをメンテナンス区画に保存して利用できます。
この区画からサーバを起動することにより各ユーティリティを使用することができます。
また、サポートサービスを利用する場合にメンテナンス区画が必要となります。

■区画サイズ

ServerWizardでのインストール時に、メンテナンス区画を使用すると指定した場合は、
メンテナンス区画が 100MBで作成されます。
Windows NTのディスクアドミニストレータを使用した場合には、メンテナンス区画の
ことが「EISAユーティリティ」と表示されます。そのまま、削除せずに使用してくだ
さい。
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システム区画 アプリケーション区画 EISAユーティリティ
2048～4096（指定した容量） 1～6144（指定した容量） 100MB

6.2.1　メンテナンス区画からサーバを起動する

メンテナンス区画からサーバを起動することによりサーバ保守の各ユーティリティを使
用することができます。

1 サーバ機の電源を ONにします。

2 以下のメッセージが表示されてから 10秒以内に【F10】キーを押します。

Press F10 to start tools of Maintenance Partition.

メンテナンス区画からサーバが起動します。

6.2.2　メンテナンス区画を作成する

メンテナンス区画は、ServerWizardでのインストール時に作成されますが、以下の方法
で手動で作成することもできます。

RAID構成の場合は、DACCFユーティリティなどを利用してディスクをパックしてお
く必要があります。

1 ServerWizardの CD-ROMからシステムを起動します。

2 ServerWizardの画面で「ユーティリティ」を選択し、【Enter】キーを押します。

3 「メンテナンス区画の作成」を選択し、【Enter】キーを押します。

4 MS-DOSの使用許諾が表示されます。
MS-DOSの使用許諾に同意しない場合は、メンテナンス区画は作成されません。
許諾に同意した場合は、自動的にメンテナンス区画が作成されます。
以下の場合には、メンテナンス区画を作成するか、しないかの確認画面が表示されます。
　　　・すでにメンテナンス区画が存在する場合
　　　・すでに OSのインストールが終了している場合
　　　・すでに他の区画が存在する場合
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6.2.3　メンテナンス区画の削除について

メンテナンス区画のみ削除した場合、OS が起動しなくなります。メンテナンス区画を
削除する場合、以下の手順でシステム区画を含むすべての区画を削除してください。

1 ServerWizardの CD-ROM からシステムを起動します。

2 ServerWizard の画面で［終了］を選択し、【Enter】キーを押します。

3 以下のコマンドを実行して、マスタブートレコードを書き換えます。
FDISK /MBR【Enter】

4 以下のコマンドを実行して、FDISK を起動します。
FDISK【Enter】

5 「領域または論理 MS-DOS ドライブを削除」を選択します。
画面の指示にしたがって操作し、すべての区画を削除してください。

6.3　同様のシステムを構築するとき（サーバ情報ファイルの作成）

WizardConsoleで追加、変更したサーバ情報ファイルをフロッピーディスク、またはハ
ードディスクに保存します。
サーバ情報ファイルは、別のサーバ構築時に使用できます。

パスワード、サーバの IPアドレス、添付アプリケーションの設定等、運用中に更新・
変更されたサーバの情報は、サーバ情報ファイルに保存されません。そのため、シス
テムのバックアップには使用できません。
システムのバックアップは、専用のソフトウェアを使用して定期的に行ってください。

1 WizardConsole画面で［サーバ情報ファイルの作成］を選択します。
ファイル名を付けて保存画面が表示されます。

2 サーバ情報ファイルの保存先を指定し、MS-DOSのファイル名の規約に従って
ファイル名を入力します。拡張子は".SPD"です。

3 ［保存］をクリックします。
サーバ情報ファイルが作成され、WizardConsole画面に戻ります。

・WizardConsoleで作成したサーバ情報ファイルは、ServerWizardのセットアップ
（読み込み）では使用できません。必ず DesignMagicを起動し、「ファイル」メニ
ューの［開く］で、作成したサーバ情報ファイルの内容を確認し、適切に修正して
保存しなおしてご使用ください。

・Windows NT、Windows 2000および ServerWizardで予約されているグループ、ユ
ーザ、共有資源の設定を変更した場合、サーバを再インストールしても設定は更新
されません。再インストール後、WizardConsoleで設定しなおしてください。
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6.4　WizardMenuによるデスクトップメニューの作成について

WizardMenuとは、クライアントコンピュータに表示するアプリケーション起動ツール
です。ボタンにアプリケーションの起動を割り当てたり、画像を利用して自由に作成す
ることができます。

WizardMenuは、IE上で、ボタンを選択してアプリケーションを起動する機能です。
WizardMenu上のボタンは、WizardMenu作成ツールを使用して作成します。ボタンの
大きさを変更したり、画像データをボタンにはり付けたり、自由な形式で作成すること
ができます。

● メニュー作成例

WizardMenuを作成するには、「WizardMenu作成ツール」を使用します。WizardMenu
作成ツールは、サーバインストール終了後に［スタート］ボタンから［プログラム］－
［ServerWizard］－［Wizard Menu作成ツール］を選択して起動します。

6.4.1　動作環境

項目 説明

動作 OS Windows NT SV 4.0
必須ソフトウェア
（WWWサーバ）

Microsoft  Internet Information Server 3.0以降
未インストールの場合、Wizard Menuが正しく表示されません。

必須ソフトウェア
（WWWクライアント）

Microsoft  Internet Explorer 3.02以降

選択ソフトウェア WizardMenu作成ツールで作成したWebメニューを編集するとき
に必要です。
・Microsoft  FrontPage  Express (Microsoftインターネット
　エクスプローラ 4.0に添付)
・Microsoft  FrontPage
・Microsoft  Visual InterDev™
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6.4.2　WizardMenuを作成する

WizardMenu作成ツールで作成したWizardMenuは、HTMLファイルとして指定のデ
ィレクトリに格納します。なお、WizardMenu作成ツールでは、HTMLファイルとして
の保存はできますが、再度、その HTMLファイルを編集することはできません。
編集する場合は、WizardMenu作成ツールの［ファイル］メニューの［WizardMenu形
式］（拡張子.SWM）で保存してから編集操作を行ってください。

1 ［スタート］ボタンから［プロクラム］－［ServerWizard］－［WizardMenu作
成ツール］を選択します。

2 ［ファイル情報］タブを選択し、HTMLファイルの格納先、ファイル名を指定し
ます。

項目 説明

ファイル名 保存するファイル名を指定します。指定できる文字列長は、保存先と合わせて 259
バイトまでです。

保存先 保存するファイルのディレクトリを指定します。指定できる文字列長は、ファイ
ル名と合わせて 259バイトまでです。

［参照］ボ
タン

ファイル名を指定するダイアログが表示されます。ファイル名を指定すると「フ
ァイル名」と「保存先」に情報が表示されます。

● ファイル名と保存先に情報を入力するまで、他のタブ情報（ボタンの配置／メニューのタイト
ル／背景の設定）を表示することはできません。

3 ［ボタンの配置］タブを選択し、表示するボタンの情報を設定します。

項目 内容

ボタンの個数 ボタンの個数を縦×横で指定します。デフォルトでは、縦は 3、横は 4が設
定されています。ボタンの個数（縦と横）は、カーソルが次のフィールドへ
移動した時点で反映されます。個数に変更がある場合は、行が追加または削
除されるメッセージが表示されます。指定できる範囲は、1～20です。

（続く）
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項目 内容

ボタンの大きさ ボタンの大きさを縦×横で指定します。デフォルトでは、縦は 80、横は 180
が設定されています。指定できる範囲は、縦が 20～200、横が 20～600で
す。

ボタンの間隔 ボタンとボタンの間隔をドット単位で指定します。デフォルトでは、5が設
定されています。指定できる範囲は、1～100です。

4 ［メニューのタイトル］タブを選択し、表示するメニュータイトルのフォントの
大きさや色を設定します。

5 ［背景の設定］タブを選択し、表示する背景の情報を設定します。

項目 内容

背景の色 背景の色を指定します。デフォルトは、白です。ボタンを選択すると、
色を選択するダイアログが表示され、色を変更できます。

背景の画像ファイル 背景で表示する画像ファイルを指定します。［参照］ボタンを選択する
と、ファイル名を指定するダイアログが表示されます。ファイル名を指
定するダイアログでファイルを選択すると、ファイル名が表示されます。
指定できる画像データは、BMP、GIF、JPGです。
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6 各ボタンの設定をします。

項目 内容

表題 ボタンに表示する表題を指定します。指定可能な文字列長は、64文字
です。表題は、ボタン上にセンタリングされて表示されます｡そのため、
ボタンの大きさより長い文字列を指定すると、文字列の両端が欠けたよ
うに表示されます。

フォント名 表題のフォント名を指定します。

表題の色 表題の文字の色を指定します。

ボタンの色 ボタンの色を指定します。

通常時の画像ファイル ボタンが選択されていないとき表示する画像データを指定します。

押下時の画像ファイル ボタンが選択されているとき表示する画像データを指定します。

フォーカス時の画像フ
ァイル

ボタンにフォーカスが当たっているとき表示する画像データを指定しま
す。

上書き表示 ONにすると表題の文字を画像データの上に表示します。
ボタンの形状 ONにすると立体タイプ、OFFにすると平面タイプのボタンを表示し

ます。

二重起動抑止 ONにすると起動するコマンドの二重起動を抑止します。
コマンド ボタンを押したときに起動するコマンドを指定します。

起動先

Client Webメニューが表示されているクライアントコンピュータで指定した
コマンドを起動します。

Server サーバで指定したコマンドを起動します。

起動ホスト名 起動するサーバ名を指定します。「起動先」に「Server」を指定してい
るときのみ選択できます。

タイムアウト サーバとの通信タイムアウト時間をしています。「起動先」に「Server」
を指定しているときのみ選択できます。

ユーザ認証

指定なし ユーザ名、パスワードの指定をしません。

1回のみ ボタンを選択した 1回目だけにユーザ名とパスワードを入力する画面が
表示されます。

必ず指定 ボタンを選択する度に、必ずユーザ名とパスワードを入力する画面が表
示されます。「起動先」に「Server」を指定しているときのみ選択でき
ます。

7 ［ファイル］－［WizardMenu形式］－［保存］を選択します。
WizardMenuをWizardMenu形式(拡張子.SWM)で保存します。



第 6章　インストール後の操作 1-155

6.5　アンインストール

WizardConsole、ClientWizardのアンインストール方法について説明します。

6.5.1　WizardConsoleのアンインストール

WizardConsole機能を削除する場合は、「コントロールパネル」の「アプリケーション
の追加と削除」で行ってください。

WizardConsoleのアンインストールを行う前に、起動しているすべてのプログラムを
終了させてください。

1 コントロールパネルから「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリック
します。

2 「ServerWizard WizardConsole」を選択し、［追加と削除］をクリックします。
アンインストールするコンポーネントの選択画面が表示されます。

3 ［次へ］をクリックします。
選択した機能のアンインストールが行われ、以下の画面が表示されます。
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4 Windows 2000 SVをお使いの場合は、｢はい、直ちにコンピュータを再起動し
ます。｣を選択して、［終了］をクリックします。
その他の場合は、コンピュータをすぐに再起動するか、後で再起動するかを選
択して［終了］をクリックします。

「いいえ、後でコンピュータを再起動します。」を選択した場合は、作業終了後手動
で再起動してください。

6.5.2　ClientWizardのアンインストール

ClientWizard機能を削除する場合は、「コントロールパネル」の「アプリケーションの
追加と削除」で行ってください。

ClientWizardのアンインストールを行う前に、起動しているすべてのプログラムを終
了させてください。
また、Windows NT／2000でアンインストールをする場合は、アドミニストレータ権
限を持ったユーザでログオンし、アンインストールを行ってください。

1 コントロールパネルから「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリック
します。

2 Windows NT／2000クライアントの場合は、「ServerWizard（Windows NT／2000
クライアント）」Windows 95／98クライアントの場合は、「ServerWizard（95/98
クライアント）」を選択し、［追加と削除］をクリックします。
アンインストールするコンポーネントの選択画面が表示されます。
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3 ［次へ］をクリックします。
選択した機能のアンインストールが行われ、以下の画面が表示されます。

4 コンピュータをすぐに再起動するか、後で再起動するかを選択し、［終了］を
クリックします。

「いいえ、後でコンピュータを再起動します。」を選択した場合は、作業終了後手動
で再起動してください。
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第１章　高信頼ツールの紹介

高信頼ツールは、ネットワークの管理において、サーバのハードウェアシステムの安定
稼動のために総合力を発揮するソフトウェア群です。通常運用時からトラブル発生時の
復旧までを次の各ツールが役割を分担します。

・・・・ サーバ監視ツール
・・・・ 運用管理支援ツール
・・・・ システム診断支援ツール
・・・・ 遠隔保守支援ツール

高信頼ツールを使用することで、管理者はさまざまな状況に備えることができ、万一の
場合にもより確実に早期対応を図れます。

本章では、高信頼ツール群のそれぞれのツールの役割について紹介しています。
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1.1　サーバ監視ツール

サーバ監視ツールとは、管理者に代わってハードウェアの状態を監視し、異常発生時に
は管理者に通知を行うツールのことです。次の 2つの役割があります。

役　割 サーバ監視ツール

サーバ異常の早期発見 ServerView

ディスク異常の早期発見 RAID管理ツール

■サーバ異常の早期発見［ServerView］

ServerViewは、サーバの大切な資源を保護するために、サーバのハードウェアが正常な
状態にあるかどうかを監視するソフトウェアです。ServerViewを使用すると、サーバの
ハードウェアが常時監視下に置かれ、万一トラブルの原因となり得る異常が検出された
場合には、管理者にリアルタイムに通知されるため早期発見ができます。これにより、
サーバの管理者は早期に対応してシステムの異常を取り除き、トラブルを未然に防ぐこ
とができます。

ServerViewの監視システムの概要→「第 2部 2章」参照

■ディスク異常の早期発見［RAID管理ツール］

RAID管理ツールは、ディスクアレイの監視を行うソフトウェアです。RAID管理ツー
ルはWindows NT/2000システムのサービスとして動作し、イベントが発生した場合、
イベントビューアのアプリケーションログにイベントログを残し、同時にウィンドウが
ポップアップしてハードディスクの故障、リビルド状況などを表示して知らせます。

1.2　運用管理支援ツール

運用管理支援ツールとは、サーバの運用が常にうまく行われるようにするための装置の
管理を支援するツールのことです。次の２つの役割があります。

役　割 運用管理支援ツール

テープ装置の管理 Tape Maintenance Checker
効率的な電源制御 Power MANagement for Windows

■テープ装置の管理［Tape Maintenance Checker］

テープ装置のクリーニング間隔を監視し、クリーニングが必要な場合に管理者へ通知す
ることにより、確実なバックアップを実現します。
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■効率的な電源制御［Power MANagement for Windows］

コンソール側のソフトウェア（電源制御）からWakeup On LAN対応機のエージェントの電源
を投入および切断（自動シャットダウン）します。

1.3　システム診断支援ツール

システム診断支援ツールとは、通常の運用時や万一のトラブル発生時などのシステム状
態の診断を支援するツールのことです。次の２つの役割があります。

役　割 システム診断支援ツール

システムの健康診断 FM Advisor
PROBEPRO

トラブル原因の早期発見
DSNAP

■システムの健康診断［FM Advisor］

FM Advisorは、お使いのコンピュータの動作環境を調査し、アドバイスするべき情報が
ないかをチェックするアプリケーションです。また、コンピュータの動作環境取得ツー
ルとしてもお使いいただくことができ、これらの情報を利用して、問題の解決に役立て
ることができます。

■トラブル原因の早期発見［PROBEPRO / DSNAP］

PROBEPRO

PROBEPROは、お客様のWindows NTシステムでトラブルが発生した際に、弊社サポ
ート技術者がトラブル発生前後のシステム環境の変更点や特異点を客観的に特定し、ト
ラブル解決をより迅速に行うことを目的としたトラブル解決支援プログラムです。

PROBEPROは、Windows NTシステムのトラブル発生に備えて、システム稼動中にシ
ステム情報（モジュール情報、レジストリ情報、パフォーマンス情報）を収集します。
収集したパフォーマンス情報から、システム全体やプログラム単位のメモリ使用量をグ
ラフ作成することができます。

DSNAP

DSNAPは、障害調査用資料を一括して採取するコマンドラインユーティリティです。
システムファイルの構成情報や主要なレジストリの設定、イベントログをコマンドライ
ン操作で容易に採取できます。

DSNAPは、お客様のWindows NT/2000システムに問題が発生した際に、弊社サポー
ト技術者がお客様のシステム・ソフトウェア構成および設定状況を正確に把握し、調査
を円滑に進めるために使用します。メモリダンプと共に弊社サポート技術者にお渡しく
ださい。
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1.4　遠隔保守支援ツール

遠隔保守支援ツールとは、遠隔地からのサーバの保守を支援するツールのことです。次
の２つの役割があります。

役　割 遠隔保守支援ツール

サーバの遠隔操作 SystemWalker / LiveHelp® Client V5.0
サポートサービス REMCSエージェント

■サーバの遠隔操作［SystemWalker/LiveHelp® Client V5.0］

SystemWalker／LiveHelp®Client V5.0（以下 LiveHelp Clientと略します）は、離れ
た場所に設置されたサーバをリモート操作するためのソフトウェアです。LiveHelp
Clientを使うことにより、サーバの管理者は自席に居ながら、離れた場所に設置された
サーバを自由に操作できます。

操作などについて→「第 2 部 8 .1 」参照

■サポートサービス［REMCSエージェント］

弊社サポートセンタとの連携サービス「リモート保守サービス」をご利用になる際に使
用するソフトウェアです。

REMCSエージェントを使用するには、動作環境として「ServerView」が必要です。
R E M C S エージェントについて→「R E M C S エージェント 運用ガイド」参照
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第２章　サーバ監視ツールの概要

［ServerView］

サーバあるいはネットワークの管理者は多くの管理業務をこなさなければなりません。
サーバを安定稼動させるためのハードウェアの保守もその重要な業務の一つです。サー
バ監視ツール「ServerView」は、管理者が管理するネットワーク上の各サーバ上でハー
ドウェアの状態を常時監視するとともに、管理者がすべてのサーバの状態を一手に確認
できるコンソールを提供します。また、万一異常が発生した場合には、早期対応が図れ
るように、管理者にリアルタイムに知らせてくれるソフトウェアです。

本章では、ServerViewの監視システムの概要について説明しています。
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2.1　異常発生の通知

ServerViewは、サーバのハードウェアの監視により異常を発見すると、リアルタイムにさ
まざまな方法で管理者に通知します。異常の通知方法は、次の図のとおり豊富に用意されて
います。サーバの管理者はどこにいてもすぐに通知を確認することができます。

 ● 万一サーバで異常が発生すると ．．．

Program
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イ ベ ン ト ロ グ
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2.2　ハードウェアの監視

ServerViewは、管理者に代わってサーバのハードウェアの状態が正常かどうかを常時監
視します。サーバのハードウェアの各部からサーバに搭載されたオプション装置にいた
るまで必要な監視を行います。ServerViewで監視できるサーバのハードウェアおよびオ
プション装置は次のとおりです。

■サーバ

監視できるハードウェア 監視内容

電圧センサ サーバの電圧

温度センサ CPU・筐体内の温度
CPU エラー

ファン CPU・筐体内・電源のファンの障害
筐　体 筐体の開閉

メモリ エラー

電　源 故　障

■オプション装置

監視できるオプション装置 監視概要

オンボード SCSIに取り付けた内蔵ハードディスクユニット デバイス情報の表示

SCSIカード（PG-123/126） カード情報の表示

SCSIアレイコントローラカード（PG-142B/143B）

ドライブ一覧の表示

カード情報の表示

デバイス情報の表示

LANカード（PG-183/185）
インターネット情報の表示

イーサネット MAC統計情報
の表示
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2.3　ハードウェアの状態の表示

サーバの管理者は、ServerViewにより監視されたサーバの現在のハードウェアの状態を、
管理コンソールに表示させて確認できます。ServerViewの管理コンソールは、管理者が
どこからでもサーバを監視できるように、３つのタイプが用意されています。それぞれ
の管理コンソールは、次のように ServerViewのソフトウェアコンポーネントの１つ１
つに含まれる形で提供されています。

含まれている管理コンソールServerViewの
コンポーネント 表示できる場所 役　割

ServerView Basic*1 監視対象サーバ 自サーバのみの状態を表示

ServerView Full*1 監視対象サーバ
すべての監視対象サーバの状態を一括表示
（集中管理）

ServerView Console*2 任意のパソコン
すべての監視対象サーバの状態を一括表示
（管理端末で集中管理）

＊1 サーバの監視機能と管理コンソールがセットで含まれています。
＊2 管理コンソールのみが含まれ、パソコンにのみインストールできます。

ServerViewで、ネットワークを管理しやすい最適な監視システムを構築するには、これ
らの管理コンソールを、目的に応じてご使用いただく必要があります。

次に示すように、それぞれを場合に応じてご使用いただくと最適な結果が得られます。
ただし、ServerView Basic/Fullには管理コンソールとともに共通のサーバの監視機能も
含まれていますので、監視対象のサーバには、どちらかをインストールする必要があり
ます。

ServerViewのインストールについて→「第 4章」参照

■ ServerView Basicに含まれている管理コンソール

この管理コンソールは、監視対象のサーバ上で、自サーバの状態のみを表示できます。

管理するネットワークが小規模で監視対象のサーバがすべて管理者の近くにある場合な
どには、この管理コンソールだけで足りてしまうこともあります。

ServerView Basic
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■ ServerView Fullに含まれている管理コンソール

この管理コンソールは、任意の監視対象のサーバ上で、すべての監視対象のサーバの状
態を一括して表示できます。

任意の監視対象のサーバが管理者の近くにあり、他の監視対象のサーバが管理者から離
れた場所にある場合などに最適です。

■ ServerView Console（管理コンソールのみ含まれる）

この管理コンソールは、任意のパソコン上で、すべての監視対象のサーバの状態を一括
して表示できます。

任意の監視対象のサーバが管理者の近くにない場合、あるいは、大規模なネットワーク
を管理する場合などに最適です。この管理コンソール（ServerView Console）がインス
トールされたパソコンは、管理端末と呼ばれます。

ServerView Full ServerView Basic

ServerView Basic

ServerView Basic

ServerView Console

ServerView Basic
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2.4　集中管理/遠隔操作/サーバダウン時の通知

これまでに紹介された基本的な機能の他に、運用時のヒントとなる集中管理/遠隔操作/サ
ーバダウン時の通知について、次の表に示します。

重要な機能 運用時のヒント

集 中 管 理   

・ 管理端末、あるいは S erverV iew
F u llがインストールされたサーバの
管理コンソールに、複数のサーバの
状態を一括表示させ、一括管理でき
る。

・ LiveH elp＊1 と S erverV iew  B asic
のみを併用した場合には、任意のサ
ーバまたはパソコンから複数のサー
バの状態を、一台ずつ単独でディス
プレイに表示させての管理となる。

・ S ystem W alkerとS erverV iew  Fu ll
を併用すると、集中管理するサーバ
に、各サーバ（LA N 内）のイベン
トログを収集できる。

遠 隔 操 作

LiveH elp ＊1 と S erverV iew を併用す
ると、万一異常発生の通知を受けた場
合などに、サーバの画面を遠隔操作で
きるため早期対応が図れる。また、ネ

サーバダウ
ン/OS ハン
グ時の通知

*1 サーバ本体には、
されています。L
インストールする
部 8.1.2」を参照
遠隔操作
遠隔操作/サーバダウン時の通知

ットワークの規模が小さい場合には、
管理端末の代わりに遠隔操作で管理で
きる（上記の集中管理を参照）。

P C I カードをサーバに搭載することに
より可能となる。ただし、本サーバで
は、このカードは 2 0 0 0 年 1 2 月現在
においては未サポート。将来的にサポ
ートされることが確実となっている。

監視される側のサーバにインストールする LiveHelp Client V5.0が標準で添付
iveHelpの機能をご使用いただくためには、サーバを監視する側のパソコンに
ソフトウェアを別途ご購入いただく必要があります。詳細については「第 2
してください。

P C Iカードに接続された LA N を
使用して通知する。

モデム

PCIカード
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第３章　高信頼ツールの導入

PRIMERGYに添付の高信頼ツールは、各ツールの標準のインストーラで導入する方法
のほかに、PRIMERGYに添付のサーバ導入支援ツール「ServerWizard」により簡単に
導入する方法が提供されています。高信頼ツールは、次のいずれかの方法で導入できま
す。

・・・・ ServerWizard により OS導入時に一括インストールする
・・・・ ServerWizard の高信頼ツールメニューからインストールする
・・・・ 各ツールの標準のインストーラによりインストールする

PRIMERGYでは、高信頼ツールを ServerWizardにより導入することを推奨していま
す。

本章では、それぞれのインストール方法について説明しています。



  3.1　ServerWizard により OS導入時に一括インストールする2-14

3.1　ServerWizard により OS導入時に一括インストールする

ServerWizrdは、サーバの導入時に高信頼ツールを一括してインストールする導入支援
機能を提供しています。

サーバの導入時の一括インストールについて→「第 1部」参照

・一括インストールは、Tape Maintenance Checker、Power MANagement for Windows
を除く高信頼ツールについて行えます。

 Tape Maintenance Checker / Power MANagement for Windowsのインストール方法
→「第 2部 3.2」参照

・高信頼ツールを ServerWizardで一括インストールした場合には、ServerViewおよ
び PROBEPROについてのみ、継続して標準のインストーラによるインストール/設
定作業が必要です。

ServerViewの継続作業について→「第 2部 4章」参照
PROBEPROの継続作業について→「第 2部 6.2.2」参照

・ RAID管理ツールは、RAIDカードが搭載されている場合に自動でインストールされ
ます。

3.2　ServerWizard の高信頼ツールメニューからインストールする

ServerWizardでは、OS導入済の場合にツール一覧から必要なツールを選択してインス
トールできる「高信頼ツールメニュー」画面が提供されています。

ServerView

RAID管理
ツール

Tape
Maintenance
Checker

Power
MANagement
for Windows

FM Advisor

PROBEPRO

SystemWalker /
LiveHelp
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高信頼ツールメニューを使用したインストール作業は、「高信頼ツールメニュー」画面
を表示させてインストールしたいツールを選択したあと、画面のメッセージにしたがっ
てインストールするだけです。各ツールとも次の共通操作でインストールします。

PROBEPROについてのみ、「高信頼ツールメニュー」からインストールしたあとに
も、継続して標準のインストーラによるインストール/設定作業が必要です。

ServerViewの継続作業について→「第 2部 4章」参照
PROBEPROの継続作業について→「第 2部 6.2.2」参照

1 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。

2 デスクトップ上の「高信頼ツールメニュー」アイコンをダブルクリックします。
「高信頼ツールメニュー」画面が表示されます。

3 ［ツール一覧へ］をクリックします。
「高信頼ツールメニュー」画面にツール一覧が表示されます。

4 インストールしたいツールのボタンをクリックします。

5 画面のメッセージに従ってインストール操作を行います。

6 インストール終了後、システムを再起動します。

3.3　各ツールの標準のインストーラによりインストールする

高信頼ツールには、各ツールごとにそれぞれ標準のインストーラが添付されています。
各ツールはこのインストーラを使用してインストールすることもできます。標準のイン
ストーラを使用したインストール方法については、各ツールの章を参照してください。

ServerView→「第 2部 4章」参照
Tape Maintenance Checker→「第 2部 5.1」参照

Power MANagement for Windows→「第 2部 5.2」参照
FM Advisor→「第 2部 6.1」参照
PROBEPRO→「第 2部 6.2」参照

DSNAP→「第 2部 6.3」参照
SystemWalker / LiveHelp® Client V5.0→「第 2部 7.1」参照
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第４章　サーバ監視ツール［ServerView］

ServerViewは、OS導入時に、ServerWizardにより OSや他の高信頼性ツールと同時
に一括インストールすることができます。ただし、ServerWizardでインストールできる
のは、ServerView Basicのみです。ServerView Fullおよび ServerView Consoleをイ
ンストールする場合には、OS導入後に、添付されている ServerView標準インストーラ
を使用する必要があります。

標準のインストーラには、次の 5つがあり、ServerViewの各ソフトウェアをインストー
ル/アンインストールできます。

ServerWizardでのインストールについて→「第 2部 3.1」参照
ServerView Basic / Full / Consoleについて→「第 2部 2.3」参照

・ ServerView Basicのインストーラ
・ ServerView Fullのインストーラ
・ ServerView Consoleのインストーラ
・ Server View Basic/Full共通のアンインストーラ
・ ServerView Consoleのアンインストーラ
本章では、標準のインストーラを使用して ServerViewをインストール/アンインストー
ルする方法について説明しています。

なお、ServerWizardにより、すでに ServerView Basicをインストール済の場合には、
本章の「4.4」以降をお読みになり、必要な作業を行ってください。
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4.1　動作環境

ServerViewが動作するのに必要なシステムの環境は次のとおりです。

●サーバ

サーバのシステム 動作条件

使用メモリ 32MB以上

ハードディスク 空き領域が 130MB以上

ディスプレイ SVGA（800×600） 以上の解像度。(推奨 : 1024×768)

LANカード 必要（オンボード LANでも可）

マウス 必要

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

モデム
ポケットベルを使用して公衆回線経由で通信を行う場合にのみ必要です。
サポートしているモデムについては、弊社の「PRIMERGYシステム構成図」をご
覧ください。

ネットワーク OS

・ Microsoft Windows 2000 Server Operating System ServicePack1 以降
・ Microsoft Windows 2000 Advanced Server Operating System ServicePack1
以降

・ Microsoft Windows NT Server Network Operating System Version 4.0
ServicePack 6a以降

・ Microsoft Windows NT Server Enterprise Edition Version 4.00 ServicePack
6a以降

プロトコル TCP/IPが動作していること。

サービス SNMP（サービス及びトラップ）が動作していること。

アプリケーション
I.E. 4.0以降（推奨：I.E.5.5）がインストール/設定されていること。また、Microsoft
Virtual Machine機能は必須です。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

アカウント Administratorと同等の権限が割り当てられていること。
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●管理端末

パソコンのシステム 動作条件

パソコン IBM PC互換機

プロセッサ Pentium®以上

メモリ 32MB以上

ハードディスク 空き領域が 130MB以上

ディスプレイ
(画面解像度) SVGA（800×600）以上の解像度。(推奨 : 1024×768)

LANカード 必要（オンボード LANでも可）

マウス 必要

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

モデム
ポケットベルを使用して公衆回線経由でサーバ監視を通知する場合にのみ
必要です。

ネットワーク OS

・ Microsoft Windows 2000 Professonal Operating System ServicePack1
以降

・ Microsoft Windows NT Workstation Network Operating System
Version 4.0 ServicePack 6a以降

プロトコル TCP/IPが動作していること。

サービス SNMP（サービス及びトラップ）が動作していること。

アプリケーション
I.E. 4.0以降（推奨：I.E.5.5）がインストール/設定されていること。また、
Microsoft Virtual Machine機能は必須です。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

アカウント
Administratorと同等の権限が割り当てられていること（Windows NT、
Windows 2000の場合に必要）。
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4.2　インストールの準備

ServerViewをインストールする前に、インストールが正しく行われるように準備をして
おく必要があります。

4.2.1　動作環境を準備する（TCP/IPプロトコル、SNMPサービスの設定）

ServerViewが正しく動作するためには、監視機能をインストールするサーバに、TCP/IP
プロトコル、SNMPサービスが正しく設定されている必要があります。
TCP/IPプロトコル、SNMPサービスを設定するには、サーバの OSにより、次のそれ
ぞれの手順で操作します。

■ Windows NTの場合

1 Windows NTのコントロールパネルから「ネットワーク」アイコンをダブルク
リックします。

2 「ネットワーク」ダイアログボックスで、「プロトコル」タブを選択します。

3 「ネットワークサービス」ボックスのリストの中に「TCP/IP」が表示されていな
い場合には、次の操作で TCP/IPをインストールします。

1. ［追加］をクリックします。
2. 「ネットワークサービス」ボックスのリストの中から「TCP/IP」を選択し、［OK］

をクリックします。
3. メッセージにしたがって操作します。

4 「ネットワーク」ダイアログボックスで、「サービス」タブを選択します。

5 「ネットワークサービス」ボックスのリストの中に「SNMPサービス」が表示さ
れていない場合には、次の操作で SNMPサービスをインストールします。

1. ［追加］をクリックします。
2. 「ネットワークサービス」ボックスのリストの中から「SNMPサービス」を選

択し、［OK］をクリックします。
3. メッセージにしたがって操作します。

6 「ネットワークサービス」ボックスのリストの中の「SNMPサービス」を選択し
て「プロパティ」をクリックします。

7 「トラップ」タブを選択します。

8 コミュニティ名ボックスに「public」を入力して「追加」をクリックします。

9 「追加...」をクリックします。
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10 コンソールをインストールするサーバのホスト名、IPまたは IPXアドレスを入
力し、「追加」をクリックします。

11 「セキュリティ」タブを選択します。

12 次のいずれかの操作を行います。
・・・・「受け付けるコミュニティ名」ボックスのリストの中に、コミュニティ名「public」、
権利「READ_CREATE」が存在する場合、SNMPのプロパティウィンドウを閉じて終
了します。

・・・・    「受け付けるコミュニティ名」ボックスのリストの中に、コミュニティ名「public」
が存在するものの、権利が「READ_CREATE」でない場合は、次の操作で権利を変更
します。

1. コミュニティ「public」を選択します。
2. ［編集］をクリックします
3. 「コミュニティ権利」コンボボックスから「READ_CREATE」を選択します。
4. ［OK］をクリックします。

・・・・    「受け付けるコミュニティ名」ボックスのリストの中に、コミュニティ名「public」
が存在しない場合は、次の操作でコミュニティを追加します。

1. ［追加］をクリックします。
2. 「コミュニティ権利」コンボボックスから「READ_CREATE」を選択します。
3. 「コミュニティ」ボックスに「public」と入力します
4. ［追加...］をクリックします。

Windows NTのインストールの際に、サービスパックを適用してから SNMPサービス
をインストールした場合は、再度サービスパックを適用してください。
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■Windows 2000の場合

1 Windows 2000コントロールパネルから「ネットワークとダイヤルアップ接続」
アイコンをダブルクリックします。

2 メニューバーの「詳細設定」より、「オプションネットワークコンポーネント」
を選択します。

3 次のいずれかの操作を行います。
・・・・「オプションネットワークコンポーネントウィザード」において「管理とモニタツー
ル」がすでにチェックされていた場合は、「管理とモニタツール」を選択し、［詳細］
をクリックして、「簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）」がサブコンポーネ
ントとしてチェックされているかを確認してください。チェックされている場合は、
すでに SNMPサービスがインストールされています。この場合は、手順 4に進んで
ください。

・・・・「オプションネットワークコンポーネントウィザード」において「管理とモニタツー
ル」がチェックされていない場合は、次の操作で SNMPサービスをインストールし
ます。

1. 「オプションネットワークコンポーネントウィザード」で「管理とモニタツー
ル」のチェックボックスをクリックして選択します。

2. ［詳細］をクリックし、「管理とモニタツール」のサブコンポーネントとして
「簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）」が選択されていることを確認
し、［OK］をクリックします。

3. 「オプションネットワークコンポーネントウィザード」で［次へ］をクリック
します。

4. メッセージにしたがって操作します。

4 コントロール パネルから［管理ツール］アイコンをダブルクリックします。

5 ［コンピュータの管理］アイコンをダブルクリックしてコンピュータの管理ウィ
ンドウを開きます。

6 コンソール ツリーで、［サービスとアプリケーション］－［サービス］をクリ
ックします。

7 詳細情報のウィンドウ領域で［SNMP Service］をクリックします。

8 ［操作］メニューのプロパティをクリックします。

9 「トラップ」タブをクリックします。

10 コミュニティ名ボックスに「public」と入力して［追加］をクリックします。

11 ［追加...］をクリックします。

12 コンソールをインストールするサーバのホスト名、IPまたは IPXアドレスを入
力し、［追加］をクリックします。

13 「セキュリティ」タブを選択します。
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14 次のいずれかの操作を行います。
・・・・    「受け付けるコミュニティ名」ボックスのリストの中に、コミュニティ名「public」
が存在するものの、権利が「READ_CREATE」でない場合は、次の操作で権利を変更
します。

1. コミュニティ「public」を選択します。

2. ［編集］をクリックします
3. 「コミュニティ権利」コンボボックスから「READ_CREATE」を選択します。
4. ［OK］をクリックします。

・・・・    「受け付けるコミュニティ名」ボックスのリストの中に、コミュニティ名「public」
が存在しない場合は、次の操作でコミュニティを追加します。

1. ［追加］をクリックします。
2. 「コミュニティ権利」コンボボックスから「READ_CREATE」を選択します。
3. 「コミュニティ」ボックスに「public」と入力します
4. ［追加...］をクリックします。

・・・・「受け付けるコミュニティ名」ボックスのリストの中に、コミュニティ名「public」
権利「READ_CREATE」が存在する場合、SNMPのプロパティウィンドウを閉じて終
了します。
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4.3　サーバに ServerViewをインストールする

サーバに ServerViewをインストールするには、ServerView Basic / Fullのどちらをイ
ンストールする場合にも、次の操作を行います。

ServerView Basic / Fullについて→「第 2部 2.3」参照

・作業をはじめる前に、サーバで使用するオプション装置は、サーバ本体またはオプ
ション装置の取扱説明書にしたがってあらかじめ取り付けておいてください。

・ ServerWizardで ServerViewをインストールした場合など、サーバに ServerView
Basicがインストール済のサーバには、ServerView Fullを追加インストールするこ
とはできません。ServerView Fullに変更したい場合には、一度 ServerView Basicを
アンインストールしたあとで、新規に ServerView Fullをインストールしてくださ
い。

ServerView Basicのアンインストール方法について→「第 2部 4.7」参照

1 管理者または管理者と同等の権限をもつユーザ名でログインします。

2 実行中のアプリケーションをすべて終了させます。

3 ServerViewの CD-ROMから、次のいずれかの操作を行います。

・「ServerView Full」をインストールする場合
ServerViewの CD-ROMから、次のプログラムを起動します。

　<CD-ROMのドライブ>:¥SVMANAGE¥SV_FULL.EXE

・「ServerView Basic」をインストールする場合
ServerViewの CD-ROMから、次のプログラムを起動します。

　<CD-ROMのドライブ>:¥SVMANAGE¥SV_BASIC.EXE

いずれの場合にも、インストーラが起動すると次の画面が表示されます。



第４章　サーバ監視ツール［ServerView］  2-25

インストールが完了すると、インストール画面が自動的に終了します。

・途中で処理を中断したり、インストール中にエラーメッセージが表示された場合は、
インストールが正しく行われていません。この場合には、インストールされていな
いソフトウェアが正しくインストールされるように対処し、もう一度インストール
し直す必要があります。

・ ServerViewをインストールすると、同時に管理コンソールとアラームサービスが
インストールされます。アラームサービスは、監視対象のサーバから SNMPトラッ
プで受け取った状態をモニタしたり、受け取る情報を選択したりするサービスです。

使用方法→ServerViewの CD-ROM内の「ServerView V02.50ユーザーズガイド」参照
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4.4　ServerViewの管理端末を構築する

ServerViewの監視システムで管理端末を使用したい場合には、管理端末に使用したい任
意のパソコンに ServerView Consoleをインストールします。
ServerView Consoleをインストールするには、次の操作を行います。

ServerView Consoleについて→「第 2部 2.3」参照

新規に管理端末を構築する前に、必ず「第 2部 4.3インストールの準備」を行ってく
ださい。

1 管理者または管理者と同等の権限をもつユーザとしてログインします。

2 実行中のアプリケーションをすべて終了させます。

3 ServerViewの CD-ROMから、次のプログラムを起動します。

<CD-ROMのドライブ>:¥SVMANAGE¥CONSOLE.EXE

インストーラが起動すると、次の画面が表示されます。

インストールが完了すると、インストール画面が自動的に終了します。
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・途中で処理を中断したり、インストール中にエラーメッセージが表示された場合は、
インストールが正しく行われていません。この場合には、インストールされていな
いソフトウェアが正しくインストールされるように対処し、もう一度インストール
し直す必要があります。

・管理コンソールをインストールすると、同時にアラームサービスがインストールさ
れます。アラームサービスは、監視対象のサーバから SNMPトラップで受け取った
状態をモニタしたり、受け取る情報を選択したりするサービスです。

使用方法→ServerViewの CD-ROM内の「ServerView V02.50ユーザーズガイド」参照
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4.5　インストール後のサーバの設定について

ServerViewをインストールしたあとは、ServerViewを正しく運用できるように、サー
バを以下のとおり設定する必要があります。

4.5.1　Service Packを適用する

ServerViewを使用する前に、サーバに Service Pack の適用を行ってください。

・Windows NT4.0 の場合、Service Pack 6a以降を適用します。
・Windows 2000 の場合、Service Pack 1以降を適用します。

Service Packの適用は必ず行ってください。Service Packを適用しない場合には、動
作は保証されません。

4.5.2　Microsoft Virtual Machineを設定する

ServerViewを使用する前に、次の設定処理の適用を必ず行ってください。
・ ServerView の CD-ROMから、次のプログラムを起動します。
   <CD-ROMのドライバ>:¥SVMANAGE¥TOOLS¥VMSETUP.EXE
上記処理において、MicroSoft Virtual Machineがインストールされていない場合にはイ
ンストール処理を実行します。インストールされている場合は、バージョン/レベルを確
認し、古い場合にはアップデートを行います。

4.5.1の適用は必ず行ってください。適用しない場合には、動作は保証されません。

4.5.3　 ServerViewの監視機能を設定する

サーバに、監視処理の機能を設定する必要があります。

ServerViewの使用方法
→ServerViewの CD-ROM内の「ServerView V02.50ユーザーズガイド」参照

4.5.4　管理ユーザを設定する

監視機能は、インストールすると、デフォルトで ServerViewの管理権限をもつグルー
プ（FUJITSU SVUSER）が設定されます。このグループに属するユーザのみが
ServerViewで監視対象サーバの設定変更、シャットダウンなど行えます。このグループ
に属するユーザは自動的に作成されませんので、監視対象サーバごとに ServerViewの
管理者を FUJITSU SVUSERグループに追加します。
FUJITSU SVUSERグループにユーザを追加するには、以下の操作を行います。

FUJITSU SVUSERグループに、（グローバル）グループを追加しても、追加されたグループに
含まれているユーザには管理権限は与えられません。

FUJITSU SVUSERグループには、ユーザのみを追加してください。
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■ Windows NT Workstationの場合

1 スタートメニューから［プログラム］－［管理ツール（共通）］－［ユーザー マ
ネージャ］を選択します

2 ［ユーザー マネージャ］ウィンドウで、FUJITSU SVUSERグループをクリック
します。

3 ［ユーザー］メニューの［プロパティ］をクリックします
ユーザー アカウントのフル ネームを表示するには、[フル ネームで表示] をク
リックします。

ローカル グループにほかのドメインからのユーザーが多数含まれている場合は、
表示に時間がかかることがあります。

4 新しいメンバーを追加するには、[追加] をクリックし、[ユーザーとグループの
追加] ダイアログ ボックスで必要な情報を設定します。

■ Windows NT Serverの場合

1 スタートメニューから［プログラム］－［管理ツール（共通）］－［ドメイン
ユーザー マネージャ］を選択します

2 ［ユーザー］メニューの［ドメインの選択］を選択します。

3 「¥¥コンピュータ名」（コンピュータ名の前に円記号を２つ付けます）のように
入力し、［OK］をクリックします。

4 ［ドメイン ユーザー マネージャ］ウィンドウで、FUJITSU SVUSERグループ
をクリックします。

5 ［ユーザー］メニューの［プロパティ］をクリックします

ユーザー アカウントのフル ネームを表示するには、[フル ネームで表示] をク
リックします。

ローカル グループにほかのドメインからのユーザーが多数含まれている場合は、
表示に時間がかかることがあります。

6 新しいメンバーを追加するには、[追加] をクリックし、[ユーザーとグループの
追加] ダイアログ ボックスで必要な情報を設定します。
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■ Windows 2000の場合

1 ［コントロール パネル］から［管理ツール］アイコンをダブルクリックします。

2 ［コンピュータの管理］アイコンをダブルクリックしてコンピュータの管理ウィ
ンドウを開きます。

3 ［コンソール ツリー］で、［ローカル ユーザーとグループ］の［グループ］を
クリックします。

4 FUJITSU SVUSERをクリックします。

5 ［操作］をクリックし、［プロパティ］をクリックします。

6 ［追加］をクリックします。

7 追加するユーザーまたはグループの名前を下のボックスに入力するか、ユーザ
ーまたはグループを上のボックスで選択して［追加］をクリックします。

8 追加するユーザー名またはグループ名を確認する場合は、［名前の確認］をク
リックします。

9 必要なすべてのユーザーを追加したら、［OK］をクリックします。
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4.6　管理端末から管理コンソールをアンインストールする

管理端末を他のパソコンに切り替えて使用する場合、あるいは ServerViewをレベルア
ップする場合などには、管理端末から現在の管理コンソールをアンインストールする必
要があります。

管理コンソールをアンインストールする場合には、次の操作を行います。

・管理コンソールをアンインストールする前に、アラームサービスおよび管理コンソ
ールが実行中の場合には、必ず終了させてください。アラームサービスおよび管理
コンソールが起動している状態でアンインストールが実行した場合、その後の OS
動作が保証されません。

・下記のアンインストールの操作は、途中で中断したり、操作説明から外れた操作を
行うと、正しくアンインストールされません。アンインストールは最後まで確実に
行ってください。

1 スタートボタンからプログラムを選択し、Fujitsu ServerView内の UNINSTALL
を実行して下さい。
アンインストールを開始するメッセージが表示され、アンインストールが開始します。
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2 「Automatic」を選択し、「Next」を実行します。

ここでは、必ず「Automatic」を選択し実行してください「Custom」を選択すると、
アンインストールを行いたいファイル、レジストリの選択ができますが、一部のファ
イルやレジストリをアンインストールした場合に、その後の動作が保証されません。

アンインストールが開始し、進行状況が表示されます。

3 「Finish」を実行します。
アンインストールが終了すると次のメッセージが表示されます。

アンインストールが終了すると上記メッセージが消えます。



第４章　サーバ監視ツール［ServerView］  2-33

4.7　サーバから ServerViewをアンインストールする

サーバをレベルアップしてサーバの監視システムを再構築する場合などには、サーバか
ら現在の ServerView Basic / Fullをアンインストールする必要があります。
ServerView Basic / Fullをアンインストールする場合には、次の共通操作を行います。

アンインストールを行う時に、途中で処理を中断したり下記手順以外の操作を行うと、
正しくアンインストールされません。アンインストールは最後まで確実に行ってくだ
さい。

1 管理者または管理者と同等の権限をもつユーザ名でログインします。

2 実行中のアプリケーションをすべて終了させます。

3 管理コンソールをアンインストールします。
操作方法→「第 2部 4.6」参照（記述中の「管理端末」を「サーバ」に読み替えてください）

4 ServerViewの CD-ROMから、「SVMANAGE」ディレクトリ配下の
「UNAGENT.BAT」を起動します。
アンインストールを開始するメッセージが表示され、アンインストールが開始します。
アンインストールが完了すると、次の画面が表示されます。

いずれかのキーを押すことで、アンインストール処理が終了します。
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4.8　オプション装置を追加監視する

サーバに搭載/接続されているオプション装置の監視機能を有効にする場合には、各オプ
ション装置の監視ソフトウェアをインストールする必要があります。

オプション装置の監視ソフトウェアのインストールについては、各オプション装置に添
付の取扱い説明書をお読みになり、正しく行ってください。オプション装置によりイン
ストール方法などに違いがありますのでご注意ください。

・・・・    PG-142B

PG-142Bを監視対象にする場合には、「PG-142B取扱い説明書」をよくお読みにな
り、正しくご使用ください。

・・・・    PG-143B

PG-143Bを監視対象にする場合には、ServerViewの CD-ROM内の「ServerView
V02.50ユーザーズガイド」に従い、正しくインストール処理を行ってください。

途中で処理を中断したり、インストール中にエラーメッセージが表示された場合は、
インストールが正しく行われていません。この場合には、インストールされていない
ソフトウェアが正しくインストールされるように対処し、もう一度インストールし直
す必要があります。

使用方法→ServerViewの CD-ROM内の「ServerView V02.50ユーザーズガイド」参照
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第 5章　運用管理支援ツール
[ Tape Maintenance Checker / Power MANagement for Windows ]

運用管理支援ツールの各ツールに添付の標準のインストーラでインストールする方法に
ついて説明しています。

5.1　テープ装置のメンテナンス［Tape Maintenance Checker］

Tape Maintenance Checkerを標準のインストーラでインストールするには、次の操作
を行います。

・インストールする際には、メンテナンス対象のテープ装置がサーバに装着されてい
ることを確認してから行ってください。

・インストールする際には、すべてのプログラム（ウィルスワクチンプログラムなど）
を終了してください。

1 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。

2 CD-ROMドライブに ServerWizard V2.0の CD-ROMを挿入します。

3 ［スタート］をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
ファイル名を指定して実行の画面が表示されます。

4 「名前」に以下のように入力し、[OK]をクリックします。
（CD-ROMドライブを Dに設定している場合）
D:¥TMCHECK¥Setup.exe

5 インストーラが起動します。
画面のメッセージに従ってインストールを行ってください。

6 インストール終了後、システムを再起動します。
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5.2　クライアントからのサーバの電源制御［Power MANagement for Windows］

Power MANagement for Windowsを標準のインストーラでインストールするには、次
の操作を行います。

1 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。

2 CD-ROMドライブに ServerWizard V2.0の CD-ROMを挿入します。

3 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
ファイル名を指定して実行の画面が表示されます。

4 「名前」に以下のように入力し、［OK］をクリックします。
（CD-ROMドライブを Dに設定している場合）
D: ¥PMAN¥AGENT¥SETUP.EXE

5 インストーラが起動します。
画面のメッセージに従ってインストールを行ってください。

6 インストール終了後、システムを再起動します。
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第 6章　システム診断支援ツール
[FM Advisor / PROBEPRO / DSNAP]

システム支援ツールの各ツールに添付の標準のインストーラでインストール/設定する方
法について説明しています。

6.1　システム環境の診断機能［FM Advisor］

FM Advisorを標準のインストーラでインストールするには、次の操作を行います。

1 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。

2 CD-ROMドライブに ServerWizard V2.0 の CD-ROMを挿入します。

3 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
ファイル名を指定して実行の画面が表示されます。

4 「名前」に以下のように入力し、［OK］をクリックします。
（CD-ROMドライブを Dに設定している場合）
D:¥ FMADV¥SETUP.EXE

5 インストーラが起動します。
画面のメッセージに従ってインストールを行ってください。

6 インストール終了後、システムを再起動します。

6.1.1　診断方法

FM Advisorを起動すると自動的に調査が開始され、調査結果が表示されます。

1 スタートメニューから［プログラム］→［FM Advisor］→［FM Advisor］を選
択します。
FM Advisorが起動します。

2 起動すると、自動的に定義ファイルが読みこまれ、調査が実行されます。
調査の状況はウィンドウのグラフに表示され、進行状況をチェックすることができます。
なお、ファイルの検索をキャンセルしたい場合は、［キャンセル］ボタンをクリックし
てください。ファイルの検索をキャンセルしても、次のシステム情報の取得が行われま
す。
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3 ファイルの検索が終了すると、自動的にシステム情報の取得を実行します。
調査結果が表示されます。［OK］ボタンをクリックして、詳細情報を確認します。

［ファイル］メニューから［調査の実行］を選択してもチェックが行われます。

6.1.2　定義ファイルの入手方法

最新の定義ファイルは当社のホームページ ”FMWORLD” の「ソフトウェアライブラ
リ」で公開されています。コンピュータを正確に診断するには、定義ファイルは非常に
重要な役割を担います。最新の定義ファイルをご利用ください。

FM Advisor 最新バージョンの定義ファイルは、Windows 9x 用、Windows NT 用の 2
種類があります。各 OSに対応した定義ファイルをご利用ください。異なった定義ファ
イルを使用した場合、 FM Advisor は、正確にコンピュータを診断することができませ
ん。

FM WORLDのURL  ：http://www.fmworld.net/
ソフトウェアライブラリのURL：http://www.fmworld.net/adownload.html

6.2　トラブル原因の早期発見［PROBEPRO］
　　　－サーバ環境の更新履歴の確認

標準のインストーラを使用して PROBEPROをインストールする方法と PROBEPROの
動作環境の定義について説明します。ServerWizard から PROBEPRO をインストール
した場合には、PROBEPROの動作環境の定義だけを行ってください。

PROBEPROの動作環境を定義する→「第 2部 7.2.2」参照

6.2.1　インストール方法

PROBEPROを標準のインストーラでインストールするには、次の操作を行います。

1 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。

ログオンしたサーバがWindowsNT 3.51/4.0の場合には、初回インストール時だけ次の操
作を行います。

1. システムレベルに対応するシンボルファイルを任意のディレクトリ（ディレクトリ
名の最後は、「¥Symbols」である必要があります。）にコピーします。

2 CD-ROMドライブに ServerWizard V2.0の CD-ROMを挿入します。

3 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
ファイル名を指定して実行画面が表示されます。
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4 「名前」に以下のように入力し、［OK］をクリックします。

  D:¥PROBEPRO¥SETUP.EXE （CD-ROMドライブを Dに設定している場合）

インストーラが起動します。

5 画面のメッセージに従ってインストールします。
PROBEPROのインストールが終了すると、動作環境の定義を行うかどうかを問い合わせ
るメッセージボックスが表示されます。

6 ［はい］をクリックします。
定義ウィザードが起動し、ウィザードの初期画面が表示されます。

7 定義ウィザードを操作して、動作環境を定義します。
定義ウィザードの操作方法→「第 2部 7.2.2の手順 3～5」参照

6.2.2　動作環境を定義する

PROBEPRO をご使用になるには、PROBEPRO の動作環境が定義されている必要があ
ります。動作環境の定義は、標準のインストーラでのインストール時、または PROBEPRO
がインストール済みの場合に、定義ウィザードを操作して行えます。ServerWizard で
PROBEPRO をインストールした場合は、インストール時には動作環境が定義できない
ので、インストール後に定義ウィザードを起動して動作環境を定義する必要があります。
定義ウィザードを起動して動作環境を定義するには、次の操作を行います。

1 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。
ログオンしたサーバがWindowsNT 3.51/4.0で、PROBEPROが ServerWizardからインスト
ールされている場合には、初回起動時だけ次の操作を行います。

1. システムレベルに対応するシンボルファイルを任意のディレクトリ（ディレクトリ
名の最後は、「¥Symbols」である必要があります。）にコピーします。

2 「スタート」→「プログラム」→「PROBEPRO V2.0L10」→「PROBEPRO 定
義ウィザード」の順にクリックします。
定義ウィザードが起動し、ウィザードの初期画面が表示されます。

3 初期画面で［次へ］を順にクリックします。
WindowsNT 3.51/4.0のサーバでは、シンボルパス名の設定画面が表示されます。設定画
面で次の操作を行います。

1. 「シンボルパス名」に現在のシステムレベルに対応するシンボルファイルが格納さ
れるディレクトリを入力します。

4 ［次へ］を順にクリックします。

5 定義内容の設定確認画面が表示されたら、［はい］をクリックします。
ログオンしたサーバがWindowsNT 3.51/4.0の場合には、Pool Enhancementsのインストー
ル、および、システムの再起動が行われます。
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6.2.3　初回インストール時の初期設定について

■システム情報の収集契機

各機能におけるシステム情報の収集契機は以下の通りとなります。

機　能 収集契機

モジュール情報の収集 システム起動時、24時間インターバル

レジストリ情報の収集 システム起動時、24時間インターバル

パフォーマンス情報の収集 30分インターバル

■出力先ディレクトリ

PROBEPROが収集したシステム情報は以下のディレクトリに出力されます。
          C:¥Program Files¥FUJITSU¥PROBEPRO¥Data

6.2.4　再インストール方法

PROBEPROを再インストールする場合は、一度、PROBEPROをアンインストールし
てから行ってください。

アンインストールの方法→「第 2部 7.2.5」参照
インストールの方法→「第 2部 7.2.1」参照

6.2.5　アンインストール方法

1 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。

2 「スタート」→「プログラム」→「PROBEPRO V2.0L10」→「PROBEPROア
ンインストール」の順にクリックします。
アンインストーラが起動します。

3 画面のメッセージに従ってアンインストールを行います。

6.3　トラブル原因の早期発見［DSNAP］
　　　－サーバ環境情報の一括取得

¥DSNAPには、以下のファイルが ServerWizardの CD-ROMに含まれています。
ハードディスク内のフォルダに複写してください。

DSNAP.EXE
README.TXT



第 7章　遠隔保守支援ツール   2-41

第 7章　遠隔保守支援ツール
［ SystemWalker / LiveHelp® Client V5.0 ］

遠隔保守支援ツールの各ツールに添付の標準のインストーラでインストールする方法に
ついて説明しています。

7.1　サーバの遠隔操作［SystemWalker / LiveHelp® Client V5.0］

SystemWalker/LiveHelp® Client V5.0を標準のインストーラでインストールする方法
および操作などについて説明します。

7.1.1　インストール方法

1 管理者権限を持つアカウントでサーバにログオンします。

2 CD-ROMドライブに ServerWizard V2.0の CD-ROMを挿入します。

3 「スタート」をクリックし、「ファイル名を指定して実行」をクリックします。
ファイル名を指定して実行の画面が表示されます。

4 「名前」に以下のように入力し、［OK］をクリックします。
（CD-ROMドライブを Dに設定している場合）
D:¥ LIVEHELP¥INSTALL　または  D:¥LIVEHELP¥INSTALL　/admin

5 インストーラが起動します。
画面のメッセージに従ってインストールを行ってください。

6 インストール終了後、システムを再起動します。
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7.1.2　操作概要

PRIMERGYに添付の ServerWizardの CD-ROMでは、サーバにインストールする
LiveHelp Clientソフトウェアが標準で添付されていますので、サーバをリモート操作す
る側のパソコンに、LiveHelp Expertソフトウェア*1または
SystemWalker/CentricMGR*2を購入してインストールする必要があります。

LiveHelpでは、リモート操作されるサーバをクライアント（Client）と呼びます。サー
バをリモート操作する人をエキスパート（Expert）と呼びます。クライアントとエキス
パートが通信している状態をセッションと呼びます。

 ［Client］プログラムの起動

操作対象のサーバで［Client］プログラムを起動します。［Clientセットアップ］プロ
グラムで［Client］プログラムをWindows NTのサービスとして自動起動するように設
定すると、Windows NTへのログオン前からリモート操作が行えます。［Expert］プロ
グラムとの通信方式も［Clientセットアップ］プログラムで選択します。

 ［Expert］プログラムの起動

リモート操作しようとするエキスパートは、LiveHelpの［Expert］アイコンをダブルク
リックして、［Expert］プログラムを起動します。エキスパートは、次に示す、［Expert］
ツールバーを使ってセッションを管理します。

Clientの終了
エキスパートの
画面を送信

クライアントの
画面を受信 クライアントの

リモート操作

画面全体 に表
示、元に戻す

Expertの終了

画面をフリップチ
ャートにコピーフリップチャー

トの起動/停止
拡張ファイル
転送

キー列送信

クリップボード
受信

セッションへの
参加

 サーバへの接続

エキスパートは、［セッションへの参加］ボタンをクリックします。エキスパートは、
クライアントを選択してサーバに接続します。これでセッションが始まります。
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 画面受信、  リモート操作

セッションが始まるとすぐに、これらのボタンが自動的にクリックされ、エキスパート
はサーバの画面内容を見たり、サーバをリモート操作することができます。

セッション中はツールバーやメニューコマンドを使って LiveHelpのさまざまな機能を
利用できます。

 画面を全体に表示

画面を全体に表示すると、操作が楽になります。この場合、ツールバーは画面にフロー
ト化されて常に他の画面より手前に表示されます。

 特殊キーの送信

［Client］プログラムをWindows NTのサービスとして自動起動するように設定すると、
ここで、［特殊キーの送信］ボタンをクリックし、［Ctrl+Alt+Del］キーを送信、Windows
NTへのログオン操作が行えます。
［特殊キーの送信］ボタンでは、［Ctrl+Alt+Del］、［Ctrl+Esc］、［Print Screen］、
［Alt+Print Screen］キーをサーバに送信します。［Ctrl+Alt+Del］キーを送信すれば、
サーバへリモートログイン、ログアウト、シャットダウンもできます。

 クリップボード受信

サーバのクリップボードの内容は、［クリップボード受信］ボタンをクリックし、エキ
スパートのパソコンにコピーできます。

 ファイル転送

複数のファイルをエキスパートのパソコンとサーバの間で一括転送。問題解析情報の取
得やシステム修復が簡単にできます。

 Clientの終了

サポートが終了したら、［Clientの終了］ボタンをクリックして、動作中の LiveHelp Client
を終了することができます。

サーバをリモート操作する場合、LiveHelp Clientを終了すると［Client］プログラムを
Windows NTのサービスとして自動起動するように設定していない限り、再度接続す
ることができなくなります。
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 Expertの終了

すべてのサポートが終了したら、［Expertの終了］ボタンをクリックして、LiveHelp
Expertを終了します。

［Clientの終了］ボタンをクリックせずに LiveHelp Expertを終了すると、LiveHelp
Clientはサーバで動作を続け、接続待ちの状態になります。

7.1.3　その他の機能

LiveHelpには前述の操作概要で説明した機能のほか、次のような機能を備えています。

■複数人のエキスパートによるリモート操作

サーバの画面やマウスの動きを、複数人のエキスパートがリアルタイムで受信し、同時
に状況を把握できます。また、複数人のエキスパートが交代で、自分のキーボードとマ
ウスでサーバを操作、非定型的な操作も自由に行えます。

■接続のパスワード

LiveHelp Clientの起動時にパスワードを設定できます。この場合、サポート部門の専門
家がサーバへ接続する時に同じパスワードの入力が必要になります。［Client］プログ
ラムをWindows NTのサービスとして自動起動するように設定してあれば、この後、
Windows NTへのログオンを行うことになります。

■エンドユーザのサポート

LiveHelp Clientソフトウェア*3をエンドユーザのパソコンにインストールすると、サー
バのリモート操作と同様に、同じ LiveHelp Expertを使って、エンドユーザサポートの
ためにパソコンをリモート操作できます。

*1 製品名称:SystemWalker/LiveHelp Expert V5.0、製品型名: B2884973
*2 製品名称:
      SystemWalker/CentricMGR EE V5.0 マネージャ、製品型名: B293C4491
      SystemWalker/CentricMGR EE V5.0 エージェント、製品型名: B293C74F0
      SystemWalker/CentricMGR SE V5.0 マネージャ、製品型名: B293C1515
      SystemWalker/CentricMGR SE V5.0 エージェント、製品型名: B293C74D0
 *3 製品名称: SystemWalker/LiveHelp Client V5.0、製品型名: B2884963
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付録 A　こんなときは（Q&A）  付録-3

付録

付録 A　こんなときは（Q&A）

Q．モデムを追加するには?

A．次の手順で追加してください。

1）Windows NTを起動し、管理者権限を持ったユーザアカウントでログオンします。

2）｢スタート｣－｢設定｣－｢コントロールパネル｣をクリックします。

3）［モデム］アイコンをダブルクリックします。
新しいモデムのインストール画面が表示されます。

4）｢モデムを一覧から選択するので検出しない｣をチェックし、［次へ］をクリックしま
す。

5）｢製造元｣からモデムメーカーを、｢モデル｣から該当するモデムを選択し、［次へ］を
クリックします。

● モデムにデバイスドライバが添付されている場合は、Aドライブに挿入して｢ディスク使用｣をク
リックし、該当するモデムを選択します。また、一覧表にモデム名が表示されず、モデムにもド

ライバが添付されていない場合は、｢Windows NT Server Version 4.0 Disc1｣を CD-ROMドラ
イブにセットして、該当するモデムを選択します。

6）｢選択したポート｣をクリックし、表示されている［COMn］をクリックして［次へ］
をクリックします。

7）所在地の設定を行い、［次へ］をクリックします。

項目 説明

国名 現在パソコンを使用している国を入力します（例：日本）。

市外局番 現在パソコンを使用している場所の市外局番を入力します（例：03）。
外線発信番号 内線を使用している場合、外線にかけるときに必要な番号を入力します

（例：0）。
ダイヤル方法 電話の契約がプッシュ回線の場合は「トーン」、ダイヤル回線の場合は

「パルス」を選択します。

8）［完了］をクリックします。

9）［閉じる］をクリックします。



付録-4  Q．プリンタを追加するには?

Q．プリンタを追加するには?

A．次の手順で追加してください。

1）｢スタート｣－｢設定｣－｢プリンタ｣をクリックします。

2）［プリンタの追加］アイコンをダブルクリックします。
プリンタの追加ウィザード画面が表示されます。

3）｢このコンピュータ｣を選択して、［次へ］をクリックします。

4）｢利用可能なポート｣を選択して、｢LPT:1｣をチェックして、［次へ］をクリックしま
す（通常は LPT1ですが、使用プリンタによっては別のポートを選択します）。

5）｢製造元｣からプリンタメーカーを、｢プリンタ｣から該当するプリンタを選択して、［次
へ］をクリックします。

● プリンタにデバイスドライバが添付されている場合は Aドライブにフロッピーを挿入して｢ディ
スク使用｣をクリックし、該当するプリンタを選択します。また、一覧表にもプリンタ名が表示

されず、プリンタにもドライバが添付されていない場合は、｢Windwows NT Server Version 4.0
Disc1｣を CD-ROMドライブに挿入して、該当するプリンタを選択します。

6）｢プリンタ」でプリンタ名を入力し、［次へ］をクリックします。
すでに他のプリンタドライバがインストールされている場合は、Windowsアプリケー
ションで選択したプリンタを通常使うかどうかを選択し、［次へ］をクリックします。

7）プリンタを共有しない場合は｢共有しない｣を、共有する場合は｢共有する｣を選択して
から｢共有名｣を付けて［次へ］をクリックします。

8）テストページを印刷するかどうかを指定して、［完了］をクリックします。

■FMLBPシリーズ、FMPRシリーズをお使いの場合

デバイスフォントの白色を使用した場合、印刷結果が画面と異なることがあります。白
色で印刷する場合は、デバイスフォント以外で印刷してください。

■FMLBP225PS、FMLBP211PSをお使いの場合

・ドキュメント画面ボックス－［ドキュメントのオプション］の［プリンタの機能］の
［標準に戻す］ボタンをクリックしても、変更前の設定状態には戻りません。

・ドキュメント画面ボックス－［ハーフトーンカラーの調整］で「明るさ」や「コント
ラスト」などを調整しても、印刷には反映されません。

・用紙の種類で「A4横」のような「××横」の用紙では正しく印刷できません。
このようなデータを印刷する場合は、用紙の種類で「A4」印刷の向きを「横」に指定
して印刷してください。
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■富士通プリンタ増設カードに FUJITSU Printia XLシリーズプリンタおよび他社プ

リンタを接続する場合

富士通プリンタ増設カードに FUJITSU Printia XLシリーズプリンタおよび他社プリン
タを接続する場合は、REGEDT32.EXEコマンドを使って、レジストリの以下のキーの
値を変更し、システムを再起動してください（この例ではプリンタが接続されているポ
ートが"LPT4"とします）。

キー：¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥PARALLEL SETUP INFO¥LPT4

値  ：Escp  ：REG_BINARY   ：01 00 00 00

                                     ↑ここを 0 0 から 0 1 に変更

■任意の用紙サイズを設定する場合

富士通 FMシリーズ用シリアルプリンタでフォームを使用する場合、使用できるフォー
ムのサイズはそれぞれのドライバによって以下の範囲となっています。この範囲外のも
のは使用できません。

● 用紙サイズの設定

プリンタの［ファイル］メニューから［サーバのプロパティ］をクリックし、［用紙］
タブの［新しい用紙を作成する］をチェックして作成します。任意の用紙サイズを設定
できます。詳細については、Windows NTのマニュアルおよびオンラインヘルプを参照
してください。

幅：50～345.4mm（1.79～13.6インチ）高さ：50～420.0mm（1.79～16.5インチ）のドライバ
［136桁プリンタ］
"FUJITSU FMPR 180"
"FUJITSU FMPR 180（Color）"
"FUJITSU FMPR -353G2"
"FUJITSU FMPR -353A2"
"FUJITSU FMPR -361"
"FUJITSU FMPR -372"
"FUJITSU FMPR -671"
"FUJITSU FMPR -654"
"FUJITSU FMPR -359F1"
"FUJITSU FMPR -455"
"FUJITSU FMPR -456"
"FUJITSU FMPR -371A"
"FUJITSU FMPR -374"
"FUJITSU FMPR -366（Monochrome）"
"FUJITSU FMPR -373（Color）"
"FUJITSU FMPR -366（Color）"
"FUJITSU FMLP -351"
"FUJITSU FMPR -373（Monochrome）"
"FUJITSU FMPR -672"



付録-6  Q．区画(パーティション)はどのように作成されますか?

幅：50～203.2mm（1.79～8インチ）高さ：50～420.0mm（1.79～16.5インチ）のドライバ
［80桁プリンタ］
"FUJITSU FMPR -302G2"
"FUJITSU FMPR -302A2"
"FUJITSU FMPR -204B"
"FUJITSU FMPR -204W"
"FUJITSU FMPR -101W"
"FUJITSU FMPR -101B"
"FUJITSU FMPR -102G"
"FUJITSU FMPR -601"
"FUJITSU FMPR -303G"
"FUJITSU FMJP -101G"
"FUJITSU FMPR -221G"

幅：50～420.0mm（1.79～16.5インチ）高さ：50～420.0mm（1.79～16.5インチ）のドライバ
"FUJITSU FMPR -360"
"FUJITSU FMPR -360（Color）"
"FUJITSU FMJP -211"

幅：25.4～345.4mm（1～13.6インチ）高さ：25.4～558.8mm（1～22インチ）のドライバ
［ESC/Pシーケンス］
"FUJITSU ESC/P"
"FUJITSU FMPR -375E"
"FUJITSU FMPR -371E"
"FUJITSU FMP -PR121G"

Q．区画(パーティション)はどのように作成されますか?

A.区画(パーティション)の作成方法には、手動／自動の２種類の方法があり、

次のように作成されます。

■手動設定の場合

実際のサーバに接続されているハードディスクの容量が指定した容量より大きい場合は、
指定した容量でシステム区画とアプリケーション区画が作成されます。残りの領域は未
使用領域となります。

実際のサーバに接続されているハードディスクの容量が、指定した容量より小さい場合
は、指定された容量でシステム区画を作成した後、残りをアプリケーション区画として
作成します。ただし、指定した容量でシステム区画が作成できた場合は、残りがアプリ
ケーション区画となります。また、残り未使用領域が 1GB未満の場合、アプリケーショ
ン区画は作成されません。
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■ 自動設定の場合

実際のサーバに接続されているハードディスクの容量によって、作成される区画の容量
が異なります。

実際のサーバに接続されているハードディスクの容量が 4096MBより小さい場合は、全
領域がシステム区画となり、アプリケーション区画は作成されません。

実際のサーバに接続されているハードディスクの容量が 4096MBより大きい場合は、
4096MBのシステム区画を作成し、残りがアプリケーション区画となります。ただし、
残り未使用領域が 1GB未満の場合、アプリケーション区画は作成されません。

・実際には、区画を管理するための領域があるため、指定された容量より若干少なく
なることがあります。

・ 8GBよりも容量の大きなハードディスクを接続している場合でも、BIOSのジオメ
トリ変換によって、8GBより若干少ない領域の区画が作成されます。

Q．RAIDを構築するときの注意点は?

A.次の点に留意してください。

■ハード構成

条件 内容

サポートする SCSIアレイコ
ントローラカード枚数

１枚

SCSIアレイコントローラカ
ードとして使用できる条件

本体マニュアルに記述してある所定のスロット位置に装着され
ていること

ハードディスクの条件 （1）本体内蔵のみ
（2）必ず同形式および同容量のハードディスクを使用すること
（3）RAIDレベルにより設定できる台数は以下のとおりです。
       RAIDレベル 0         － 2～8台
       RAIDレベル 1         － 2台
       RAIDレベル 5（推奨） － 3～8台
       RAIDレベル 6         － 3～8台
※ ただし、本体の最大搭載数を超えて設定しないでください。
   本体の最大搭載数は本体マニュアルを参照してください。
（4）ホットスペア（スタンバイディスク）
       なし／あり（１台まで、RAIDレベル 0 を除く）

ホットスペアを「あり」に指定した場合は、実際に搭載するハードディスク台数は上
記（３）の設定台数＋１台としてください。
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■ RAID6のしくみ

RAID6は、データを分割して複数のディスクにそれ
ぞれ分配して書き込むストライピングに加え、ミラ
ーリングにより冗長性を持たせています。実際に使
用できる容量は、全ハードディスク容量の半分にな
りますが、RAID5と比べて書き込み時の性能はよく
なります。

■アレイ構成

項目 内容

フィジカルパック数 1
システムドライブ数 1
最大システムドライブ容量 1TB
ハードディスクのパック順 ハードディスクに設定された SCSI ID の小さい順で Channel 0

と Channel 1を交互にパックする。（２チャンネルの場合）
例（２チャンネルの場合）　パック A-1　Channel 0 SCSI ID 0
　　　　　　　　　　　　　パック A-2　Channel 1 SCSI ID 0
　　　　　　　　　　　　　パック A-3　Channel 0 SCSI ID 1
　　　　　　　　　　　　　パック A-4　Channel 1 SCSI ID 1
　　　　　　　　　　　　　パック A-5　Channel 0 SCSI ID 2
ホットスペアを指定した場合は、ホットスペアのハードディスクは
一番小さいチャンネル番号で SCSI IDが最小のハードディスクと
なります。（通常は Channel 0 で SCSI ID 0 のハードディスク）

■ディスク台数

・設定した台数（ホットスペアありの場合は＋1台）より実際に装着されている台数が
少ない場合、ServerWizardはエラーとなり、セットアップは中断されます。

・設定した台数（ホットスペアありの場合は＋1台）より実際に装着されている台数が
多い場合、設定どおりになり、余ったディスクはスタンバイディスクとなります。ま
た、後からフィジカルパックを追加することもできます。詳しくは SCSIアレイコン
トローラカードに添付の取扱説明書を参照してください。

Q．スーパーフロッピー形式の光磁気ディスクは使用できますか?

A.以下の方法でフォーマットしてください。

SCSIカードなどに添付されているフォーマッタを使用して、光磁気ディスクをスーパー
フロッピー形式でフォーマットした場合、Windows NTで認識できないことがあります。
光磁気ディスクをスーパーフロッピー形式でフォーマットする場合には、光磁気ディス
クユニット添付のデバイスドライバ内の「MOフォーマッタ」を使用してください。
詳しくは、光磁気ディスクユニットのマニュアルを参照してください。
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付録 B　ServerWizard V2.0の版数について

付録 B.1　ServerWizard V2.0の版数の確認方法

ServerWizardの版数は、ServerWizardの CD-ROMのレーベルの「ServerWizard V2.0
Lxx」の「Lxx」部分です。必ず版数を確認して、使用してください。

付録 B.2　ServerWizard V1.0／V2.0の版数と対応内容

ServerWizardの版数と対応内容は、次のとおりです。

【表 B.2 ServerWizard の版数と対応内容（2000年 12月現在）】
版数 対応内容

V1.0 L10 サービスのインストール（WINS、DNS、DHCP、IIS）、プロトコルのインスト
ール（TCP/IP、NetBEUI、IPX/SPX）、ServicePack3対応、添付アプリケーショ
ンのインストール（FM Advisor,PROBEPRO,DSNAP,LDSM）、GP5-141A,GP5-
142,GP5-121,GP5-123対応、RAIDの設定

V1.0 L11 L10の内容、GP5-144、GP5-126対応
V1.0 L12 L11の内容、ServicePack4対応
V1.0 L20 L12の内容、プロトコル／サービスのフルインストール、デスクトップ環境設定機

能／Webメニュー機能、Consistency Check Schedulerの組み込み、GP5-143対応
V1.0 L30 L20の内容、オプションカードの IRQ確認機能、Servervisorのインストール、

ServicePack4の自動組み込み、RAID6対応、GP5-184、GP5-145対応
V1.0 L31 L30の内容、SBS4.5対応
V1.0 L32 L31の内容、Enterprise Edition対応（モデル 580、680/780、HS900）
V1.0 L33 L32の内容、ServicePack5の自動組み込み、DOS事前設定プログラムの操作性向上
V2.0 L10 V1.0L33の内容、Windows2000対応、メンテナンス区画対応
V2.0 L11 V2.0 L10の内容、ServicePack6aの自動組み込み
V2.0 L12 V2.0 L11の内容、サーバのブランド名変更（GRANPOWER 5000→PRIMERGY）

（続く）
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版数 対応内容

V2.0 L20 V2.0 L12の内容、GP5-186、GP5-187、GP5-148、IDE-RAID対応、サーバアプ
リケーションインストール対応、CD-ROM自動実行機能 ON/OFF対応

V2.0 L21 V2.0 L20の内容、Windows 2000 SV Service Pack 1のインストール対応、
ARCserve2000のインストール対応（サーバアプリケーションセットアップ）

V2.0 L22 PRIMERGY H200対応、ServerViewのインストール対応

付録 B.3　ブート可能なアレイカードとインストール可能な ServicePack

ServerWizard V2.0の版数と PRIMERGY対応モデルは、次のとおりです。

【表 B.3ブート可能なアレイカードとインストール可能な ServicePack(2000年 12月現

在)】
モデル 版数 対応アレイカード 対応 OS

Windows NT 4.0 Windows 2000
PG-142B PG-143B

SP3 SP4 SP5 SP6a SP1
H200 V2.0 L22 ○※ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

○：対応      ×：非対応
◎：ServerWizardの CD-ROMにも入っています。

 設定時に「新規導入」で ServicePackを適用するようにすると、ServerWizard CD-ROMに格
 納されている SP6を適用できます。「インストールタイプ」を選択した場合は、自動的に SP6
 が適用されます。

※ ServerWizardでは、ディスクアレイ作成機能をサポートしていません。インストール前に、手
動でアレイを作成しておく必要があります。
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付録C　留意事項

付録 C.1　ServerWizard V2.0でサポートするオプションカード

ServerWizardがサポートするオプションカードは、PRIMERGYがサポートするものの
中で、PCIに対応したものです。カードの搭載枚数や搭載位置については、サーバの取
扱説明書を参照してください。
ServerWizardでサポートするオプションカードは、以下のとおりです。サポートするカ
ードはサーバの機種により異なりますので、サーバの取扱説明書を参照してください。

【表 C.1　ドライバ自動インストール対応する拡張カードとオンボード I/O】

名称 型名 バス
ドライバ自動
インストール

備考

オンボード FDD/IDE － － ○

オンボード SCSI － PCI ○

オンボード LAN － PCI ○

オンボード Video － PCI
AGP

○ 導入時、解像度を
800×600に設定

PG-183 PCI ×LANカード
PG-185 PCI ○

PG-123 PCI ○SCSIカード
PG-126 PCI ○

PG-142B PCI ○SCSIアレイコントロー
ラカード PG-143B PCI ○

RS-232Cカード GP5-162 PCI ×

通信カード ISDN GP5-165 PCI ×

通信カード V/X GP5-163 PCI ×

FAXモデムカード FMV-FX533 PCI ×

サーバマネージメント
アシストボード

GP5-SMB101 PCI ×
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付録 C.2　ServerWizard V2.0で対応する自動インストール

【表 C.2_1　ドライバの自動インストールに対応するデバイス】
名称 型名 ドライバ自

動インスト
ール

備考

内蔵 FDD/HDD/CD-ROM － ○

外付 CD-ROM （SCSI) FMCD-411 ○

内蔵 RAID － ○備考参照 ブートデバイスとしての設定
をおこなう

外付 RAID － ○備考参照 ブートデバイスとしての利用
はできない

内蔵 DAT/MO/テープデバ
イス

DDS3，CAT4e等 △ 装置 IDが認識可ならコント
ロールパネルを自動起動する

外付 DAT/MO/テープデバ
イス

FMPD-241等 ×

Power Control Box FMRP-201/202 ×

UPS GP5SUP101等 ×

【表 C.2_2　添付されているアプリ及びサービス】
※サイレントインストールは解除可能です。

名称 サイレントイ
ンストール

備考

各種サービス ○

Internet Information
Server

○ SP3以降をあてた時点で IIS 3.0となる
Windows2000の場合は IIS 5.0

各種プロトコル ○

サービスパック ○

電源断HAL ○

ServerView ○ オプション装置の監視モジュールの導入は手動

PROBEPRO ○ サービスの起動は手動

DSNAP ○

FM Advisor ○

LiveHelp® Client ○

RAID管理ツール ○ サイレントインストール解除不可

Tape Maintenance
Checker

×

Power Management for
Windows

×

高信頼ツールメニュー ○ サイレントインストール解除不可
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付録 C.3　バックアップドメインコントローラに関する留意事項
（NT SV 4.0の場合）

バックアップドメインコントローラ（以下、BDC）のサーバにWizardConsoleをインス
トールして使用する場合には、以下の注意が必要です。

（1）グループ、ユーザアカウントについて

作成したグループとユーザアカウントは Domain全体で使用されます。

そのため、プライマリドメインコントローラ（以下、PDC）にWizardConsoleをインス
トールして使用している場合には、BDCで作成したアカウントは、PDCでも管理する
ことができます。

（2）コンピュータアカウントについて

作成したコンピュータのアカウントは、WizardConsoleがインストールされているサー
バごとに管理されます。ある BDCで作成したコンピュータは、PDCや他の BDCでは
管理できません。同様に、PDCで作成したコンピュータは、他の BDCでは管理できま
せん。

（3）クライアントセットアップ情報について

WizardConsoleがインストールされているコンピュータごとに管理されます。
BDCで資源の読み込みを行っても、読み込みを行った BDC以外のサーバ（PDCや他の
BDC）で使用することはできません。
クライアントコンピュータは、最初に登録したサーバに接続し、資源をコピーします。
複数台のコンピュータで管理している場合には、クライアントコンピュータで資源を取
り出すサーバ名を変更することもできます。「第一部 5.7　クライアントへのセットアッ
プ情報、セットアップ資源を設定する」参照。

（4）デスクトップ環境設定について

作成したデスクトップ設計の情報は、WizardConsoleがインストールされているコンピ
ュータごとに管理されます。
複数台のコンピュータで管理している場合には、クライアントコンピュータで設計情報
を取り出すサーバ名を変更することもできます。

（5）リモート OSセットアップについて

WizardConsoleがインストールされているコンピュータごとに管理されます。
資源を他のコンピュータで管理することはできません。

（6）サーバ情報ファイルについて

BDCでは、サーバ情報ファイルを作成することはできません。
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付録 C.4　クライアントコンピュータの追加／変更時の留意事項

クライアントセットアップ機能で定義された資源は、DesignMagicまたは
WizardConsoleで指定したクライアントコンピュータに対してインストールされます。
WizardConsoleの「コンピュータの追加／変更」を行ったクライアントについては、デ
フォルトでセットアップ資源のインストール対象になります。追加／変更したクライア
ントコンピュータに対してセットアップ資源のインストールを行わない場合は、
WizardConsoleのクライアントセットアップを起動し、インストール対象から解除して
ください。

付録 C.5　クライアントセットアップに関する留意事項

■同時インストールできる台数

クライアントセットアップで、同時にインストールできるクライアントコンピュータの
台数は 15台です。15台以上インストールする場合は、一度にインストールするクライ
アント台数を 15台単位で行ってください。

■標準対応製品をインストールする際の注意事項

● 標準対応製品のインストール可能 OSとインストール条件

標準対応製品によってインストールできる OSは異なります。また、インストール時の
条件も各標準対応製品で異なります。下記表を参照し、適切なインストール対象クライ
アントを選択してください。

● 標準対応製品のインストールに必要なハードディスク容量

各標準対応製品がインストールに必要なハードディスク容量は下記表のとおりです。ハ
ードディスク空き容量が不十分なクライアントへのインストールは、アプリケーション
エラーを引き起こす場合があります。クライアント環境の違いにより、インストールに
必要なハードディスク容量は異なりますので、十分な空き容量があることを確認してか
らインストールの設定を行ってください。
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※  ServicePackを SPと略記しています。

No. 対応製品一覧 インストール可能 OS及び条件
インストールに必要な
ハードディスクHD容
量（目安）

1 Bookshelf
Basic2.0

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0
ディスプレイ：640×480／256色以上。

15MB

2 環境調査プログラ
ム(FM Advisor)

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 3.51
Windows NT Version 4.0

5MB

3 FM-Menu Windows 98
Windows NT Version 4.0(SP3以降)

5MB

4 診断プログラム Windows 98
Windows NT Version 4.0(SP3以降)
ディスプレイ：256色以上

5MB

5 一太郎 9花子 9パ
ック

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0

最小…150MB
標準…325MB
最大…410MB

6 Lotus 1-2-3 2000 Windows 95（SP1以降）
Windows 98
Windows NT Version 4.0（SP3以降）

最小…70MB
標準…90MB
カスタム最大…120MB

7 Microsoft Excel 97 Windows 95
Windows 98
Windows NT Workstation Version 4.0
（SP3以降）
Windows NT Version 3.51（SP5）

オプション→Excelの
み
…25MB
オプション→すべて
…75MB

8 Microsoft IME 98 Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0（SP3以降）

35MB

9 Microsoft
Office2000
Personal

Windows 95
※Internet Explorer 4.01 SP1以上が必要
Windows 98
Windows NT Workstation 4.0（SP3以降）
 ※一部の機能については SP4以上が必要、
  Internet Explorer 4.01 SP1以上が必要。

IE5を標準インストー
ルする場合…230MB
IE5を最小インストー
ルする場合…220MB
IEをアップグレードし
ない場合…215MB

10 Microsoft Word 98 Windows 95
Windows 98
Windows NT Workstation Version 4.0
（SP3以降）
Windows NT Version3.51（SP5）

オプション→Wordの
み
…30MB
オプション→すべて
…120MB

11 Microsoft Draw 98 最低一つ以上の Office97製品が必要で、
Office97製品は SP3以上が必要。

5MB

12 OASYS V6.0（V6.0
L10 rel.10F)

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 3.51
Windows NT Version 4.0

最小…140MB
標準…160MB
カスタム最大…250MB

13 OASYS V6.0
アップデートパッ
ク

OASYS V6に対してのみ使用可 5MB

（続く）
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No. 対応製品一覧 インストール可能 OS及び条件
インストールに必要な
ハードディスクHD容
量（目安）

14 BIG販売管理 32
for Windows V2.2

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0

70MB

15 BIG給与計算 32
V2.4 インストー
ルモデル用

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0

45MB

16 BIG財務会計 32
for Windows V2.2

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0

40MB

17 TOP勘定奉行98 B
システム 富士通プ
レインストール版
Ver.101

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0

60MB

18 TOP蔵奉行 98
ForWindows98/95
/NT Superシステ
ム

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0

60MB

19 TOP給与奉行 98
[富士通版]

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0

60MB

20 TOP商奉行 98
ForWindows98/95
/NT Superシステ
ム

Windows 95
Windows 98
Windows NT Version 4.0

60MB

■クライアントセットアップ機能でインストールしたアプリケーションの削除

● アプリケーションの削除方法

クライアントセットアップ機能でインストールしたアプリケーションは、クライアント
セットアップ機能を使用して削除することはできません。アンインストール方法につい
ては、アプリケーションに添付されているマニュアルを参照してください。

● アンインストールが失敗する場合

クライアントセットアップで登録されたアプリケーションをサーバで削除した場合、ア
プリケーションのアンインストール時にエラーが発生する場合があります。

エラーが発生した場合は、アプリケーション媒体を使用してアンインストールを行って
ください。

■スクリプトに関する留意事項

● スクリプトを使用してインストールする場合

標準対応製品等でスクリプトを使用してインストール実行中は、マウス・キーボードに
触らないでください。スクリプトが停止し、サイレントインストールが失敗する原因と
なります。
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●アプリケーションインストール用のスクリプト作成時の注意事項

クライアントセットアップ機能で使用するアプリケーションインストール用スクリプト
は、以下の手順で作成してください。なお、スクリプト作成を簡単にするには、アプリ
ケーションをインストールするマシンと同一環境でスクリプト採取することを推奨しま
す。

1）クライアントコンピュータへインストールするアプリケーションのインストールコマ
ンドを起動します。

2）上記インストールコマンドの初期画面が表示されたら、Windows 上で動作する自動
化ツール(注 1)を使用し、インストール操作のイベント採取を開始します。

3）インストール処理が終了したら、自動化ツールのイベント採取を終了します。

4）採取したスクリプトを、配付先のクライアントの環境に合わせ編集し（注 2）、必要
に応じてコンパイルします。なお、コンパイルが必要かどうかは使用する自動化ツー
ルのマニュアルを参照してください。

5）インストールする製品の機能上、システムに対してリブートを要求してくる場合はリ
ブートを実行せずにインストールが終了するようにスクリプトを採取してください。

注 1）
Windows 上で動作する自動化ツールとは、Windows 上で利用者が行った操作をファイルにス
クリプト形式で格納し、そのスクリプトを実行して操作を再現するツールです。

     例）米国 Rational SoftWare Corporation の Rational Visual Test
注 2）
採取したスクリプトはイベント採取したマシンに密着したものになっているため、複数のマシン

で共通に使用するためには下記の点をカスタマイズする必要があります。

①不要関数の削除

  イベント採取で不要なイベントを採取した場合は不要な処理や関数を削除します。
②画面待ち合わせ

  採取したスクリプトを実行する際、実行マシンの性能により処理速度が異なるため、スクリプ
  ト内で時間を指定して処理の待ち合わせを行うと動作が不安定になります。時間指定で待ち合
  わせている個所は、待ち合わせ時間を長くするか、次に表示される画面で待ち合わせを行うよ
  うにカスタマイズします。
③画面の切り分け

　インストール時に表示される画面が局面によって異なる場合は、同一ループ内で複数の画面の

　待ち合わせを行い、どちらの画面が表示されても対処できるようにカスタマイズします。

付録 C.6　その他の留意事項

・テープデバイスに関しては、自動検出を行いコントロールパネルの出力までを行いま
す。ドライバをインストールする必要がある場合には手動で行ってください。

・プリンタのセットアップには対応していません。セットアップ終了後にインストール
を行ってください。
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付録 D　トラブルシューティング

「サーバ内の資源情報を参照できませんでした。サーバの情報を最新に更
新してから再試行してください。」と表示された場合

サーバ側でクライアントセットアップウィンドウの操作中にクライアント側でログイン
すると、以下のダイアログが表示されます。

操作中のクライアントセットアップウィンドウで をクリックするか、［表示］メニ
ューから「最新に更新」を選択した後、「インストールコマンド」ダイアログの［再試
行］をクリックしてください。

クライアントコンピュータへのインストール中に「セットアップに失敗し
た資源があります」と表示された場合

サーバのクライアントセットアップを起動し、「クライアント一覧」で対象クライアン
トコンピュータのセットアップ結果を確認してください。確認時は、「表示」の「最新
に更新」を実行してください。

「登録済みセットアップ資源一覧」でセットアップを行った資源を選択し、クライアン
ト一覧のセットアップ状態が"エラー"の場合は、その登録資源についてセットアップ情
報を見直し、正しい設定で資源の再登録を行ってください。

ただし、資源の再登録を行った場合はセットアップが完了しているクライアントの状態
も未完了となりますので、セットアップが完了しているクライアントについては、対象
クライアントの選択を解除してください。

デスクトップ設計画面を閉じる時に「システムポリシーファイルの作成中
に異常が発生しました。」とエラーメッセージが表示された場合

Windows 2000のドメインコントローラ上でデスクトップ設計を使用する場合、デスク
トップ設計を起動した管理者ユーザが「Enterprise Admins」グループに属していない
と、このメッセージが表示されます。
この場合、ポリシーの変更は失敗しており、設定は保存されていません。管理者ユーザ
を「Enterprise Admins」グループに追加して再起動し、デスクトップ設計をやり直し
てください。
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ログオン時に自動的にインターネットエクスプローラが起動する場合

WizardConsoleをインストールしたサーバ、または起動用フロッピーでセットアップし
たクライアントコンピュータにログオンした直後に、インターネットエクスプローラが
起動することがあります。これは、サーバのセットアップ時に「WizardConsole」のイ
ンストールを行った場合、デフォルトがログオン時にWizardMenuを起動する設定にな
っているためです。

WizardMenuを使用しない場合は、サーバ側でWizardConsoleの「デスクトップ環境
設定」を起動し、「初期メニュー」タブで「Windows標準」を選択します。
また、WizardMenuを使用する場合は、IISがサーバ上に構成されていない状態のとき、
インターネットエクスプローラが起動する際にエラーとなります。WizardMenuを使用
するには、以下の操作を行ってください。

1) サーバ上に IIS（バージョン 3.0以上）を構成します。
2)  c:¥wizcnsl¥af13¥inetpubフォルダにインターネット エイリアス
（SVWizardMenu）を追加します。

3) デスクトップ環境設定の「初期メニュー」タブで「Webメニュー」を選択します。

リモート OSセットアップ中に発生する可能性のあるエラーについて

エラー
コード

原因と対策

10 原因  区画が作成できませんでした。
対策  OSセットアップを実行して区画サイズを変更してフロッピーを作成し直してく
      ださい。

11 サーバと通信できなかった場合に発生します。以下の原因と対策があります。

原因 1  LANケーブルが正しく接続されていない。
対策 1  LANケーブルがきちんと接続されているか確認してください。
原因 2  サーバ上で TFTPサービスが実行されていない。
対策 2  コントロールパネルより「サービス」の「TFTP Service」が開始されているか
        確認してください。
原因 3  サーバとクライアントが同じネットワーク上にいない。
対策 3  サーバとクライアントの IPアドレスとサブネットマスクを確認してください。
        同じネットワークにいない場合はゲートウェイアドレスを設定してください。
原因 4  指定されたファイルがサーバ上で見つからない。
対策 4  OSセットアップ実行後にファイルが削除された可能性があります。もう一度
        OSセットアップを実行してドライバーズ CDをコピーし直してください。

12 原因 情報ファイル Cwizard.iniの内容が正しくありません。
対策 OSセットアップを実行して、フロッピーを作成し直してください。

15 説明 ファイルの書き込みが出来ませんでした。
原因 ディスクが利用可能でない可能性があります。

16 説明 Windows NTの無人セットアップスクリプト Unattend.txtが正しくありません。
原因 ドライバーズ CDから正しくコピーされなかった可能性があります。

20 説明 クライアントのコンピュータ情報が取得できませんでした。
対策 WizardConsoleからクライアント導入フロッピーを再作成してください。



付録-20  付録 E　CSVファイルフォーマットについて

電源スイッチを押しても電源が切断できない場合

セットアップ中、PCIカードのコンフィグレーションチェックでエラーがあった場合、
エラーメッセージを表示後に電源スイッチを押しても電源が切断できなくなることがあ
ります。この場合、電源スイッチを 4秒以上押すと電源を切断して、エラー要因を取り
除いてください。

付録 E　CSVファイルフォーマットについて

使用する CSVファイルの形式は、カンマで区切ったテキストのファイル形式です。ファ
イルは登録する画面にあわせてそれぞれ作成してください。

それぞれ第 1フィールド以外は空白にすることができます。ただし、入力必須項目は CSV
ファイル取込みを行った後、入力を行ってください。

● 表計算ソフトを使用すると簡単に作成できます。

コンピュータ用

第 1フィールド 第 2フィールド 第 3フィールド
入力項目 コンピュータ名 OS種別 IPアドレス
設定値 （半角 15文字以内） 1-Windows 95

2-Windows NT WS 4.0
3-Windows 98
4-Windows NT SV 4.0
 （BDC)
5-Windows 2000 Pro

0-DHCP
xxx.xxx.xxx.xxx
（第 1オクテットは 1～223）

例 1）Computer1,2,0
例 2）Computer2,3,100.10.10.3
例 3）Computer3,5,100.10.10.4
例 4）Computer4,1,100.10.10.5

※例 1ではコンピュータ名は Computer1、OS種別は
  WindowsNT WS 4.0、IPアドレスは DHCPです。
※例 2ではコンピュータ名は Computer2、OS種別は
  Windows98、IPアドレスは 100.10.10.3になります。

グループ用

第 1フィールド 第 2フィールド
入力項目 グループ名 説明

設定値 半角 20文字以内 半角 64文字以内
例 1) PG Group1,PGグループ
例 2) CT Group2,CTグループ
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ユーザ用

第 1フィールド 第 2フィールド 第 3フィールド
入力項目 ユーザ名 フルネーム 説明

設定値 半角 20文字以内 半角 64文字以内 半角 48文字以内
例 1) fuji,taro fuji,富士太郎
例 2) nonaka,,
例 3) tanaka,keisuke tanaka,

共有資源用

第 1フィールド 第 2フィールド 第 3フィールド
入力項目 共有資源名 ディレクトリ名 説明

設定値 半角 80文字以内 半角 246文字以内 半角 48文字以内
例 1) tool,c:¥tool,ツール用
例 2) work_fol,c:¥work¥work_folder,
例 3) test_fol,c:¥work¥test_folder,テスト用フォルダ
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付録 F　デザインシート

DesignMagic（サーバ設計）Windows NT SV 4.0選択時

設定項目 選択項目
サーバ設計

機種名
PRIMERGY
□ H200                       □ その他（　　　　　　　　　）

導入種別 □ 新規導入                   □ インストールタイプ

導入 OS
□ Microsoft® Windows NT® Server 4.0
□ Microsoft® Windows NT® Server, Enterprise Edition 4.0

ハードディスクの設定（新規導入時のみ）
ブートデバイスの選択 □ SCSI／IDE                □ RAID

RAID レベル □ RAID0       □ RAID1     □ RAID5       □ RAID6
使用カード □ PG-142B     □ PG-143B

ハードディスク数
     台 (RAID0 時 2～8 台、RAID1 時 2 台、RAID5 時 3～8 台 RAID6
時 3～8 台 ）

ホットスペアディスクの
作成

□する                     □しない

RAID

選
択
時
の
み

BGI 機能 □使用する                 □使用しない
パーティションサイズ □自動設定                 □ 手動設定

システム               MB（2048～4096MB）
アプリケーション               MB（0～6144MB）
メンテナンス               MB（0 / 100MB）

(合わせて 8192MB）
手
動
設
定
時
の
み

NTFS コンバート
（システム区画）

□ する               □ しない

ユーザ情報の設定
ユーザ名 （英数 半角 50 文字まで  全角使用可）
組織名 （英数 半角 50 文字まで  全角使用可）

プロダクト ID/CD キー □       －OEM－         － □     －
クライアントライセンス 同時使用ユーザ数 （          ユーザ）  □ 接続クライアント数
コンピュータ名 （英数 半角 15 文字まで）

サーバ種別
□ プライマリドメインコントローラ    □ バックアップドメインコントローラ
□ スタンドアロンサーバ（サーバ）

ドメイン名 （英数 半角 15 文字まで）
ワークグループ名

（スタンドアロンサーバ選択時のみ）
（英数 半角 15 文字まで）

インストールディレクトリ （デフォルト－C:¥WINNT）

タイムゾーン （デフォルト－GMT+9:00 東京、大阪、札幌、ｿｳﾙ、ﾔｸｰﾂｸ）

（続く）
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設定項目 選択項目
ネットワークの設定（ネットワークの詳細）

DHCP の使用 □ する               □ しない
IP ｱﾄﾞﾚｽ
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ

しない選
択時のみ

ｹﾞｰﾄｳｪｲｱﾄﾞﾚｽ

プロトコル
□ NetBEUI プロトコル □ NWLink IPX/SPX 互換トランスポート
□ DLC プロトコル      □ Streams 環境
□ Point to Point Tunneling プロトコル

WINS の使用 □ する               □しない
ﾌﾟﾗｲﾏﾘ WINS ｻｰﾊﾞする選択

時のみ ｾｶﾝﾀﾞﾘ WINS ｻｰﾊﾞ
LMHOSTS の読み込み □ する               □しない
DNS の使用 □ する               □しない

ホスト名
ドメイン名

する選択
時のみ

IP アドレス
サーバ機能の設定

サービス

□ DHCP サーバ □ DNS サーバ □WINS サーバ
□ ﾈｯﾄﾜｰｸﾓﾆﾀｴｰｼﾞｪﾝﾄ □ 簡易 TCP/IP ｻｰﾋﾞｽ □TCP/IP 印刷
□ ﾘﾓｰﾄｱｸｾｽｻｰﾋﾞｽ       □ Gateway Service for NetWare
□ SNMP サービス       □ SAP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

WWW □ Internet Information Server
DHCP の詳細(選択時のみ)

開始アドレス
終了アドレス
サブネットマスク

Gateway Service for NetWare の詳細(選択時のみ)

サーバの場所 □優先サーバ　　　　　　　□デフォルトのツリーとコンテキスト

優先サーバ （優先サーバ選択時のみ）

デフォルトのツリーと
コンテキスト

ツリー：
コンテキスト：

ログインスクリプト □実行する                   □実行しない

SNMP の詳細(選択時のみ)

連絡先

場所
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト サービス

□物理層　 □アプリケーション　 □データリンク/サブネットワーク
□インターネット　□エンドツーエンド

コミュニティ名

トラップ送信先 1

トラップ送信先 2

ト
ラ
ッ
プ

トラップ送信先 3

（続く）
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設定項目 選択項目

認証トラップ □送信する                   □送信しない

受け付けるコミュニティ名1

受け付けるコミュニティ名2

受け付けるコミュニティ名3

SNMP パケットの発信ホスト □すべてのホスト             □指定したホストのみ

発信ホスト 1 (指定する場合のみ)

発信ホスト 2 (指定する場合のみ)

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

発信ホスト 3 (指定する場合のみ)

IIS の詳細(選択時のみ)
IIS インストールディレクトリ

サービス
FTP サービス   :
Gopher サービス:
WWW サービス   :

オプション □ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽﾏﾈｰｼﾞｬ   □ HTMLA         □ WWW サンプル
アプリケーションの設定

WizardConsoleをインストールする □ する              □しない
電源切断機能 HAL
（新規導入時のみ）

□ インストールする     □インストールしない

ServicePack を適用する
（新規導入時のみ）

□ する               □しない

Auto Run を有効にする □ する               □しない

アプリケーション
□ ServerView V2.5
□ FM Advisor V2.20   □ DSNAP V1.0
□ PROBEPRO V2.0     □ SystemWalker／LiveHelp®Client V5.0

サーバアプリケーション
□ ARCserveIT    □ ARCserve2000
□ PowerChute plus
□ ServerProtect
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DesignMagic （サーバ設計）SBS選択時

設定項目 選択項目
サーバ設計

機種名
PRIMERGY
□ H200                     □ その他（                   ）

導入種別  新規導入
導入 OS   Microsoft® BackOffice® Small Business Server 4.5

ハードディスクの設定
ブートデバイスの選択 □ SCSI／IDE                □RAID

RAID レベル □ RAID0       □ RAID1     □ RAID5       □ RAID6
使用カード □ PG-142B     □ PG-143B

ハードディスク数
       台 (RAID0時 2～8台、RAID1時 2台、RAID5時 3～8台 RAID6
時 3～8 台 ）

ホットスペアディスク
の作成

□ する                □ しない

RAID

選
択
時
の
み

BGI 機能 □ 使用する            □ 使用しない
パーティションサイズ □ 自動設定            □ 手動設定

システム               MB    （2048～4096MB）
アプリケーション               MB    （0～6144MB）
メンテナンス               MB    （0 / 100MB）

(合わせて8192MB）
手
動
設
定
時
の
み

NTFS コンバート
（システム区画）

 する

システムの設定
□ダイヤルアウトのみ  □着信のみ   □ダイヤルアウトと着信

COM1
モデム：
□ダイヤルアウトのみ  □着信のみ   □ダイヤルアウトと着信

COM2
モデム：

電源切断機能 HAL □ インストールする      □インストールしない
Auto Run 機能 □ 有効にする         □無効にする
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DesignMagic （サーバ設計）Windows 2000 SV選択時

設定項目 選択項目
サーバ設計

機種名
PRIMERGY
□ H200             □ その他（                     ）

導入種別 □ 新規導入         □ インストールタイプ

導入 OS
□ Microsoft® Windows® 2000 Server
□ Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server

ハードディスクの設定（新規導入時のみ）
ブートデバイスの選択 □ SCSI／IDE               □ RAID

RAID レベル □ RAID0      □ RAID1     □ RAID5       □ RAID6
使用カード □ PG-142B    □ PG-143B

ハードディスク数
    台 (RAID0 時 2～8 台、RAID1 時 2 台、RAID5 時 3～8 台 RAID6
時 3～8 台 ）

ホットスペアディスク
の作成

□ する                □ しない

RAID

選
択
時
の
み

BGI 機能 □ 使用する            □ 使用しない

パーティションサイズ □ 自動設定            □ 手動設定

システム               MB    （2048～4096MB）
アプリケーション               MB    （0～6144MB）
メンテナンス               MB    （0 / 100MB）

(合わせて8192MB）
手
動
設
定
時
の
み

NTFS コンバート
（システム区画）

□ する                □ しない

ユーザ情報の設定
ユーザ名 （英数 半角 50 文字まで  全角使用可）
組織名 （英数 半角 50 文字まで  全角使用可）

コンピュータ名 （英数 半角 15 文字まで）
クライアントライセンス 同時使用ユーザ数 （         ユーザ）    □ 接続クライアント数
ワークグループ名 （英数 半角 15 文字まで）
ドメイン名 （英数 半角 15 文字まで）
プロダクトＩＤ            -           -           -           -

インストールディレクトリ
（新規導入時のみ）

（デフォルト－C:¥WINNT）

タイムゾーン
（続く）
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設定項目 選択項目
ネットワークの設定

クライアント
□Microsoft ﾈｯﾄﾜｰｸ用ｸﾗｲｱﾝﾄ
□NetWare 用ｹﾞｰﾄｳｪｲ（とｸﾗｲｱﾝﾄ）ｻｰﾋﾞｽ

サービス
□Microsoft ﾈｯﾄﾜｰｸ用ﾌｧｲﾙとﾌﾟﾘﾝﾀ共有    □QoS ﾊﾟｹｯﾄｽｹｼﾞｭｰﾗ
□SAP ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

プロトコル

 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙ(TCP/IP)               □AppleTalk ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
□DLC ﾌﾟﾛﾄｺﾙ  □NetBEUI ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
□ネットワークモニタドライバ
□Nwlink IPX/SPX/NetBIOS 互換ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛﾄｺﾙ

Microsoft ネットワーク用クライアント（選択時のみ）

ネームサービスプロバイダ
□Windows ロケータ　                   □ DCE ｾﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ ｻｰﾋﾞ
ｽ

ネットワークアドレス (DCE セル ディレクトリ サービス選択時のみ)
NetWare 用ゲートウェイ（とクライアント）サービス（選択時のみ）

サーバの場所 □優先サーバ             □デフォルトのツリーとコンテキスト

優先サーバ (優先サーバ選択時のみ)

ツリー (デフォルトのツリーとコンテキスト選択時のみ)

コンテキスト (デフォルトのツリーとコンテキスト選択時のみ)

ログインスクリプト □実行する                   □実行しない

Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有（選択時のみ）

最適化
□ メモリの使用を最小にする               □バランスをとる
□ ファイル共有のデータスループットを最大にする
□ ネットワークアプリケーションのデータスループットを最大にする

ブラウザブロードキャスト □ する               □ しない

インターネットプロトコル(TCP/IP)のプロパティ
DHCP の使用 □ する                   □ しない

IP ｱﾄﾞﾚｽ
ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ

しない
選択時
のみ ｹﾞｰﾄｳｪｲｱﾄﾞﾚｽ

DNS のアドレス取得
□ 自動設定   □手動設定（優先 DNS サーバ　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　（代替 DNS サー
バ　　　　　　　　　　）

DNS ｻｰﾊﾞｱﾄﾞﾚｽ

ドメイン検索
□ ﾌﾟﾗｲﾏﾘおよび接続専用の DNS ｻﾌｨｯｸｽを追加する
      (□ﾌﾟﾗｲﾏﾘ DNS ｻﾌｨｯｸｽの親ｻﾌｨｯｸｽを追加する)
□ 以下の DNS ｻﾌｨｯｸｽを順に追加する

DNS ドメイン (指定する時のみ)

DNS

サフィックス名
WINS アドレス
LMHOSTS の参照
をする

□ する                    □ しない

詳
細
設
定
（
手
動
設
定
） WINS

NetBIOS over
TCP/IP

□有効にする   　　　　    □無効にする
□DHCP サーバから NetBIOS 設定を使う

Nwlink IPX/SPX/NetBIOS 互換トランスポートプロトコルのプロパティ（選択時のみ）
内部ネットワーク番号

フレームの種類
□ 自動検出する
□EthernetⅡ □Ethernet 802.3 □Ethernet 802.2 □Ethernet SNAP

ネットワーク番号
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設定項目 選択項目
サーバ機能の設定

スクリプト デバッガ □ 使用する　　□ 使用しない
インデックス サービス □ 使用する　　□ 使用しない

クライアントクリエータファイル □ 使用する　　□ 使用しない
ターミナルサービス ターミナル サービス

を有効にする
□ 使用する　　□ 使用しない

FTP (File Transfer Protocol)
サーバ

□ 使用する　　□ 使用しない

WWW (World Wide Web)サーバ □ 使用する　　□ 使用しない
インターネット
インフォメーション

 サービス スナップイン
□ 使用する　　□ 使用しない

インターネット サービス
 マネージャ (HTML)

□ 使用する　　□ 使用しない

オンラインヘルプ □ 使用する　　□ 使用しない
共通コンポーネント □ 使用する　　□ 使用しない
FrontPage 2000 Server

Extensions
□ 使用する　　□ 使用しない

NNTP Service □ 使用する　　□ 使用しない
SMTP Service □ 使用する　　□ 使用しない

インターネット
インフォメーション
 サービス(IIS)

Visual InterDev RAD Remote
Deployment Support

□ 使用する　　□ 使用しない

Macintosh 用ファイルサービス □ 使用する　　□ 使用しない
Macintosh 用印刷サービス □ 使用する　　□ 使用しない

そのほかのネット
ワークファイルと
印刷サービス UNIX 用印刷サービス □ 使用する　　□ 使用しない

ターミナル サービス ライセンス □ 使用する　　□ 使用しない
COM インターネット サービス

プロキシ
□ 使用する　　□ 使用しない

動的ホスト構成プロトコル
(DHCP)

□ 使用する　　□ 使用しない

QoS 受付制御 □ 使用する　　□ 使用しない
Windows インターネット
 ネーム サービス （WINS）

□ 使用する　　□ 使用しない

インターネット認証サービス □ 使用する　　□ 使用しない
ドメイン ネーム システム

(DNS)
□ 使用する　　□ 使用しない

ネットワーク
サービス

簡易 TCP/IP サービス □ 使用する　　□ 使用しない
メッセージ キュー サービス □ 使用する　　□ 使用しない
リモート インストール サービス □ 使用する　　□ 使用しない

リモート記憶域 □ 使用する　　□ 使用しない
ネットワーク モニタ ツール □ 使用する　　□ 使用しない

簡易ネットワーク
管理プロトコル (SNMP)

□ 使用する　　□ 使用しない管理とモニタツール

接続マネージャコンポーネント □ 使用する　　□ 使用しない
Windows Media サービス □ 使用する　　□ 使用しない

Windows Media
サービス Windows Media サービス

アドミニストレータ
□ 使用する　　□ 使用しない

（続く）
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設定項目 選択項目
ユーザ補助の設定ウィザード □ 使用する　　□ 使用しない

電卓 □ 使用する　　□ 使用しない
文字コード表 □ 使用する　　□ 使用しない

クリップボード ビューア □ 使用する　　□ 使用しない
デスクトップの壁紙 □ 使用する　　□ 使用しない

ドキュメント テンプレート □ 使用する　　□ 使用しない
マウス ポインタ □ 使用する　　□ 使用しない

オブジェクト パッケージャ □ 使用する　　□ 使用しない
ペイント □ 使用する　　□ 使用しない
ワードパッド □ 使用する　　□ 使用しない
チャット □ 使用する　　□ 使用しない

ハイパーターミナル □ 使用する　　□ 使用しない
ダイヤラ □ 使用する　　□ 使用しない
フリーセル □ 使用する　　□ 使用しない
マインスイーパ □ 使用する　　□ 使用しない
ピンボール □ 使用する　　□ 使用しない
ソリティア □ 使用する　　□ 使用しない
CD プレイヤー □ 使用する　　□ 使用しない

メディア プレイヤー □ 使用する　　□ 使用しない
サンプル サウンド □ 使用する　　□ 使用しない
サウンド レコーダー □ 使用する　　□ 使用しない

ユートピア サウンド 設定 □ 使用する　　□ 使用しない

アクセサリと
ユーティリティ

ボリューム コントロール □ 使用する　　□ 使用しない
簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP)のプロパティ(選択時)

連絡先
場所エ

ー
ジ
ェ
ン
ト

サービス
□物理層         □アプリケーション
□データリンク／サブネットワーク
□インターネット □エンドツーエンド

認証トラップ □送信する        □送信しない
受け付けるコミュニティ名 1
受け付けるコミュニティ名 2
受け付けるコミュニティ名 3
SNMP パケットの発信ホスト □すべてのホスト  □指定したホストのみ

発信ホスト 1 (指定する場合のみ)
発信ホスト 2 (指定する場合のみ)

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

発信ホスト 3 (指定する場合のみ)
コミュニティ名
トラップ送信先 1
トラップ送信先 2

SNMP
選択時

ト
ラ
ッ
プ

トラップ送信先 3
（続く）
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設定項目 選択項目
ActiveDirectory の設定

ActiveDirectory □インストールする □インストールしない

ドメイン

□ ﾄﾞﾒｲﾝﾂﾘｰの新しいﾌｫﾚｽﾄを作成する
□ 既存ﾄﾞﾒｲﾝのﾄﾞﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗに追加する
□ 既存ﾄﾞﾒｲﾝﾂﾘｰに新しい子ﾄﾞﾒｲﾝを作成する
□ 既存ﾌｫﾚｽﾄに新しいﾄﾞﾒｲﾝﾂﾘｰを配置する

新しいドメインの完全な DNS 名
ドメイン NetBIOS 名

ユーザ名
ドメイン名

ドメインの完全な DNS 名
親ドメイン名

インスト
ールする
時のみ

子ドメイン名
ActiveDirectory の詳細(選択時)

データベースの場所
ログの場所

SysVol フォルダの場所
以前のｻｰﾊﾞと互換性のあるｱｸｾｽ許可 □ する               □しない

アプリケーションの設定
WizardConsole をインストールする □ する               □しない

Service Pack を適用する
（新規導入時のみ）

□ する               □しない

Auto Run 機能を有効にする □ する               □しない

アプリケーション

□ FM Advisor V2.20   □ PROBEPRO V2.0
□ DSNAP V1.0
□ ServerView V2.5
□ LiveHelp V5.0

サーバアプリケーション
□ ARCserveIT         □ARCserve2000
□ PowerChute plus
□ ServerProtect
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DesignMagic（クライアントシステム設計）

設定項目 選択･指定項目
OU の指定 □ OU を作成する

作成する場合 組織名(OU 名)

コンピュータ名 OS IP アドレス

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

コンピュータ
アカウント
の作成

□Win95 □Win98 □NT WS
□NT BDC □Windows2000

□DHCP
□手動設定    .   .   .

グループ名 説明

グループの作成

※上の表では、次のように表記しています。
Windows 95    → Win95
Windows 98    → Win98
Windows NT WS → NTWS
Windows NT SV(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾄﾞﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾗの場合) → NT BDC

(続く)
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設定項目 選択･指定項目
ユーザ名 フルネーム 説明

ユーザアカウント
の作成

共有名 ディレクトリ 説明

共有資源の設定

《留意事項》
＊グループの作成、ユーザアカウントの作成、共有資源の設定における“説明”は必ずしも設定する
必要はありません。
＊ユーザアカウントの作成における“フルネーム”は必ずしも設定する必要はありません。
＊共有資源の設定における“ディレクトリ”は必ず設定しなくてはなりません。
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DesignMagic（クライアントセットアップ）

設定項目 選択・指定項目

動作環境設定

共有ディレクトリ （デフォルト－[SwAplDrv]¥Swrsinst）
共有名 （デフォルト－SWRSINST）

□システム導入時に ServerWizard から資源を登録セットアップ資源の登録
□システム導入後に WizardConsole から資源を登録

セットアップ情報の設定

セットアップ資源の追加 □アプリケーション    □ファイル   □実行コマンド
一覧から選択 □する       □しない
資源識別名
説明
サーバドライブ指定 □する       □しない

資源格納元フォルダ名
ボリュームラベルチェック □する       □しない
する
選択時 ボリュームラベル名

特定ファイルチェック □する       □しない
する
選択時

ファイル名

複数媒体の使用 □する       □しない
媒体枚数

す
る
選
択
時

する
選択時 媒体ごとにサブ

フォルダを作成
□する       □しない

UNC パス指定 □する       □しない
資源格納元 UNC パス名

ユーザ名

す
る
選
択
時パスワード

す
る
選
択
時

アプリケーション固有情報

説明
サーバドライブ指定 □する       □しない

資源格納元フォルダ名 （デフォルト－[CD-ROM]）
ボリュームラベルチェック □する       □しない
する
選択時

ボリュームラベル名

特定ファイルチェック □する       □しない
する
選択時

ファイル名

複数媒体の使用 □する       □しない
媒体枚数

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

し
な
い
選
択
時

す
る
選
択
時

する
選択時 媒体ごとに

サブフォルダを作成
□する       □しない

（続く）
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設定項目 選択・指定項目

UNC パス指定 □する       □しない
資源格納元 UNC パス名

ユーザ名
す
る
選
択
時パスワード

インストーラタイプ □従来インストーラ製品  □Windows インストーラ製品
インストーラ起動コマンド
インストーラ起動パラメタ
インストーラ起動コマンドフ
ォルダを作業フォルダとして
実行

□する       □しない

セットアップ時にスクリプト
を使用する

□する       □しない

スクリプトファイル名

従
来
イ
ン
ス
ト
ー
ラ
製
品
選
択
時

する
選択時 起動方法 （デフォルト－mtrun[SW_COMMAND]）

Windows
インストーラパッケージ

□進行状況とエラーだけを表示

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

し
な
い
選
択
時

Windows

イ
ン
ス
ト
ー
ラ
製
品
選
択
時

インストール
ユーザインタフェース

□対話インストール

ファイル資源識別名
説明
資源格納元情報 □ファイル       □フォルダ配下のすべてのファイル
ファイル格納元パス （デフォルト－[CD-ROM]）
セットアップ先パス名

フ
ァ
イ
ル

同一ファイルが存在している場合 □置換する  □置換しない  □ﾌｧｲﾙの後ろに追加する
実行コマンド資源識別名
説明
実行コマンド格納元パス名 （デフォルト－[CD-ROM]）

実
行
コ
マ
ン
ド
起動方法 （デフォルト－mtrun[SW_COMMAND]）

《留意事項》
クライアントセットアップ機能の使用を“しない”と選択した場合はその時点で終了です。
ここでクライアント機能の使用を“する” と選択しないと、クライアントセットアップ機能は使用
できません。
クライアントセットアップ機能を使用する場合は必ずセットアップ資源を追加しなくてはなりません。
追加できるセットアップ資源は 64 個までです。
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DesignMagic（デスクトップ設計）

設定項目 選択項目

デスクトップ名
説明
グループ一覧から有効とする
グループ名

初期メニュー
Windows 標準 □ する               □しない
Web メニュー □ する               □しない
Web メニューファイル名
Active Desktop の Web ペー
ジを追加する
（IE4.0 以降有効）

□ する               □しない

Internet Explorer を起動す
る

□ する               □しない

起動オプション

す
る
選
択
時
の
みする選択
時のみ ホームページに設

定する
カスタムメニュー □ する               □しない
する選択
時のみ

メニューコマンド □ する               □しない

デスクトップ操作性

デスクトップ上のすべてのオブ
ジェクトアイコン

□デスクトップ上のすべてのオブジェクトアイコンを隠す
□Active Desktop の Web ページを隠さずにｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｱｲｺﾝを隠す
                                          (IE4.0以降有効)

タスクバーを隠す □する                  □しない
ログオン時に起動するアプリケーション □する                  □しない
する選択
時のみ

起動するアプリケーション

[アプリケーションの追加と削除]
を無効にする

□する                  □しない

マイドキュメントフォルダの設定 □する                  □しない
する選択
時のみ

フォルダの場所

設定制限

スタートメニュー
□[設定]からフォルダを削除
□[設定]から[タスクバー]を削除

コントロールパネル
□[画面]を使用不可にする  □ [ネットワーク]を使用不可にする
□[パスワード]を使用不可にする    □ [プリンタ]を使用不可にする
□[システム]を使用不可にする

その他
□レジストリ編集ツールを使用不可にする
□ 終了時に設定を保存しない

(続く)
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設定項目 選択項目

操作制限

スタートメニュー
□[ファイル名を指定して削除]を削除
□[検索]コマンドを削除
□共通プログラムグループを削除

ファイルアクセス操作
□[マイコンピュータ]からドライブを隠す
□[ネットワークコンピュータ]を隠す
□ [ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾗｲﾌﾞの割り当て]と[ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾗｲﾌﾞの切断]を削除

実行操作
□[MS-DOS プロンプト]を使用不可にする
□タスクマネージャを使用不可にする
□ 許可されたプログラムだけ実行

不要キー抑止
□ Alt              □ Ctrl            □ Shift

抑止可能キー一覧 □  F1    □ F2    □ F3    □ F4    □ F5    □ F6
□  F7    □ F8    □ F9    □ F10   □ F11   □ F12

≪留意事項≫
デスクトップ環境を設定した後、グループ一覧から有効とするグループを選択してください
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直接インストール時

設定項目 選択項目
機種情報と OS の設定

機種名
PRIMERGY
□ H200           □その他
（                             ）

導入種別 □新規導入        □ プレインストール（Windows NT のみ）

導入 OS

□ Microsoft® Windows NT® Server 4.0
□ Microsoft® BackOffice® Small Business Server 4.5
□ Microsoft® Windows NT® Server, Enterprise Edition 4.0
□ Microsoft® Windows® 2000 Server
□ Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server

HD 情報
ブートデバイスの選択 □SCSI／IDE               □RAID

使用カード □ PG-142B    □ PG-143B
RAID レベル □RAID0      □ RAID1     □ RAID5     □ RAID6

ハードディスク数
       台
(RAID0時 2～8台、 RAID1時 2台、 RAID5 & RAID6時 3～8台)

ホットスペアディ
スクの作成

□ する                □ しない

RAID 選択時
のみ

BGI 機能 □ ON                  □ OFF
パーティションサイズ □ 自動設定            □ 手動設定

システム               MB    （2048～4096MB）
NTFS コンバート
（ｼｽﾃﾑﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ）

□する                 □ しない

アプリケーション               MB    （0～6144MB）

手動設定時
のみ

メンテナンス区画 □する        □ しない    （100MB）

（合わせて 8192MB）

コンピュータ情報
ユーザ名 （英数 半角 50 文字まで）
組織名 （英数 半角 50 文字まで）
プロダクト ID／CD キー □      －OEM－         －           □       －
Windows 2000 SV のとき、プロ
ダクトキー

     －     －     －     －

クライアントライセンス
□ 同時使用ユーザ数 （         ユーザ）□接続クライアント
数

コンピュータ名 （英数 半角 15 文字まで）
サーバ種別
(Windows 2000 SV のときは不要)

□ プライマリドメインコントローラ  □ バックアップドメインコントローラ
□ スタンドアロンサーバ（サーバ）

ドメイン名 （英数 半角 15 文字まで）
ワークグループ名
(スタンドアロンサーバ選択時のみ)

（英数 半角 15 文字まで）

インストールディレクトリ （デフォルト－C:¥WINNT）
タイムゾーン

（続く）
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ネットワーク情報
DHCP の使用 □ する               □ しない

IP アドレス
サブネットマスク

しない選択
時のみ

デフォルトゲートウェイ
WINS の使用 □ する               □しない

ﾌﾟﾗｲﾏﾘ WINS ｻｰﾊﾞする選択時
のみ ｾｶﾝﾀﾞﾘ WINS ｻｰﾊﾞ
DNS の使用 □する               □しない

ドメイン名する選択時
のみ DNS サーバ
NetBEUI プロトコルの使用 □する               □しない
NWLink IPX/SPX 互換
トランスポートの使用

□する               □しない

サーバ機能の設定
Internet Information Server
の使用

□する               □しない

サービス □ FTP サービス       □ Gopher サービス □WWW サービスする選択時
のみ オプション □ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ □ HTMLA         □WWW サンプル
サービス □ DHCP サーバ        □ DNS サーバ     □WINS サーバ

開始アドレス
終了アドレスDHCP 選択時
サブネットマスク

アプリケーション
□ ServerView V2.5
□ FM Advisor V2.20  □ DSNAP V1.0
□ PROBEPRO V2.0     □SystemWalker/LiveHelp® Client V5.0

WizardConsole のインストール
(Windows NT、Windows NT Server/E 4.0 のみ選択可)
□する               □しない

ServicePack の適用
(Windows NT、Windows 2000 SV、Windows NT Server/E 4.0 の
み選択可)
□する               □しない

電源切断機能 HAL の適用
(Windows NT、Windows NT Server/E 4.0、SBS のみ選択可)
□する               □しない

Auto Run 機能の適用 □有効               □無効
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